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「
漢
六
朝
史
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
」
第
六
章
一

越

智

重

明

漢
時
代
ま
で
の
賦

　
春
秋
時
代
の
賦
に
つ
い
て
は
、
旧
来
諸
侯
1
1
公
が
そ
の
大
夫
（
上
大
夫
と
し
て
の
卿
を
含
む
）
に
彼
ら
の
邑
か
ら
提
供
さ
せ
る
兵
車
（
つ
ま
り
、

兵
器
、
軍
隊
）
を
意
味
す
る
（
少
な
く
と
も
そ
れ
を
主
と
す
る
）
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
ほ
か
に
、
諸
侯
自
ら
の

も
つ
兵
車
を
指
す
も
の
も
あ
る
。
　
（
春
秋
時
代
、
諸
侯
の
も
つ
直
轄
軍
1
諸
侯
の
国
城
内
に
住
む
士
を
中
心
と
す
る
一
と
そ
の
兵
器
と
は
、
諸
侯
が

大
夫
に
わ
り
あ
て
て
提
供
さ
せ
た
軍
隊
と
兵
器
と
よ
り
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
れ
は
大
夫
が
諸
侯
の
直
轄
軍
の
指
揮
官
と
し
て
そ

れ
を
統
率
す
る
と
い
っ
た
こ
と
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
）
ま
た
、
賦
に
は
大
国
が
そ
れ
に
属
す
る
小
国
に
わ
り
あ
て
て
提
供
さ
せ
る
兵
車
を
指
す

こ
と
も
あ
る
。
右
の
賦
は
要
す
る
に
軍
事
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
三
が
第
一
、
第
二
と
ど
の
よ
う
な
時
期
的
関
連
性
を
も
っ
て

生
じ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
何
れ
に
し
て
も
第
一
、
第
二
は
明
か
に
氏
族
制
社
会
に
お
い
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
も
翌
翌
族
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
と
い
う
わ
く
の
内
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
（
賦
に
関
す
る
旧
来
の
代
表
的
研
究
と
し
て
、
宮
崎
市
定
氏
、
「
古
代
中
国
賦
税
制

度
」
『
ア
ジ
ア
史
研
究
第
一
』
所
収
が
あ
る
。
）

　
賦
が
軍
事
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
変
り
は
な
い
に
し
て
も
、
春
秋
中
期
以
降
諸
侯
の
支
配
体
制
の
変
化
に
応
じ
て
賦
の
色
合

い
に
変
化
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
す
で
に
春
秋
中
期
に
諸
侯
は
氏
族
の
当
た
る
こ
と
を
脱
し
て
専
制
君
主
と
な
る
こ
と
を
志
向

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
際
諸
侯
は
全
版
図
の
田
、
　
「
薮
沢
」
を
そ
の
家
産
化
し
、
以
て
自
ら
の
専
制
君
主
権
力
の
経
済
的
基
盤
と
し
ょ
う
と
す
る
。

諸
侯
は
そ
れ
と
同
時
に
、
旧
来
（
同
族
集
落
に
お
い
て
）
兄
弟
集
団
を
構
成
し
つ
つ
氏
族
制
的
規
制
の
な
か
に
埋
没
し
て
い
た
人
々
に
対
し
、
新
た

に
緩
や
か
な
父
子
集
団
を
構
成
す
べ
き
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
を
壮
年
の
男
子
乃
至
そ
の
夫
婦
を
中
心
に
把
握
す
る
こ
と
を
う
ち
出
し
て
く

る
。
こ
れ
は
版
図
の
全
農
民
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
勢
は
戦
国
時
代
を
へ
て
天
下
統
一
時
の
秦
に
及
び
さ
ら
に
漢
（
初
）
に
及
ん
だ
と
考
え

　
漢
六
朝
の
税
役
問
題
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春
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時
代
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に
つ
い
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は
、
旧
来
諸
侯
H
公
が
そ
の
大
夫
(
上
大
夫
と
し
て
の
卿
を
含
む
)
に
彼
ら
の
邑
か
ら
提
供
さ
せ
る
兵
車
(
つ
ま
り
、

兵
器
、
軍
隊
)
を
意
味
す
る
(
少
な
く
と
も
そ
れ
を
主
と
す
る
)
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
ほ
か
に
、
諸
侯
自
ら
の

も
つ
兵
車
を
指
す
も
の
も
あ
る
。
(
春
秋
時
代
、
諸
侯
の
も
つ
直
轄
軍
|
諸
侯
の
圏
域
内
に
住
む
士
を
中
心
と
す
る
!
と
そ
の
兵
器
と
は
、
諸
侯
が

大
夫
に
わ
り
あ
て
て
提
供
さ
せ
た
軍
隊
と
兵
器
と
よ
り
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
れ
は
大
夫
が
諸
侯
の
直
轄
軍
の
指
揮
官
と
し
て
そ

れ
を
統
率
す
る
と
い
っ
た
こ
と
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
)
ま
た
、
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に
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大
国
が
そ
れ
に
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す
る
小
固
に
わ
り
あ
て
て
提
供
さ
せ
る
兵
車
を
指
す

乙
と
も
あ
る
。
右
の
賦
は
要
す
る
比
軍
事
に
商
接
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
三
が
第
一
、
第
二
と
ど
の
よ
う
な
時
期
的
関
連
性
を
も
っ
て

生
じ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
何
れ
に
し
て
も
第
一
、
第
二
は
明
か
に
氏
族
制
社
会
に
お
い
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
も
亦
氏
族
制

社
会
と
い
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わ
く
の
内
に
お
い
て
理
解
す
る
乙
と
が
で
き
る
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の
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的
研
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と
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て
、
宮
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氏
、
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中
国
賦
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度
」
『
ア
ジ
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史
研
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第
一
』
所
収
が
あ
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。
)

賦
が
軍
事
に
直
接
関
係
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る
も
の
で
あ
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と
い
う
点
に
変
り
は
な
い
に
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て
も
、
春
秋
中
期
以
降
諸
侯
の
支
配
体
制
の
変
化
に
応
じ
て
賦
の
色
合

い
に
変
化
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
す
で
に
春
秋
中
期
に
諸
侯
は
氏
族
の
長
た
る
と
と
を
脱
し
て
専
制
君
主
と
な
る
こ
と
を
志
向

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
際
諸
侯
は
全
版
図
の
田
、
「
薮
沢
」
を
そ
の
家
産
化
し
、
以
て
自
ら
の
専
制
君
主
権
力
の
経
済
的
基
盤
と
し
よ
う
と
す
る
。

諸
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は
そ
れ
と
同
時
に
、
旧
来
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に
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弟
集
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を
構
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氏
族
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の
な
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に
埋
没
し
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た
人
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に
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し
、
新
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に
緩
や
か
な
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子
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団
を
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成
す
べ
き
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
彼
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を
壮
年
の
男
子
乃
至
そ
の
夫
婦
を
中
心
に
把
握
す
る
こ
と
を
う
ち
出
し
て
く

る
。
こ
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は
版
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の
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に
及
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も
の
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あ
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。
乙
の
大
勢
は
戦
国
時
代
を
へ
て
天
下
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一
時
の
秦
に
及
び
さ
ら
に
漢
(
初
)
に
及
ん
だ
と
考
え
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か
け
る
軍
事
的
負
担
を
賦
と
い
う
こ
と
が
生
ず
る
。
左
翼
伝
塞
二
＋
五
年
（
嶢
前
五
四
八
年
）
＋
月
の
伝
に

と
あ
る
。
楚
の
（
大
）
司
馬
は
令
弄
を
た
す
け
る
国
の
大
臣
で
あ
る
。
車
兵
、
徒
卒
は
兵
器
の
こ
と
で
あ
る
（
会
箋
）
。
右
に
あ
っ
て
は
「
応
賦
、

数
甲
兵
」
を
実
現
す
べ
く
、
ま
ず
④
を
な
し
、
つ
い
で
◎
◎
と
い
う
形
を
之
っ
て
⑧
を
実
行
し
て
い
る
。
要
す
る
に
右
の
改
革
は
（
城
外
の
）
野
鄙
の
山

沢
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
土
地
（
版
図
の
全
野
鄙
）
を
調
査
、
計
量
し
、
そ
の
改
良
（
田
の
整
備
開
拓
を
含
ひ
）
を
も
う
ち
出
し
た
。
つ
い
で
そ
こ
か

ら
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
え
ら
れ
る
か
を
量
っ
た
上
で
そ
こ
に
住
む
農
民
に
賦
を
か
け
た
。
そ
の
賦
は
軍
用
の
車
馬
と
兵
器
と
を
出
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
、
と
い
う
内
容
を
も
つ
。
そ
の
際
の
賦
は
諸
侯
が
全
版
図
（
す
べ
て
の
田
を
含
む
）
と
そ
の
民
衆
と
を
、
　
（
旧
来
と
は
違
っ
て
）
直
接
的
に
把

握
す
る
と
こ
ろ
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
農
民
は
（
軍
事
に
関
す
る
）
賦
と
直
接
関
係
し
な
か
っ
，
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
そ
れ
を
か
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
春
秋
後
期
に
な
る
と
、
賦
に
新
た
に
田
を
対
象
と
す
る
畢
目
的
税
が
入
っ
て
く
る
。
い
ま
そ
れ
を
見
て
鰯
よ
う
。
国
語
魯
語
下
に
、

　
　
米
。
不
四
過
也
。
先
王
以
頭
足
。
若
子
季
題
欲
其
法
、
則
二
藍
公
之
籍
　
。
若
欲
犯
法
則
筍
而
賦
、
二
重
訪
焉
。

と
記
し
て
い
る
。
　
（
以
下
、
前
記
事
と
い
う
。
）
左
氏
伝
哀
公
十
一
年
（
西
紀
前
四
八
四
年
）
の
伝
に
は
、
こ
れ
と
同
一
内
容
の
こ
と
を
、

　
　
季
孫
欲
以
田
賦
。
使
再
有
訪
仲
尼
。
…
仲
尼
落
丁
。
而
私
車
道
二
日
、
君
子
品
行
也
、
度
於
礼
。
施
僧
其
厚
、
再
挙
其
中
、
盲
従
其
薄
。
如
是

　
　
則
以
丘
亦
足
　
。
若
三
度
罰
則
、
西
面
冒
無
厭
、
則
首
罪
田
賦
、
将
又
不
足
。
且
子
季
孫
若
百
行
而
法
、
則
周
公
之
典
在
。
若
欲
筍
而
行
、
又

　
　
何
訪
焉
。

と
記
し
て
い
る
。
　
（
以
下
、
後
記
事
と
い
う
。
）

　
漢
六
朝
の
税
役
問
題

ら
れ
る
。
（
た
だ
し
、
秦
、
漢
（
初
）
で
は
右
の
諸
侯
は
皇
帝
に
お
き
か
え
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
）
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
変
化
は
（
基
本
的
に
）

士
以
上
が
軍
役
を
負
担
し
そ
れ
だ
け
に
兵
器
の
（
一
部
の
）
調
達
も
亦
士
以
上
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
体
制
か
ら
、
全
民
衆

に
軍
役
を
負
担
さ
せ
、
か
つ
彼
ら
に
兵
器
（
の
一
部
）
を
調
達
さ
せ
る
体
制
へ
の
変
化
を
と
も
な
っ
て
ぐ
る
。
そ
う
し
た
変
化
に
あ
っ
て
全
民
衆
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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ら
れ
る
。
(
た
だ
し
、
秦
、
漢
《
初
》
で
は
右
の
諸
侯
は
皇
帝
に
お
き
か
え
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
)
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
変
化
は
(
基
本
的
に
)

士
以
上
が
軍
役
を
負
担
し
そ
れ
だ
け
に
兵
器
の
(
一
部
の
)
調
達
も
亦
士
以
上
が
負
担
す
る
乙
と
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
体
制
か
ら
、
全
民
衆

に
軍
役
を
負
担
さ
せ
、
か
つ
彼
ら
に
兵
器
(
の
一
部
)
を
調
達
さ
せ
る
体
制
へ
の
変
化
を
と
も
な
っ
て
〈
る
。
そ
う
し
た
変
化
に
あ
っ
て
全
民
衆
に

か
け
る
軍
事
的
負
担
を
賦
と
い
う
こ
と
が
生
ず
る
。
左
氏
伝
嚢
公
二
十
五
年
(
周
知
前
五
四
八
年
)
十
月
の
伝
に
、

楚
蒸
掩
為
司
馬
。
(
令
晋
ノ
)
子
作
使
応
賦
、
数
伊
及
。
甲
午
、
落
掩
書
土
民
{
度
山
林
、
鳩
薮
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、
井
京
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、
表
淳
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、
数
彊
療
、
規
僅
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、
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町
原
防
、
牧
隠
皐
、
井
桁
沃
、
量
お
備
賦
、
賦
車
轡
馬
、
賦
車
兵
徒
卒
甲
楯
之
数
。
既
成
。
以
授
子
木
。
礼
也
。

と
あ
る
。
楚
の
(
大
)
司
馬
は
令
芦
を
た
す
け
る
国
の
大
臣
で
あ
る
。
車
兵
、
徒
卒
は
兵
器
の
こ
と
で
あ
る
(
会
実
)
。
右
に
あ
っ
て
は
「
応
賦
、

数
甲
兵
」
を
実
現
す
べ
く
、
ま
ず

ωを
な
し
、
つ
い
で
∞
と
い
う
形
を
と
っ
て
⑪
を
実
行
し
て
い
る
。
要
す
る
に
右
の
改
革
は
(
城
外
の
)
野
郡
の
山

沢
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
土
地
(
版
図
の
全
野
部
)
を
調
査
、
計
量
し
、
そ
の
改
良
(
田
の
整
備
開
拓
を
含
む
)
を
も
う
ち
出
し
た
。
つ
い
で
そ
こ
か

ら
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
え
ら
れ
る
か
を
量
っ
た
上
で
そ
こ
に
住
む
農
民
に
賦
を
か
け
た
。
そ
の
賦
は
軍
用
の
車
馬
と
兵
器
と
を
出
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
、
と
い
う
内
容
を
も
っ
。
そ
の
際
の
賦
は
諸
侯
が
全
版
図
(
す
べ
て
の
田
を
含
む
)
と
そ
の
民
衆
と
を
、
(
旧
来
と
は
違
っ
て
)
直
接
的
に
把

握
す
る
と
乙
ろ
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
農
民
は
(
軍
事
に
関
す
る
)
賦
と
直
接
関
係
し
な
か
っ
た
が
、
乙
こ
に
至
っ
て
そ
れ
を
か
け
ら
れ

る
乙
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
春
秋
後
期
に
な
る
と
、
賦
に
新
た
に
田
を
対
象
と
す
る
軍
事
目
的
税
が
入
っ
て
く
る
。
い
ま
そ
れ
を
見
て
弘
ょ
う
。
国
語
魯
語
下
に
、

憐

明

日

清

賦

。

|

同

情

護

団

以

尼

不

対

。

私

直

線

い

求

向

性

聞

紙

切

同

円

い

開

田

以

何

同

同

穫

湾

同

聞

い

、

而
量
其
有
無
。
任
力
以
夫
、
討
議
其
老
幼
。
於
是
乎
、
有
一
鯨
寡
孤
疾
、
有
軍
旅
之
出
-
即
徴
之
、
無
則
己
。
其
歳
収
、
田
一
井
出
稜
禾
乗
舞
缶

米
。
不
是
過
也
。
先
王
以
為
足
。
若
子
季
孫
欲
其
法
、
則
有
周
公
之
稽
失
。
若
欲
犯
法
則
荷
而
賦
、
又
何
訪
駕
。

と
記
し
て
い
る
。
(
以
下
、
前
記
事
と
い
う
。
)
左
氏
伝
哀
公
十
一
年
(
西
紀
前
四
八
四
年
)
の
伝
に
は
、
こ
れ
と
同
一
内
容
の
ζ

と
を
、

季
孫
欲
以
田
賦
。
使
再
有
訪
仲
尼
。
;
・
仲
尼
不
対
。
而
私
於
舟
有
田
、
君
子
之
行
也
、
度
於
礼
。
施
取
其
厚
、
事
挙
其
中
、
飲
従
其
薄
。
如
日
疋

則
以
丘
亦
足
失
。
若
不
度
於
礼
、
而
貧
冒
無
厭
、
則
雄
以
田
賦
、
将
又
不
足
。
且
子
季
孫
若
欲
行
而
法
、
則
周
公
之
典
在
。
若
欲
荷
市
行
、
又

何
訪
意
。

と
記
し
て
い
る
。
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(
以
下
、
後
記
事
と
い
う
。
)



　
思
う
に
、
春
秋
時
代
か
ら
漢
時
代
に
及
ぶ
土
地
制
度
は
、
巨
視
的
に
と
り
あ
げ
た
際
氏
族
制
社
会
に
お
け
る
土
地
制
度
か
ら
い
わ
ゆ
る
私
有
制
に

お
け
る
土
地
制
度
へ
の
変
遷
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
　
（
た
だ
し
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
私
有
制
は
近
代
社
会
に
お
け
る
土
地
私
有
制
と
は
異
な
る
。
そ
の

一
端
は
第
三
章
で
ふ
れ
た
。
）
氏
族
制
社
会
の
末
期
は
春
秋
時
代
で
あ
る
が
、
そ
の
前
、
中
期
の
氏
族
制
社
会
の
時
代
に
つ
い
て
い
う
と
、
支
配
氏

族
の
田
は
被
支
配
氏
族
が
耕
作
し
そ
の
全
収
穫
を
支
配
氏
族
に
納
め
て
い
た
。
　
（
た
だ
し
、
支
配
氏
族
の
末
端
に
あ
る
士
は
自
ら
田
を
耕
作
し
そ
の

全
収
穫
を
自
ら
の
手
に
収
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
）
一
方
、
被
支
配
氏
族
の
田
は
彼
ら
自
ら
が
耕
作
し
そ
の
全
収
穫
を
自
ら
の
手
に
収
め
て
い

た
。
魯
で
宣
公
が
そ
の
十
五
年
（
西
紀
前
五
九
四
年
Y
に
初
め
て
畝
に
税
し
た
と
い
う
の
は
、
後
者
の
田
に
税
を
か
け
た
の
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
、

当
時
個
人
的
な
私
有
田
は
い
ま
だ
公
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
所
有
は
集
団
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
魯
で
は
初
め
て
畝
に
税
し
て
か
ら

四
年
後
に
、
丘
甲
（
の
税
）
を
つ
く
り
、
集
落
（
と
し
て
の
丘
）
単
位
に
農
民
に
兵
器
を
出
さ
せ
て
い
る
。
　
（
こ
の
際
の
丘
は
、
図
式
的
に
い
え
ば

一
定
し
た
壮
丁
数
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
）
　
（
先
に
見
た
楚
の
改
革
は
、
こ
の
際
に
お
け
る
農
民
に
兵
器
を
出
さ
せ
る
も
の
に
該
当
し
よ
う
。
た
だ

し
そ
れ
が
集
落
を
単
位
と
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
）
ま
た
、
そ
れ
よ
り
も
あ
と
に
農
民
に
軍
役
を
か
け
る
制
度
を
創
め
て
い
る
。
　
（

諸
侯
の
国
の
改
革
に
お
い
て
、
被
支
配
氏
族
の
田
に
税
を
か
け
る
こ
と
、
農
民
に
兵
器
乃
至
軍
需
品
の
一
部
を
出
さ
せ
る
こ
と
、
農
民
に
軍
役
を

か
け
る
こ
と
、
の
三
者
が
そ
の
順
序
を
も
っ
て
現
ね
れ
て
き
た
こ
と
は
、
各
国
を
通
じ
て
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
）
魯
に
お
い
て
先
の

田
賦
が
現
わ
れ
た
の
は
そ
れ
ら
三
つ
の
改
革
よ
り
も
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
点
を
頭
に
お
い
て
先
の
二
記
事
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
前
記
事
の
④
、
⑬
、
◎
，
は
そ
れ
ぞ
れ
，
④
、
僻
、
◎
に
か
か
る
。
④
の
籍
は
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
先
王
（
魯
の
先
君
を
指
す
。
）
の
と
き
田

税
と
し
て
籍
を
制
し
た
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
の
が
わ
か
る
。
し
か
し
④
と
あ
わ
せ
見
て
も
そ
の
籍
が
ど
れ
だ
け
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
⑭

の
賦
は
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
先
王
の
と
き
軍
事
上
の
賦
を
制
し
た
と
い
う
理
解
が
，
あ
っ
た
の
が
わ
か
る
。
⑧
は
そ
れ
が
里
を
単
位
に
か
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
⑧
と
あ
わ
せ
見
る
と
、
そ
の
賦
は
軍
旅
が
あ
っ
た
と
き
だ
け
か
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
そ
の

里
は
人
の
集
落
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
へ
の
賦
は
具
体
的
に
は
後
記
事
に
見
え
る
丘
を
対
象
に
丘
甲
を
か
け
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
◎
は
、
す
で
に
こ
の
と
き
よ
り
も
ま
え
に
農
民
に
も
軍
役
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
農
民
の
軍
役
を
制
し
た
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
も
の
と
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
国
語
呉
語
に
「
将
不
長
唄
、
以
力
征
一
二
兄
弟
貴
国
」
と
あ
り
、
左
氏
伝
僖
公
三
＋
三
年
号
伝
に
は
「
武
夫
」

が
見
え
る
。
こ
う
し
た
際
の
力
、
夫
は
軍
役
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
◎
の
力
、
夫
は
必
ら
ず
や
ご
う
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
◎
の
記

事
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
（
欠
落
が
あ
る
た
め
）
そ
の
具
体
的
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

一3一

・
漢
六
朝
の
税
役
問
題

思
う
に
、
春
秋
時
代
か
ら
漢
時
代
に
及
ぶ
土
地
制
度
は
、
巨
視
的
に
と
り
あ
げ
た
際
氏
族
制
社
会
に
お
け
る
土
地
制
度
か
ら
い
わ
ゆ
る
私
有
制
に

お
け
る
土
地
制
度
へ
の
変
遷
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
(
た
だ
し
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
私
有
制
は
近
代
社
会
に
お
け
る
土
地
私
有
制
と
は
異
な
る
。
そ
の

一
端
は
第
二
章
で
ふ
れ
た
。
)
民
族
制
社
会
の
末
期
は
春
秋
時
代
で
あ
る
が
、
そ
の
前
、
中
期
の
民
族
制
社
会
の
時
代
に
つ
い
て
い
う
と
、
支
配
氏

族
の
田
は
被
支
配
氏
族
が
耕
作
し
そ
の
全
収
穫
を
支
配
氏
族
に
納
め
て
い
た
。
(
た
だ
し
、
支
配
民
族
の
末
端
に
あ
る
士
は
自
ら
田
を
耕
作
し
そ
の

全
収
穫
を
自
ら
の
手
応
収
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
)
一
方
、
被
支
配
民
族
の
田
は
彼
ら
自
ら
が
耕
作
し
そ
の
全
収
穫
を
自
ら
の
手
に
収
め
て
い

た
。
魯
で
宣
公
が
そ
の
十
五
年
(
西
紀
前
五
九
四
年
)
に
初
め
て
畝
民
税
し
た
と
い
う
の
は
、
後
者
の
田
に
税
を
か
け
た
の
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
、

当
時
個
人
的
な
私
有
国
は
い
ま
だ
公
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
所
有
は
集
団
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
魯
で
は
初
め
て
畝
に
税
し
て
か
ら

四
年
後
に
、
丘
甲
(
の
税
)
を
つ
く
り
、
集
落
(
と
し
て
の
丘
)
単
位
に
農
民
に
兵
器
を
出
さ
せ
て
い
る
。
(
こ
の
際
の
丘
は
、
図
式
的
に
い
え
ば

一
定
し
た
壮
丁
数
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
)
(
先
に
見
た
楚
の
改
革
は
、
こ
の
際
に
お
け
る
農
民
に
兵
器
を
出
さ
せ
る
も
の
に
該
当
し
よ
う
。
た
だ

し
そ
れ
が
集
落
を
単
位
と
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
)
ま
た
、
そ
れ
よ
り
も
あ
と
に
農
民
に
軍
役
を
か
け
る
制
度
を
創
め
て
い
る
。
(

諸
侯
の
国
の
改
革
に
お
い
て
、
被
支
配
氏
族
の
田
に
税
を
か
け
る
乙
と
、
農
民
に
兵
器
乃
至
軍
需
品
の
一
部
を
出
さ
せ
る
こ
と
、
農
民
に
軍
役
を

か
け
る
乙
と
、
の
三
者
が
そ
の
順
序
を
も
っ
て
現
わ
れ
て
き
た
乙
と
は
、
各
国
を
通
じ
て
同
じ
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
)
魯
に
お
い
て
先
の

田
賦
が
現
わ
れ
た
の
は
そ
れ
ら
三
つ
の
改
革
よ
り
も
あ
と
の
乙
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
点
を
頭
に
お
い
て
先
の
二
記
事
を
考
え
て
み
よ
う
。

前
記
事
の

ω、
⑪
、

O
は
そ
れ
ぞ
れ

W
、
敏
、

O
に
か
か
る
。

ωの
籍
は
動
調
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
先
王
(
魯
の
先
君
を
指
す
。
)
の
と
き
田

税
と
し
て
籍
を
制
し
た
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
の
が
わ
か
る
。
し
か
し

ωと
あ
わ
せ
見
て
も
そ
の
籍
が
ど
れ
だ
け
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
⑪

の
賦
は
動
調
で
あ
る
が
、
そ
乙
に
先
王
の
と
き
軍
事
上
の
賦
を
制
し
た
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
の
が
わ
か
る
。
⑪
は
そ
れ
が
里
を
単
位
に
か
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
卸
と
あ
わ
せ
見
る
と
、
そ
の
賦
は
軍
旅
が
あ
っ
た
と
き
だ
げ
か
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
そ
の

里
は
人
の
集
落
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
へ
の
賦
は
具
体
的
に
は
後
記
事
に
見
え
る
丘
を
対
象
に
丘
甲
を
か
け
た
乙
と
を
指
し
て
い
る
と
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
。
は
、
す
で
に
こ
の
と
き
よ
り
も
ま
え
に
農
民
に
も
軍
役
を
か
け
て
い
る
乙
と
を
考
え
る
と
、
農
民
の
軍
役
を
制
し
た
乙
と
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
も
の
と
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
国
語
呉
語
に
「
将
不
長
弟
、
以
力
征
二
一
兄
弟
之
国
」
と
あ
り
、
左
氏
伝
信
公
三
十
三
年
の
伝
に
は
「
武
夫
」

が
見
え
る
。
こ
う
し
た
際
の
力
、
夫
は
軍
役
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
。
の
力
、
夫
は
必
ら
ず
や
こ
う
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

O
の
記

事
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
(
欠
落
が
あ
る
た
め
)
そ
の
具
体
的
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

漢
六
朝
の
税
役
問
題

町。



　
漢
六
朝
の
税
役
問
題

　
と
こ
ろ
で
、
前
記
事
に
お
い
て
、
細
身
の
と
き
の
籍
と
先
王
の
制
し
た
藷
と
に
違
い
の
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
籍
は
か
つ
て
氏
族

制
時
代
公
田
の
全
収
穫
を
公
に
出
し
、
他
方
農
民
に
属
す
る
田
の
収
穫
を
す
べ
て
私
し
た
と
き
の
籍
で
あ
る
。
船
軍
伝
帝
劇
十
五
年
の
伝
に
、
初
め
て

畝
に
税
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
骨
斑
畝
、
非
礼
也
。
穀
出
不
心
理
。
以
豊
急
難
。
」
と
あ
る
。
こ
の
一
の
部
分
は
、
旧
来
田
税
と
し
て
公
田
の
全

収
穫
を
籍
と
し
て
出
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
前
者
の
籍
は
そ
の
籍
に
あ
た
る
。
一
方
、
後
者
の
籍
は
旧
来
無
税

の
田
を
対
象
に
出
さ
せ
た
税
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
が
て
農
民
な
ど
（
百
姓
）
の
個
々
の
私
有
田
に
課
し
、
徴
収
す
る
田
頭
（
田
租
）
と
な
っ
て
い
く
。

管
子
野
合
篇
に
、
「
耳
蝉
敏
干
百
姓
、
則
万
民
慰
怨
。
」
と
あ
る
。
そ
の
纂
話
に
、
　
「
籍
亦
敏
也
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
籍
、
敏
は
百
姓
か
ら
私
有
田

の
税
目
田
租
を
と
り
納
め
る
の
を
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
漢
書
谷
永
田
に
、
　
「
籍
税
万
民
、
不
過
常
法
。
」
と
あ
る
。
籍
と
藷
と
は
相
通
ず
る
が
、

こ
の
籍
”
籍
も
亦
百
姓
か
ら
そ
の
私
有
田
の
税
を
と
り
納
め
る
の
を
い
っ
て
い
る
。
後
者
の
籍
は
こ
の
形
の
田
野
を
意
味
す
る
。
さ
て
、
戦
国
時
代

に
は
村
落
共
同
体
的
な
規
制
の
な
か
に
農
民
個
人
の
私
有
田
が
普
遍
的
に
存
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
が
、
い
ま
問
題
と
し
て
い
る
の
が
戦
国
時
代

直
前
の
哀
公
＋
一
年
と
い
う
年
次
の
も
の
で
あ
る
の
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
田
賦
は
個
人
の
私
有
田
が
多
数
出
現
し
た
の
を
ふ
ま
え
、
そ
の
田
に
直

接
的
に
軍
事
上
の
賦
H
軍
令
を
か
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
記
事
に
「
以
丘
廿
里
　
。
」
と
あ
る
の
は
、
新
ら
し
く
私
有
田
を
対
象
に
軍
賦

を
か
け
な
く
て
も
、
旧
来
の
丘
対
象
の
軍
賦
だ
け
で
事
足
り
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
、
と
さ
れ
よ
う
。
　
（
「
周
公
之
籍
」
、
　
「
周
公
之
典
」
が

当
時
に
あ
っ
て
復
活
で
き
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
孔
子
が
周
公
を
尊
ん
だ
こ
と
を
考
え
る
と
、
孔
子
が
そ
の
復
活
を
口
に
し
た
に
し

て
も
、
あ
る
い
は
孔
子
の
名
で
だ
れ
か
が
そ
れ
を
述
べ
た
に
し
て
も
、
さ
し
て
不
思
議
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
）

　
な
お
、
会
箋
に
、

　
　
（
前
略
）
至
干
春
秋
之
世
、
葉
田
漸
墾
成
熟
。
且
有
山
豊
水
湊
新
開
之
壌
。
田
盗
干
夫
家
之
旧
額
者
多
。
宣
公
税
畝
。
已
無
害
税
之
田
。
而
兵

　
　
制
未
改
。
猶
拠
旧
籍
醜
夫
家
。
以
年
率
。
至
干
此
、
則
用
田
畝
起
賦
。
不
問
人
出
衆
寡
。
但
有
田
若
干
畝
、
而
即
賦
一
兵
。
　
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
る
。
こ
れ
は
経
学
的
な
わ
く
の
な
か
に
お
け
る
理
解
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
田
賦
を
新
墾
田
の
普
及
と
関
連
づ
け
、

か
つ
そ
れ
を
軍
賦
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
正
確
な
指
摘
で
あ
る
と
さ
れ
よ
う
。

　
十
二
年
に
田
賦
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
田
賦
が
の
ち
ど
れ
だ
け
普
及
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
新
ら
し
い
社
会
の
進

展
の
一
環
で
あ
る
私
有
田
の
普
及
・
諸
侯
の
そ
の
把
握
と
恐
ら
く
は
直
接
的
に
関
連
し
た
形
で
の
新
ら
し
い
軍
賦
が
生
じ
て
い
る
の
は
注
目
に
価
し

よ
・
つ
。
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漢
六
朝
の
税
役
問
題

と
こ
ろ
で
、
前
記
事
に
お
い
て
、
周
公
の
と
き
の
籍
と
先
王
の
制
し
た
籍
と
に
違
い
の
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
籍
は
か
つ
て
氏
族

制
時
代
公
閏
の
全
収
穫
を
公
に
出
し
、
他
方
農
民
に
属
す
る
田
の
収
穫
を
す
べ
て
私
し
た
と
き
の
籍
で
あ
る
。
左
氏
伝
宣
公
十
五
年
の
伝
花
、
初
め
て

畝
に
税
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
初
税
畝
、
非
礼
也
。
穀
出
不
過
籍
。
以
豊
財
也
。
」
と
あ
る
。
乙
の

l
の
部
分
は
、
旧
来
田
税
と
し
て
公
田
の
全

収
穫
を
籍
と
し
て
出
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
前
者
の
籍
は
そ
の
籍
に
あ
た
る
。
一
方
、
後
者
の
籍
は
旧
来
無
税

の
田
を
対
象
に
出
さ
せ
た
税
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
が
て
農
民
な
ど
(
百
姓
)
の
個
々
の
私
有
国
に
課
し
、
徴
収
す
る
田
税
(
田
租
)
と
な
っ
て
い
く
。

管
子
宙
合
篇
に
、
「
厚
籍
敏
子
百
姓
、
則
万
民
懇
怨
。
」
と
あ
る
。
そ
の
纂
詰
に
、
「
藷
亦
敏
也
。
」
と
あ
る
が
、
乙
の
籍
、
数
は
百
姓
か
ら
私
有
田

の
税
リ
田
租
を
と
り
納
め
る
の
を
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
漢
書
谷
永
伝
に
、
「
籍
税
万
民
、
不
過
常
法
。
」
と
あ
る
。
籍
と
籍
と
は
相
通
ず
る
が
、

乙
の
籍
H
籍
も
亦
百
姓
か
ら
そ
の
私
有
田
の
税
を
と
り
納
め
る
の
を
い
っ
て
い
る
。
後
者
の
籍
は
こ
の
形
の
田
税
を
意
味
す
る
。
き
て
、
戦
国
時
代

に
は
村
落
共
同
体
的
な
規
制
の
な
か
に
農
民
個
人
の
私
有
国
が
普
遍
的
に
存
在
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
が
、
い
ま
問
題
と
し
て
い
る
の
が
戦
国
時
代

直
前
の
哀
公
十
一
年
と
い
う
年
次
の
も
の
で
あ
る
の
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
田
賦
は
個
人
の
私
有
田
が
多
数
出
現
し
た
の
を
ふ
ま
え
、
そ
の
田
に
直

接
的
に
軍
事
上
の
賦

H
軍
賦
を
か
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
記
事
に
「
以
丘
亦
足
失
。
」
と
あ
る
の
は
、
新
ら
し
く
私
有
田
を
対
象
に
軍
賦

を
か
け
な
く
て
も
、
旧
来
の
正
対
象
の
軍
賦
だ
け
で
事
足
り
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
、
と
さ
れ
よ
う
。
(
「
周
公
之
籍
」
、
「
周
公
之
典
」
が

当
時
に
あ
っ
て
復
活
で
き
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
孔
子
が
周
公
を
尊
ん
だ
乙
と
を
考
え
る
と
、
孔
子
が
そ
の
復
活
を
口
に
し
た
に
し

て
も
、
あ
る
い
は
孔
子
の
名
で
だ
れ
か
が
そ
れ
を
述
べ
た
に
し
て
も
、
き
し
て
不
思
議
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
)

な
お
、
会
築
に
、

(
前
略
)
至
子
春
秋
之
世
、
莱
田
漸
墾
成
熟
。
且
有
山
麓
水
決
新
闘
之
壌
。
田
溢
子
夫
家
之
旧
額
者
多
。
宣
公
税
畝
。
巳
無
不
税
之
田
。
而
兵

制
未
改
。
猶
拠
旧
籍
之
夫
家
。
以
為
率
。
至
子
此
、
則
用
田
畝
起
賦
。
不
問
人
之
衆
寡
。
但
有
田
若
干
畝
、
而
即
賦
一
兵
。
(
下
略
)

と
あ
る
。
乙
れ
は
経
学
的
な
わ
く
の
な
か
に
お
け
る
理
解
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
田
賦
を
新
墾
田
の
普
及
と
関
連
づ
け
、

か
っ
そ
れ
を
軍
賦
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
正
確
な
指
摘
で
あ
る
と
さ
れ
よ
う
。

十
二
年
に
田
賦
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
田
賦
が
の
ち
ど
れ
だ
け
普
及
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
新
ら
し
い
社
会
の
進

展
の
一
環
で
あ
る
私
有
田
の
普
及
・
諸
侯
の
そ
の
把
握
と
恐
ら
く
は
直
接
的
に
関
連
し
た
形
で
の
新
ら
し
い
軍
賦
が
生
じ
て
い
る
の
は
注
目
に
価
し

よ
P

つ。
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さ
て
、
旧
来
学
界
で
は
賦
と
税
と
の
区
別
は
前
漢
時
代
に
は
な
お
明
白
で
あ
っ
て
、
後
漢
頃
か
ら
次
第
に
相
通
じ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
と
も
と
賦
に
は
民
衆
が
軍
役
に
服
す
る
義
務
と
人
頭
税
と
の
意
味
が
あ
る
、
と
い
う
見
解
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
賦
に
そ
う

し
た
意
味
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
方
賦
に
は
つ
と
に
田
租
（
田
税
）
な
ど
を
指
す
用
法
も
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
賦
と
税
と

の
相
通
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
賦
に
と
き
の
政
治
権
力
が
民
衆
に
か
け
る
税
役
を
総
括
す
る
も
の
と
し
て
の
性
格
が
生
じ
た
、
と
い
う
観
点
か
ら
と

り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
下
拡
大
さ
れ
た
賦
の
用
法
を
と
り
あ
げ
る
。
　
（
厳
密
に
い
え
ば
、
と
く
に
漢
時
代
以
降
、
田
租
に
税
と
し
て
の
鋼
藁

が
存
在
す
る
場
合
そ
れ
を
加
え
た
も
の
が
田
税
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
章
で
は
行
論
上
田
租
と
、
そ
れ
に
税
と
し
て
の
鋼
重
が
加
わ
っ
て
い
る

田
税
と
あ
る
い
は
加
わ
っ
て
い
な
い
田
税
と
の
区
別
を
す
る
必
要
が
殆
ん
ど
な
い
の
で
、
田
租
と
同
じ
意
味
で
田
税
の
語
を
使
用
す
る
。
な
お
、
漢

時
代
以
降
、
租
の
語
が
単
に
《
一
般
的
な
意
味
に
お
け
る
）
税
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
）

　
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
そ
れ
は
ま
ず
田
租
を
指
す
と
い
う
と
こ
ろ
に
現
わ
れ
て
く
る
。
葡
子
王
制
篇
に
、

　
　
王
者
之
等
賦
、
政
事
、
財
万
物
、
所
以
養
万
民
也
。
田
野
什
一
、
関
市
幾
十
不
征
、
山
林
沢
里
、
餅
盤
禁
発
而
郵
税
。
相
地
無
金
宝
、
理
道
之

　
　
遠
近
而
致
貢
、
通
流
財
物
粟
米
、
無
有
滞
留
、
使
相
心
移
也
。
…
是
王
者
之
用
量
。

と
あ
る
。
さ
き
の
政
は
正
す
、
あ
と
の
政
は
税
、
財
は
裁
す
、
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
古
の
理
想
郷
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で

は
賦
に
什
「
の
田
租
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
私
有
田
の
収
穫
高
の
⊥
1
0
の
田
租
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
孟
子
縢
文
公
上
に
、

　
　
（
縢
相
公
）
使
畢
諮
問
井
地
。
．
孟
子
日
、
…
夫
縢
壌
地
編
小
。
当
為
君
子
焉
。
将
為
野
人
焉
。
無
君
子
要
急
野
人
。
無
野
人
六
呂
君
子
。
請
野

　
　
九
一
而
助
、
国
立
什
一
使
自
賦
。
卿
以
下
必
有
識
田
五
十
畝
。
余
夫
二
十
五
畝
。
死
徒
事
出
郷
。
郷
田
同
井
、
出
入
相
当
、
守
望
相
助
、
疾
病

　
　
相
扶
持
、
則
百
姓
親
睦
。
方
里
白
井
。
井
九
百
畝
。
其
中
為
公
田
。
八
家
皆
私
百
畝
、
同
量
公
田
。
公
田
畢
、
然
後
結
治
私
事
。
所
以
別
野
人

　
　
也
。
此
其
大
略
也
。
若
夫
潤
沢
之
、
則
在
君
与
子
　
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
郷
単
位
の
村
落
共
同
体
的
生
活
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
右
の
助
、
賦
は
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
同
時
に

税
と
し
て
の
助
、
賦
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
誤
り
な
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
右
で
井
田
制
に
つ
い
て
述
べ
て
の
ち
、
　
「
所
以
別
野
人
也
。
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
田
を
耕
し
税
を
出
し
て
君
子
を
養
う
農
民
口
野
人
が
、
国
中
（
国
城
内
）
に
住
ん
で
国
城
の
近
く
の
田
を
耕
す
も
の
と
、
国
城
外
の

野
1
1
野
鄙
に
あ
っ
て
そ
の
田
を
耕
す
も
の
と
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
前
者
に
（
旧
来
同
様
）
什
一
”
⊥
1
0
の
賦
を
納
め
さ
せ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
（

　
漢
六
朝
の
税
役
問
題
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き
て
、
旧
来
学
界
で
は
賦
と
税
と
の
区
別
は
前
漢
時
代
に
は
な
お
明
白
で
あ
っ
て
、
後
漢
頃
か
ら
次
第
に
相
通
じ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
と
も
と
賦
に
は
民
衆
が
軍
役
に
服
す
る
義
務
と
人
頭
税
と
の
意
味
が
あ
る
、
と
い
う
見
解
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
賦
に
そ
う

し
た
意
味
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
方
賦
に
は
つ
と
に
田
租
(
田
税
)
な
ど
を
指
す
用
法
も
生
じ
て
い
る
。
乙
れ
は
賦
と
税
と

の
相
通
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
賦
に
と
き
の
政
治
権
力
が
民
衆
に
か
け
る
税
役
を
総
括
す
る
も
の
と
し
て
の
性
格
が
生
じ
た
、
と
い
う
観
点
か
ら
と

り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
下
拡
大
さ
れ
た
賦
の
用
法
を
と
り
あ
げ
る
。
(
厳
密
に
い
え
ば
、
と
く
に
漢
時
代
以
降
、
田
租
に
税
と
し
て
の
努
藁

が
存
在
す
る
場
合
そ
れ
を
加
え
た
も
の
が
田
税
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
章
で
は
行
論
上
田
租
と
、
そ
れ
に
税
と
し
て
の
興
藁
が
加
わ
っ
て
い
る

田
税
と
あ
る
い
は
加
わ
っ
て
い
な
い
国
税
と
の
区
別
を
す
る
必
要
が
殆
ん
ど
な
い
の
で
、
田
租
と
閉
じ
意
味
で
田
税
の
語
を
使
用
す
る
。
な
お
、
漢

時
代
以
降
、
租
の
語
が
単
に
《
一
般
的
な
意
味
に
お
け
る
》
税
を
意
味
す
る
乙
と
も
あ
る
。
)

管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
そ
れ
は
ま
ず
田
租
を
指
す
と
い
う
と
こ
ろ
に
現
わ
れ
て
く
る
。
萄
子
王
制
篇
児
、

王
者
之
等
賦
、
政
事
、
財
万
物
、
所
以
養
万
民
也
。
田
野
什
一
、
関
市
幾
而
不
征
、
山
林
沢
梁
、
以
時
禁
発
而
不
税
。
相
地
而
衰
政
、
理
道
之

遠
近
而
致
貢
、
通
流
財
物
粟
米
、
無
有
滞
留
、
使
相
帰
移
也
。
・
:
是
王
者
之
法
也
。

と
あ
る
。
さ
き
の
政
は
正
す
、
あ
と
の
政
は
税
、
財
は
裁
す
、
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
古
の
理
想
郷
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
乙
で

は
賦
に
什
一
の
田
租
が
入
っ
て
い
る
。
乙
れ
は
も
ち
ろ
ん
私
有
田
の
収
穫
高
の

1
一
叩
の
田
租
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
孟
子
勝
文
公
上
に
、

(
牒
文
公
)
使
畢
戦
問
井
地
。
孟
子
日
、
・
:
夫
牒
壌
地
編
小
。
将
為
君
子
罵
。
将
為
野
人
着
。
無
君
子
莫
治
野
人
。
無
野
人
莫
養
君
子
。
請
野

九
一
而
助
、
国
中
什
一
使
自
賦
。
卿
以
下
必
有
圭
田
五
十
畝
。
余
夫
二
十
五
畝
。
死
徒
無
出
郷
。
郷
田
向
井
、
出
入
相
友
、
守
望
相
助
、
疾
病

相
扶
持
、
則
百
姓
親
睦
。
万
里
而
井
。
井
九
百
畝
。
其
中
為
公
田
。
八
家
皆
私
百
畝
、
同
養
公
団
。
公
田
畢
、
然
後
敢
治
私
事
。
所
以
別
野
人

也
。
此
其
大
略
也
。
若
夫
潤
沢
之
、
則
在
君
与
子
失
。

と
あ
る
。
こ
乙
で
は
郷
単
位
の
村
落
共
同
体
的
生
活
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
右
の
助
、
賦
は
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
同
時
に

税
と
し
て
の
助
、
賦
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
誤
り
な
か
ろ
う
。
と
ζ

ろ
で
、
右
で
井
田
制
に
つ
い
て
述
べ
て
の
ち
、
「
所
以
別
野
人
也
。
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
田
を
耕
し
税
を
出
し
て
君
子
を
養
う
農
民
H
野
人
が
、
国
中
(
国
城
内
)
に
住
ん
で
国
城
の
近
く
の
田
を
耕
す
も
の
と
、
国
城
外
の

野
H
野
都
民
あ
っ
て
そ
の
田
を
耕
す
も
の
と
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
前
者
に
(
旧
来
同
様
)
什
一

UH--mの
賦
を
納
め
さ
せ
る
。
そ
れ
と
は
別
に
(

漢
六
朝
の
税
役
問
題
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漢
六
朝
の
税
役
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　

新
ら
し
く
）
後
者
を
対
象
と
し
て
井
田
制
を
つ
く
り
彼
ら
に
九
一
1
1
1
す
の
助
を
納
め
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
は
野
人
を
二
つ
に
別
け
る
ゆ
え

ん
と
な
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
　
「
卿
以
下
必
有
圭
田
五
十
畝
」
は
直
接
的
に
は
右
の
井
田
制
と
は
関
係
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
「
余
夫

二
十
五
畝
」
は
国
中
と
野
と
の
両
者
の
野
人
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
孟
子
の
井
田
制
の
場
合
、
各
農
民
は
私
田
百
畝
の
収
穫
を
す
べ
て
私
し
、
公
田
某
畝
に
労
力
を
提
供
し
て
そ
の
収
穫
を
税
と
す
る
。
そ
れ

が
⊥
9
の
助
の
税
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
⊥
9
は
公
田
の
収
穫
高
の
⊥
9
で
は
な
い
。
公
田
の
収
穫
を
全
部
公
に
納
め
、
し
か
も
そ
れ
が

一
す
の
税
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
⊥
9
の
税
を
公
田
と
私
田
と
の
両
者
の
耕
作
全
体
の
な
か
で
理
解
す
べ
き
を
察
せ
し
め
る
に
足
る
。
そ

う
す
る
と
一
す
の
税
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
計
算
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
公
田
は
「
公
田
百
畝
を
八
で
割
っ
た
」
十
二
上
半
で
あ
り
、

各
農
民
は
公
田
と
私
田
と
の
合
計
百
十
二
畝
半
に
つ
い
て
そ
の
収
穫
高
の
⊥
9
を
助
の
税
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
際
一
畝
あ
た
り
の
収
穫
高
は
公

田
、
私
田
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
同
額
と
し
て
よ
．
い
か
ら
、
そ
の
収
穫
高
の
⊥
9
の
税
と
い
う
の
は
「
公
田
十
私
田
」
の
広
さ
の
一
す
が
公
田
の
広
さ

と
臆
す
る
墜
成
立
す
る
．
い
ま
具
体
的
に
考
え
る
と
、
そ
れ
は
撚
⊥
9
と
な
っ
て
現
実
に
成
立
可
能
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
き

た
際
、
野
の
農
民
の
住
居
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
旧
来
、
通
常
公
田
に
住
居
（
五
畝
の
宅
）
を
お
く
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
・

き
た
が
、
右
の
よ
う
に
考
え
る
限
り
そ
れ
を
公
田
に
お
く
べ
き
で
は
な
い
。
な
お
、
住
居
を
公
田
に
お
く
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
そ
の
公
田
の

性
格
に
鑑
み
て
も
明
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
来
右
の
公
田
の
田
は
耕
地
の
意
味
と
す
べ
く
、
そ
こ
に
宅
地
を
含
む
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い

の
で
あ
る
。
　
（
綿
車
に
見
え
る
井
田
制
は
孟
子
の
も
の
と
は
随
分
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
あ
っ
て
も
田
中
に
住
居
を
お
く
と
い
っ
た
こ
と

は
な
い
。
）
と
こ
ろ
で
、
右
に
「
死
徒
無
出
郷
。
郷
田
同
日
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
井
井
の
八
家
が
同
じ
井
の
田
を
耕
作
す
る
と
同
時
に
、
集
落
と

し
て
の
郷
を
も
同
じ
く
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
郷
は
か
く
て
井
田
の
外
に
あ
る
こ
と
に
な
る
・
①

　
な
お
、
孟
子
梁
恵
王
下
に
、
孟
子
が
、

　
　
昔
文
王
之
治
岐
也
、
耕
作
九
一
。

と
い
っ
て
い
る
。
文
王
が
岐
を
治
め
て
い
た
と
き
の
こ
と
は
、
別
に
孟
子
要
心
上
に
、

　
　
百
畝
之
田
、
匹
夫
耕
之
、
八
口
之
家
、
可
以
無
飢
　
。
所
謂
西
伯
善
養
老
者
、
制
田
里
、
教
之
樹
畜
、
導
其
妻
子
、
使
養
其
老
。
　
（
下
略
）

と
見
え
る
。
そ
の
時
期
は
股
末
で
あ
る
が
、
孟
子
は
、
つ
ぎ
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
殿
で
は
助
H
籍
の
什
一
の
税
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
右

で
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
の
ち
の
）
文
王
の
治
下
、
田
里
で
九
一
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
孟
子
が
、
と
も
に
助

一6一
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新
ら
し
く
)
後
者
を
対
象
と
し
て
井
田
制
を
つ
く
り
彼
ら
に
九
一

H
1一9
の
助
を
納
め
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
は
野
人
を
二
つ
に
別
け
る
ゆ
え

ん
と
な
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
「
卿
以
下
必
有
圭
田
五
十
畝
」
は
直
接
的
に
は
右
の
井
田
制
と
は
関
係
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
余
夫

二
十
五
畝
」
は
圏
中
と
野
と
の
両
者
の
野
人
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

き
て
、
孟
子
の
井
田
制
の
場
合
、
各
農
民
は
私
田
百
畝
の
収
穫
を
す
べ
て
私
し
、
公
団
某
畝
に
労
力
を
提
供
し
て
そ
の
収
穫
を
税
と
す
る
。
そ
れ

が
1
一9
の
助
の
税
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の

I
一9
は
公
団
の
収
穫
高
の
よ
9
で
は
な
い
。
公
田
の
収
穫
を
全
部
公
に
納
め
、
し
か
も
そ
れ
が

1
一9
の
税
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
1
一9
の
税
を
公
固
と
私
田
と
の
両
者
の
耕
作
全
体
の
な
か
で
理
解
す
べ
き
を
察
せ
し
め
る
に
足
る
。
そ

う
す
る
と

1
一9
の
税
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
計
算
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
公
聞
は
「
公
田
百
畝
を
八
で
割
っ
た
」
十
二
畝
半
で
あ
り
、

各
農
民
は
公
田
と
私
田
と
の
合
計
百
十
二
畝
半
に
つ
い
て
そ
の
収
穫
高
の
1
一9
を
助
の
税
と
す
べ
き
で
あ
る
。
乙
の
際
一
畝
あ
た
り
の
収
穫
高
は
公

田
、
私
田
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
同
額
と
し
て
よ
い
か
ら
、
そ
の
収
穫
高
の

1
一9
の
税
と
い
う
の
は
「
公
田
十
私
田
」
の
広
さ
の
1
一9
が
公
田
の
広
さ

5
τ
b
 

と
一
致
す
る
際
に
成
立
す
る
。
い
ま
具
体
的
に
考
え
る
と
、
そ
れ
は

Z
一ロ

H
1一9
と
な
っ
て
現
実
に
成
立
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
き

'
i
-
A
'
i
 

た
際
、
野
の
農
民
の
住
居
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
旧
来
、
通
常
公
由
民
住
居
(
五
畝
の
宅
)
を
お
く
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て

き
た
が
、
右
の
よ
う
に
考
え
る
限
り
そ
れ
を
公
固
に
お
く
べ
き
で
は
な
い
。
な
お
、
住
居
を
公
固
に
お
く
べ
き
で
な
い
と
い
う
乙
と
は
そ
の
公
田
の

性
格
に
鑑
み
て
も
明
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
来
右
の
公
田
の
田
は
耕
地
の
意
味
と
す
べ
く
、
そ
乙
に
宅
地
を
含
む
と
い
う
乙
と
は
あ
り
え
な
い

の
で
あ
る
。
(
周
礼
に
見
え
る
井
田
制
は
孟
子
の
も
の
と
は
随
分
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
あ
っ
て
も
田
中
に
住
居
を
お
く
と
い
っ
た
こ
と

は
な
い
。
)
と
こ
ろ
で
、
右
に
「
死
徒
無
出
郷
。
郷
田
同
井
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
向
井
の
八
家
が
同
じ
井
の
田
を
耕
作
す
る
と
同
時
に
、
集
落
と

し
て
の
郷
を
も
同
じ
く
す
る
乙
と
を
示
し
て
い
る
が
、
乙
の
郷
は
か
く
て
井
田
の
外
に
あ
る
こ
と
に
な
る
o

①

な
お
、
孟
子
梁
恵
王
下
に
、
孟
子
が
、

昔
文
王
之
治
岐
也
、
耕
作
九
一
。

と
い
っ
て
い
る
。
文
王
が
岐
を
治
め
て
い
た
と
き
の
こ
と
は
、
別
に
孟
子
尽
心
上
に
、

百
畝
之
田
、
匹
夫
耕
之
、
八
口
之
家
、
可
以
無
飢
失
。
所
謂
西
伯
善
養
老
者
、
制
田
里
、
教
之
樹
畜
、
導
其
妻
子
、
使
養
其
老
。
(
下
略
)

と
見
え
る
。
そ
の
時
期
は
殿
末
で
あ
る
が
、
孟
子
は
、
つ
ぎ
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
殿
で
は
助
H
籍
の
什
一
の
税
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
右

で
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
(
の
ち
の
)
文
王
の
治
下
、
田
里
で
九
一
が
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
孟
子
が
、
と
も
に
助

- 6 -



1
1
藷
が
行
わ
れ
て
い
た
に
し
て
も
、
そ
の
什
一
が
国
中
に
住
む
農
民
の
も
の
で
、
野
ほ
田
里
で
は
九
一
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
を
示
し
、
そ
こ
に
彼

の
野
に
お
い
て
九
一
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
井
田
制
の
権
威
づ
け
を
し
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
孟
子
は
周
知
の
よ
う
に
夏
に
は
貢
、
股
に
は
助
1
1
籍
、
周
に
は
徹
の
税
（
田
租
）
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
何
れ
も
什
一
の
税
で
あ
る
。
地
を

治
め
民
に
と
る
税
法
は
助
を
善
と
し
、
貢
を
悪
と
す
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
貢
は
私
田
の
数
年
間
の
収
穫
の
平
均
⊥
1
0
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
徹

は
私
田
の
（
毎
年
の
）
収
穫
の
⊥
1
0
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
助
1
1
籍
は
公
田
と
私
田
と
の
関
連
に
お
い
て
（
公
田
の
全
収
穫
と
し
て
）
⊥
1
0
を
と
る

も
の
で
あ
る
。
　
（
こ
の
際
、
そ
の
耕
地
の
地
割
り
は
不
明
で
あ
る
。
）
な
お
、
そ
う
し
た
際
の
私
田
は
私
有
田
を
意
味
す
る
が
、
　
（
た
と
え
殿
の
ま

え
に
夏
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
）
夏
に
私
有
田
が
あ
っ
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
殿
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
蓋
し
孟
子
は
当
時
公
田

の
ほ
か
に
私
有
田
が
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
頭
に
お
い
て
右
の
夏
、
殿
に
も
私
田
1
1
私
有
田
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
、

孟
子
の
説
く
賦
は
軍
事
と
は
直
接
関
係
の
な
い
純
然
た
る
私
有
田
の
田
租
で
あ
る
。
　
（
孟
子
が
そ
の
井
田
制
を
野
に
行
お
う
と
し
た
際
、
当
時
国
城

の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
城
外
の
農
民
を
収
容
す
る
よ
う
に
な
る
反
面
、
あ
る
い
は
他
国
の
民
衆
を
招
き
、
あ
る
い
は
旧
来
の
民
衆
の
一
部
を
移
住

さ
せ
て
城
外
の
地
の
開
墾
に
従
事
さ
せ
、
以
て
新
集
落
を
つ
く
る
動
き
が
生
じ
た
こ
と
が
恐
ら
く
は
大
き
く
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
）

　
と
こ
ろ
で
、
史
記
六
国
年
表
秦
簡
公
七
年
（
西
紀
前
四
〇
八
年
）
に
、

　
　
初
租
禾
。

と
あ
る
。
ま
た
、
史
記
商
君
伝
に
、
秦
の
孝
公
の
も
と
で
商
鞍
が
行
っ
た
そ
の
初
期
の
改
革
に
つ
い
て
、

　
　
民
有
二
男
以
上
、
不
分
異
者
、
倍
其
賦
。

と
あ
る
。
ま
た
、
孝
公
の
十
二
年
（
西
紀
前
三
五
〇
年
）
の
商
鞍
の
改
革
に
つ
い
て
、

　
　
為
田
開
肝
陪
、
封
彊
。
而
賦
税
平
。
　
（
下
略
）

と
あ
る
。
ま
た
、
史
記
秦
紀
孝
公
十
四
年
（
西
紀
前
三
四
八
年
）
の
条
に
、

　
　
初
為
賦
。

と
あ
る
。
史
料
が
乏
し
い
だ
け
に
春
秋
戦
国
時
代
の
諸
国
の
改
革
は
あ
る
程
度
類
推
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
第
一
の
史
料
は
、
左
翼
伝
宣
公
十
五
年

（
西
紀
前
五
九
四
年
）
の
経
の
「
初
即
製
。
」
と
あ
る
の
と
対
比
す
べ
き
も
の
で
、
新
た
に
被
支
配
氏
族
の
田
に
税
を
か
け
た
の
を
い
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
第
三
の
史
料
で
あ
る
が
、
戦
国
時
代
賦
に
田
租
を
指
す
用
法
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
公
田
と
私
有
田
と
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一7　一一

H
藷
が
行
わ
れ
て
い
た
に
し
て
も
、
そ
の
什
一
が
国
中
に
住
む
農
民
の
も
の
で
、
野
H
田
里
で
は
九
一
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
を
示
し
、
そ
乙
に
彼

の
野
に
お
い
て
九
一
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
井
田
制
の
権
威
づ
け
を
し
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

き
て
、
孟
子
は
周
知
の
よ
う
に
夏
に
は
貢
、
般
に
は
助
H
籍
、
周
に
は
徹
の
税
(
田
租
)
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
伺
れ
も
什
一
の
税
で
あ
る
。
地
を

治
め
民
に
と
る
税
法
は
助
を
善
と
し
、
貢
を
悪
と
す
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
貢
は
私
田
の
数
年
間
の
収
穫
の
平
均
1
一
刊
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
徹

は
私
田
の
(
毎
年
の
)
収
穫
の

1
一
日
を
と
る
も
の
で
あ
り
、
助
リ
籍
は
公
団
と
私
田
と
の
関
連
に
お
い
て
(
公
団
の
全
収
穫
と
し
て
)

1
一
刊
を
と
る

も
の
で
あ
る
。
(
乙
の
際
、
そ
の
耕
地
の
地
割
り
は
不
明
で
あ
る
。
)
な
お
、
そ
う
し
た
際
の
私
田
は
私
有
国
を
意
味
す
る
が
、
(
た
と
え
殿
の
ま

え
に
夏
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
)
夏
に
私
有
田
が
あ
っ
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
殿
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
蓋
し
孟
子
は
当
時
公
団

の
ほ
か
に
私
有
田
が
多
数
存
在
し
て
い
た
乙
と
を
頭
に
お
い
て
右
の
夏
、
般
に
も
私
田
H
私
有
田
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
、

孟
子
の
説
く
賦
は
軍
事
と
は
直
接
関
係
の
な
い
純
然
た
る
私
有
田
の
田
租
で
あ
る
。
(
孟
子
が
そ
の
井
田
制
を
野
に
行
お
う
と
し
た
際
、
当
時
国
城

の
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
城
外
の
農
民
を
収
容
す
る
よ
う
に
な
る
反
面
、
あ
る
い
は
他
国
の
民
衆
を
招
き
、
あ
る
い
は
旧
来
の
民
衆
の
一
部
を
移
住

さ
せ
て
城
外
の
地
の
開
墾
に
従
事
さ
せ
、
以
て
新
集
落
を
つ
く
る
動
き
が
生
じ
た
乙
と
が
恐
ら
く
は
大
き
ぐ
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
)

と
こ
ろ
で
、
史
記
六
国
年
表
秦
簡
公
七
年
(
西
紀
前
四

O
八
年
)
に
、

初
租
禾
。

と
あ
る
。
ま
た
、
史
記
商
君
伝
に
、
秦
の
孝
公
の
も
と
で
商
鞍
が
行
っ
た
そ
の
初
期
の
改
革
に
つ
い
て
、

民
有
二
男
以
上
、
不
分
異
者
、
倍
其
賦
。

と
あ
る
。
ま
た
、
孝
公
の
十
二
年
(
西
紀
前
三
五

O
年
)
の
商
鞍
の
改
革
に
つ
い
て
、

為
田
開
肝
陪
、
封
彊
。
而
賦
税
平
。
(
下
略
)

と
あ
る
。
ま
た
、
史
記
秦
紀
孝
公
十
四
年
(
西
紀
前
三
四
八
年
)
の
条
に
、

初
為
賦
。

と
あ
る
。
史
料
が
之
し
い
や
た
け
に
春
秋
戦
国
時
代
の
諸
国
の
改
革
は
あ
る
程
度
類
推
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
第
一
の
史
料
は
、
左
氏
伝
宣
公
十
五
年

(
西
紀
前
五
九
四
年
)
の
経
の
「
初
税
畝
。
」
と
あ
る
の
と
対
比
す
べ
き
も
の
で
、
新
た
に
被
支
配
氏
族
の
国
民
税
を
か
け
た
の
を
い
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
第
三
の
史
料
で
あ
る
が
、
戦
国
時
代
賦
に
田
租
を
指
す
用
法
が
生
じ
て
い
る
乙
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
公
田
と
私
有
国
と

漢
六
朝
の
税
役
問
題
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漢
六
朝
の
税
役
問
題

を
治
め
る
た
め
（
現
実
に
即
し
て
い
え
ば
、
と
く
に
後
者
を
拡
大
す
る
手
段
と
し
て
）
、
東
西
、
南
北
に
走
る
大
道
で
あ
る
肝
陪
を
設
け
、
そ
の
肝

碩
に
（
田
の
境
界
を
示
す
た
め
の
）
盛
り
土
を
し
た
。
そ
こ
で
は
田
租
が
公
平
で
あ
っ
た
、
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。
つ
ぎ
に
第
二
の
史
料
で
あ
る

が
、
そ
の
二
男
以
上
と
い
う
の
は
、
壮
年
男
子
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
示
し
た
理
解
に
従
う
と
、
秦

で
は
旧
来
無
税
の
農
民
の
田
に
改
め
て
税
（
賦
）
を
か
け
て
か
ら
こ
の
と
き
ま
で
に
約
五
十
年
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
当
時
す
で
に
農
民
対
象

に
兵
器
な
ど
を
出
さ
せ
る
賦
が
生
じ
て
い
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
と
商
鞍
が
個
別
人
身
的
支
配
を
強
く
お
し
出
し
て
い
る
こ
と
と
を
あ
わ
せ
考

え
た
際
、
そ
の
賦
は
（
各
壮
年
男
子
を
対
象
と
し
て
）
兵
器
を
出
さ
せ
る
賦
を
意
味
す
る
。
と
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
最
後
に
第
四
の
史
料
で
あ

る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
董
仲
籠
は
商
鞍
の
と
き
人
頭
税
と
し
て
の
口
恥
を
始
め
た
と
し
て
い
る
。
蓋
し
第
四
の
史
料
の
賦
は
人
頭
税
で
あ
ろ

う
・
②

　
　
論
を
進
め
よ
う
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
家
産
国
家
時
代
、
軍
賦
だ
け
で
な
く
田
租
や
人
頭
税
も
亦
賦
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
第
二
節
で
ふ
れ

る
よ
う
に
、
学
徳
人
頭
税
と
し
て
の
算
賦
は
も
と
循
役
（
軍
役
を
含
む
）
を
「
本
体
」
と
す
る
が
、
そ
れ
を
銭
に
折
し
た
も
の
、
と
い
う
性
格
を
も

　
っ
て
い
た
。
ま
た
、
管
子
乗
馬
篇
に
「
亦
有
髪
市
之
賦
。
黄
金
濁
酒
為
一
瞳
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
関
市
の
税
を
賦
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
乗
馬
篇

　
は
戦
国
末
政
治
思
想
家
の
作
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
『
落
子
探
源
』
）
。
こ
う
し
た
点
に
留
意
す
る
と
、
少
な
く
と
も
後
期
の
家
産
国
家
時
代

　
に
あ
っ
て
は
賦
が
税
役
の
何
れ
を
も
意
味
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
氏
族
制
時
代
賦
は
兵
車
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
出

現
し
た
が
、
家
産
国
家
が
展
開
し
、
そ
の
君
主
が
全
版
図
の
土
地
、
民
衆
を
直
接
的
に
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
賦
は
民
衆
（
個
人
）
を
対
象
に

出
さ
せ
る
軍
事
上
の
賦
（
軍
役
を
含
む
）
、
土
地
の
用
益
権
所
有
（
い
わ
ゆ
る
私
有
）
に
か
け
る
も
の
、
人
頭
税
、
男
役
、
関
市
の
税
を
指
す
よ
う

に
拡
大
し
た
と
い
う
て
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
賦
が
黒
黒
そ
の
も
の
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
　
（
ほ
ぼ
前
漢
の

武
帝
の
こ
ろ
以
降
、
次
第
に
）
家
産
国
家
の
状
態
を
脱
し
、
国
家
権
力
の
強
化
を
通
じ
て
、
国
家
権
力
を
「
代
表
」
す
る
も
の
と
し
て
の
天
子
の
地

位
を
確
立
す
る
と
い
う
形
態
が
現
わ
れ
て
《
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
賦
が
税
役
を
意
味
す
る
と
い
う
点
に
変
り
は
な
か
っ
た
。
い
ま
そ
の
若
干
の
部

分
を
瞥
見
し
て
み
よ
う
。

　
　
ま
ず
田
租
（
田
中
）
を
賦
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
後
漢
時
代
に
で
き
た
説
文
解
字
（
第
七
篇
）
に
、
　
「
租
、
塗
壁
也
。
」
と
あ
っ
て
、

．
田
租
が
賦
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
家
産
国
家
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
漢
書
文
帝
紀
十
三
年
六
月
の
条
に
、
　
「
詔
日
、
聖
天
下
之
本
。
務

莫
大
焉
。
今
夏
身
従
事
、
而
有
租
税
之
賦
。
岸
壁
本
末
者
母
場
長
。
其
場
勧
農
之
母
岩
備
。
其
墾
田
之
租
税
。
　
（
下
略
）
」
と
あ
る
。
顔
師
古
の
注
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漢
六
朝
の
税
役
問
題

を
治
め
る
た
め
(
現
実
に
即
し
て
い
え
ば
、
と
く
に
後
者
を
拡
大
す
る
手
段
と
し
て
)
、
東
西
、
南
北
に
走
る
大
道
で
あ
る
肝
陪
を
設
け
、
そ
の
肝

昭
に
(
田
の
境
界
を
示
す
た
め
の
)
盛
り
土
を
し
た
。
そ
こ
で
は
田
租
が
公
平
で
あ
っ
た
、
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。
つ
ぎ
に
第
二
の
史
料
で
あ
る

が
、
そ
の
二
男
以
上
と
い
う
の
は
、
壮
年
男
子
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
示
し
た
理
解
に
従
う
と
、
秦

で
は
旧
来
無
税
の
農
民
の
固
に
改
め
て
税
(
賦
)
を
か
け
て
か
ら
こ
の
と
き
ま
で
に
約
五
十
年
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
当
時
す
で
に
農
民
対
象

に
兵
器
な
ど
を
出
さ
せ
る
賦
が
生
じ
て
い
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
と
商
映
が
個
別
人
身
的
支
配
を
強
く
お
し
出
し
て
い
る
乙
と
と
を
あ
わ
せ
考

え
た
際
、
そ
の
賦
は
(
各
壮
年
男
子
を
対
象
と
し
て
)
兵
器
を
出
さ
せ
る
賦
を
意
味
す
る
。
と
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
最
後
に
第
四
の
史
料
で
あ

る
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
董
仲
静
は
商
鞍
の
と
き
人
頭
税
と
し
て
の
口
賦
を
始
め
た
と
し
て
い
る
。
蓋
し
第
四
の
史
料
の
賦
は
人
頭
税
で
あ
ろ

う
。
②論

を
進
め
よ
う
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
家
産
国
家
時
代
、
軍
賦
だ
け
で
な
く
田
租
や
人
頭
税
も
亦
賦
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
第
二
節
で
ふ
れ

る
よ
う
に
、
漢
初
人
頭
税
と
し
て
の
算
賦
は
も
と
待
役
(
軍
役
を
含
む
)
を
「
本
体
」
と
す
る
が
、
そ
れ
を
銭
に
折
し
た
も
の
、
と
い
う
性
格
を
も

っ
て
い
た
。
ま
た
、
管
子
乗
馬
篇
に
「
亦
有
関
市
之
賦
。
黄
金
百
錨
為
一
態
。
」
と
あ
る
。
乙
れ
は
関
市
の
税
を
賦
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
乗
馬
篇

は
戦
国
末
政
治
思
想
家
の
作
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(
『
管
子
探
源
』
)
。
こ
う
し
た
点
に
留
意
す
る
と
、
少
な
く
と
も
後
期
の
家
産
国
家
時
代

に
あ
っ
て
は
賦
が
税
役
の
何
れ
を
も
意
味
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
民
族
制
時
代
賦
は
兵
車
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
出

現
し
た
が
、
家
産
国
家
が
展
開
し
、
そ
の
君
主
が
全
版
図
の
土
地
、
民
衆
を
直
接
的
に
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
賦
は
民
衆
(
個
人
)
を
対
象
に

出
さ
せ
る
軍
事
上
の
賦
(
軍
役
を
含
む
)
、
土
地
の
用
益
権
所
有
(
い
わ
ゆ
る
私
有
)
に
か
け
る
も
の
、
人
頭
税
、
得
役
、
関
市
の
税
を
指
す
よ
う

に
拡
大
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
賦
が
税
役
そ
の
も
の
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
(
ほ
ぽ
前
漢
の

武
帝
の
こ
ろ
以
降
、
次
第
に
)
家
産
国
家
の
状
態
を
脱
し
、
国
家
権
力
の
強
化
を
通
じ
て
、
国
家
権
力
を
「
代
表
」
す
る
も
の
と
し
て
の
天
子
の
地

位
を
確
立
す
る
と
い
う
形
態
が
現
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
賦
が
税
役
を
意
味
す
る
と
い
う
点
に
変
り
は
な
か
っ
た
。
い
ま
そ
の
若
干
の
部

分
を
瞥
見
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
田
租
(
田
税
)
を
賦
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
後
漢
時
代
に
で
き
た
説
文
解
字
(
第
七
篇
)
に
、
「
租
、
田
賦
也
。
」
と
あ
っ
て
、

田
租
が
賦
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
家
産
国
家
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
漢
書
文
帝
紀
十
三
年
六
月
の
条
に
、
「
詔
臼
、
農
天
下
之
本
。
務

莫
大
意
。
今
摩
身
従
事
、
而
有
租
税
之
賦
。
是
為
本
末
者
母
以
異
。
其
於
勧
農
之
道
未
備
。
其
除
田
之
租
税
。
(
下
略
)
」
と
あ
る
。
顔
師
古
の
注
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に
「
奇
日
、
本
、
説
諭
。
末
、
指
南
。
庄
屋
与
質
倶
出
職
無
異
。
故
除
田
租
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
農
民
の
田
租
と
い
う
賦
を
除
い
た
の
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
漢
書
原
虫
伝
に
、
　
「
（
前
略
）
山
鼠
言
、
古
者
…
什
一
国
税
、
亡
母
賦
飲
。
」
と
あ
る
。
貢
萬
の
上
言
は
皇
帝
の
と
き
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
田
租
を
賦
敏
と
す
る
も
の
（
少
な
く
と
も
田
租
を
賦
敏
に
含
ま
れ
る
と
す
る
も
の
）
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
関
梁
、
符
伝
や
市
に
お
け
る
税
を
賦
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
後
漢
書
南
蛮
伝
に
、
応
診
の
子
孫
に
つ
い
て
、
　
「
以
先
父
有
功

母
帝
三
女
、
田
作
極
道
、
無
関
梁
符
伝
租
税
之
賦
。
」
と
あ
る
。
李
賢
の
注
に
「
優
寵
之
故
、
燭
其
賦
役
。
」
と
あ
る
が
、
右
は
田
作
に
対
し
て
租

税
と
い
う
賦
を
免
じ
、
質
販
に
対
し
て
関
梁
と
養
子
と
の
賦
を
免
じ
た
の
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
は
関
梁
の
税
を
賦
と
い
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
が
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
戦
国
末
に
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
亡
子
乗
馬
篇
で
は
関
市
の
税
を
賦
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
周
礼
大

宰
に
、
関
市
満
干
が
山
沢
之
賦
な
ど
と
並
ん
で
見
え
る
。
周
礼
の
成
立
期
は
必
ら
ず
し
も
明
か
で
な
い
が
、
し
か
し
、
何
れ
に
し
て
も
そ
れ
ら
は
漢

時
代
を
通
じ
関
市
の
税
が
賦
と
い
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

　
つ
ぎ
に
人
頭
税
を
賦
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
お
そ
く
と
も
万
々
の
こ
ろ
以
降
、
人
頭
税
と
し
て
の
算
賦
が
恩
命
を
「
本
体
」
と
す
る

こ
と
は
な
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
人
頭
税
そ
の
も
の
と
な
っ
た
。
漢
時
代
こ
の
算
賦
は
引
続
き
存
在
し
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
揺
役
を
賦
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
漢
時
代
を
通
じ
基
本
的
な
律
役
は
更
賦
と
よ
ば
れ
る
。
こ
の
更
と
い
う
名
称
は
、
そ
れ
が

戌
辺
の
篠
役
（
軍
役
）
と
正
の
筏
役
と
更
卒
の
径
役
と
の
三
種
類
の
倉
役
か
ら
な
っ
て
お
り
、
壮
丁
が
論
る
更
る
そ
れ
に
就
く
建
て
前
に
な
っ
て
い

た
と
こ
ろ
に
出
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
賦
で
あ
っ
た
の
は
、
薄
畳
と
い
う
名
称
が
自
ら
証
明
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
漢
時
代
を
通
じ
民
衆
に
か
け
る
負
担
は
税
と
重
役
と
で
あ
る
が
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
税
に
は
賦
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
だ
け

に
一
般
的
用
法
と
し
て
税
を
賦
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
後
漢
書
章
帝
紀
の
論
に
、
　
「
（
町
鳶
）
平
筏
簡
賦
、
而
人
頼
其
慶
。
」
と
あ
り
、
後
漢
書

庸
参
伝
に
、
　
「
（
鹿
参
）
使
毛
子
俊
上
書
日
、
…
休
径
役
証
書
其
時
、
止
煩
賦
以
益
其
財
。
」
と
あ
る
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
節
で
…
漢

書
食
貨
志
に
見
え
る
、
董
仲
野
が
亡
帝
に
対
し
行
っ
た
上
言
を
引
用
す
る
が
、
そ
こ
に
「
薄
賦
敏
、
省
循
役
」
と
あ
る
。
こ
の
賦
飲
は
そ
の
ま
え
に

記
さ
れ
て
い
る
「
田
租
口
賦
塩
鉄
之
税
」
に
該
当
し
、
そ
の
後
面
は
そ
の
ま
え
に
出
て
い
る
三
種
類
の
諸
役
（
1
1
更
賦
）
に
該
当
す
る
。
一
方
、
揺

々
も
亦
賦
で
あ
る
だ
け
に
、
税
を
田
租
で
代
表
さ
せ
、
筏
役
を
更
賦
で
代
表
さ
せ
、
両
者
を
対
比
的
に
述
べ
る
こ
と
や
、
田
租
と
更
賦
と
人
頭
税
と

し
て
の
（
口
銭
・
算
賦
口
）
口
算
と
を
並
列
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
後
漢
書
仲
長
吏
伝
に
、
昌
言
の
一
部
と
し
て
、
　
「
今
田
無
常
主
、
民
無
常
居
。

吏
食
日
稟
、
禄
班
未
定
。
可
為
法
制
、
画
一
定
科
、
租
税
十
一
、
更
賦
如
旧
。
」
と
あ
る
。
こ
の
十
一
の
租
税
は
明
か
に
田
租
を
指
す
。
こ
れ
は
前
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に
「
奇
日
、
本
、
農
也
。
末
、
買
也
。
一
一
百
農
与
責
倶
出
租
無
異
。
故
除
田
租
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
農
民
の
田
租
と
い
う
賦
を
除
い
た
の
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
漢
書
責
再
伝
に
、
「
(
前
略
)
再
奏
言
、
古
者
・
:
什
一
而
税
、
亡
応
賦
欽
。
」
と
あ
る
。
貢
畳
間
の
上
言
は
元
帝
の
と
き
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
田
租
を
賦
欽
と
す
る
も
の
(
少
な
く
と
も
田
租
を
賦
欽
に
含
ま
れ
る
と
す
る
も
の
)
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
関
梁
、
符
伝
や
市
に
お
け
る
税
を
賦
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
後
漢
書
南
蛮
伝
に
、
繋
舗
の
子
孫
に
つ
い
て
、
「
以
先
父
有
功

母
帝
之
女
、
田
作
買
版
、
無
関
梁
符
伝
租
税
之
賦
。
」
と
あ
る
。
李
賢
の
注
に
「
優
寵
之
故
、
燭
其
賦
役
。
」
と
あ
る
が
、
右
は
田
作
に
対
し
て
租

税
と
い
う
賦
を
免
じ
、
責
販
に
対
し
て
関
梁
と
符
伝
と
の
賦
を
免
じ
た
の
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
は
関
梁
の
税
を
賦
と
い
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
が
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
戦
国
末
に
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
管
子
乗
馬
篇
で
は
関
市
の
税
を
賦
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
周
礼
大

宰
に
、
関
市
之
賦
が
山
沢
之
賦
な
ど
と
並
ん
で
見
え
る
。
周
礼
の
成
立
期
は
必
ら
ず
し
も
明
か
で
な
い
が
、
し
か
し
、
何
れ
に
し
て
も
そ
れ
ら
は
漢

時
代
を
通
じ
関
市
の
税
が
賦
と
い
わ
れ
た
乙
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

つ
ぎ
に
人
頭
税
を
賦
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
お
そ
く
と
も
宣
帝
の
こ
ろ
以
降
、
人
頭
税
と
し
て
の
算
賦
が
待
役
を
「
本
体
」
と
す
る

こ
と
は
な
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
人
頭
税
そ
の
も
の
と
な
っ
た
。
漢
時
代
乙
の
算
賦
は
引
続
き
存
在
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
格
役
を
賦
と
い
う
乙
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
漢
時
代
を
通
じ
基
本
的
な
待
役
は
更
賦
と
よ
ば
れ
る
。
乙
の
更
と
い
う
名
称
は
、
そ
れ
が

成
辺
の
待
役
(
軍
役
)
と
正
の
待
役
と
更
卒
の
待
役
と
の
三
種
類
の
格
役
か
ら
な
っ
て
お
り
、
壮
丁
が
更
る
更
る
そ
れ
に
就
く
建
て
前
に
な
っ
て
い

た
と
乙
ろ
に
出
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
賦
で
あ
っ
た
の
は
、
更
賦
と
い
う
名
称
が
自
ら
証
明
し
て
い
る
。

さ
て
、
漢
時
代
を
通
じ
民
衆
に
か
け
る
負
担
は
税
と
得
役
と
で
あ
る
が
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
税
に
は
賦
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
だ
け

に
一
般
的
用
法
と
し
て
税
を
賦
と
い
う
乙
と
が
あ
っ
た
。
後
漢
書
章
帝
紀
の
論
に
、
「
(
章
帝
)
平
待
簡
賦
、
町
人
頼
其
慶
。
」
と
あ
り
、
後
漢
書

瀧
参
伝
に
、
「
(
属
参
)
使
其
子
俊
上
書
日
、
・
:
休
待
役
以
助
其
時
、
止
煩
賦
以
益
其
財
。
」
と
あ
る
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。
な
お
、
第
二
節
で
漢

書
食
貨
志
に
見
え
る
、
董
仲
野
が
武
帝
に
対
し
行
っ
た
上
言
を
引
用
す
る
が
、
そ
こ
に
「
薄
賦
飲
、
省
得
役
」
と
あ
る
。
乙
の
賦
欽
は
そ
の
ま
え
に

記
さ
れ
て
い
る
「
田
租
口
賦
塩
鉄
之
税
」
に
該
当
し
、
そ
の
倦
役
は
そ
の
ま
え
に
出
て
い
る
三
種
類
の
待
役

(
H吏
賦
)
に
該
当
す
る
。
一
方
、
徐

役
も
亦
賦
で
あ
る
だ
け
に
、
税
を
田
租
で
代
表
さ
せ
、
街
役
を
更
賦
で
代
表
さ
せ
、
両
者
を
対
比
的
に
述
べ
る
こ
と
や
、
田
租
と
更
賦
と
人
頭
税
と

し
て
の
(
口
銭
・
算
賦

H
)
口
算
と
を
並
列
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
後
漢
書
伸
長
統
伝
に
、
昌
言
の
一
部
と
し
て
、
「
今
回
無
常
主
、
民
無
常
居
。

吏
食
日
票
、
禄
班
未
定
。
可
為
法
制
、
画
一
定
科
、
租
税
十
一
、
更
賦
如
旧
。
」
と
あ
る
。
乙
の
十
一
の
租
税
は
明
か
に
田
租
を
指
す
。
乙
れ
は
前

漢
六
朝
の
税
役
問
題
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者
の
例
で
あ
る
。
後
漢
書
安
帝
紀
元
初
元
年
十
月
の
条
に
、
「
詔
、
除
三
隠
田
墨
引
田
口
算
。
」
と
あ
る
の
は
後
者
の
例
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
漢
書
食
貨
志
に
井
田
制
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
な
か
に
、
　
「
有
賦
有
税
。
税
、
謂
公
田
什
一
樹
工
商
衡
量
喜
入
也
。
賦
、
共
車
馬
兵
甲

士
徒
三
役
、
充
実
府
庫
賜
予
之
用
。
税
、
給
郊
社
宗
廟
魔
神
之
且
且
子
嚢
養
百
官
禄
食
庶
事
出
費
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
漢
書
刑
法
志
に
、
「
因
井

田
而
皇
軍
賦
。
…
有
税
有
賦
。
税
以
昏
昏
、
賦
以
足
兵
。
」
と
あ
る
の
と
相
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
賦
は
軍
役
と
軍
需
品
と
を
意
味
す
る
。

そ
こ
で
は
軍
賦
の
賦
と
田
租
な
ど
の
税
と
が
対
比
し
た
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
右
は
直
接
的
に
漢
時
代
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、

い
ま
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
が
ら
、
漢
時
代
賦
に
軍
役
と
軍
需
品
と
を
意
味
す
る
場
合
の
あ
っ
た
の
は
十
分
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
前
漢
紀
に
、
漢

の
恵
帝
の
詔
と
思
わ
れ
る
も
の
を
の
せ
、
そ
こ
に
、
　
「
吏
六
百
石
已
上
及
故
二
千
石
家
、
唯
二
軍
賦
、
役
無
有
所
予
。
」
と
あ
る
。
こ
の
重
落
は
系

譜
的
に
は
右
の
賦
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
、
主
と
し
て
辺
戌
の
書
役
（
現
実
に
は
通
常
「
代
役
」
銭
と
し
て
三
百
銭
を
支
払
う
）
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
（
右
の
役
は
他
の
誤
り
。
）

　
最
後
に
総
括
的
に
税
役
全
体
を
意
味
す
る
賦
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
塩
干
論
撃
之
篇
に
、
「
文
学
日
、
異
時
県
官
修
早
送
、
公
用
饒
、
人
富
給
。
其

後
保
胡
越
、
通
四
夷
、
費
用
不
足
。
於
是
興
利
得
、
算
車
肛
、
以
砦
墜
緒
。
軍
曹
告
繕
、
与
野
以
患
　
。
甲
士
死
於
軍
旅
、
中
酒
器
於
転
漕
。
傍
之

以
科
適
、
吏
徴
発
極
　
。
其
山
雨
息
之
、
極
々
二
本
、
古
屋
道
也
。
錐
舜
禺
興
、
不
能
易
也
。
」
と
あ
る
。
こ
の
甲
士
は
戌
辺
の
篠
役
に
出
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
高
士
の
転
運
に
任
ず
る
も
の
は
更
卒
の
得
役
に
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
異
時
と
は
武
帝
の
と
き
よ
り
も
ま
え
を
い
う
。
右
の
賦
は

車
肛
の
税
、
財
産
税
な
ど
を
含
み
う
べ
く
、
　
ま
た
そ
の
軽
賦
は
文
章
全
体
か
ら
見
て
税
役
全
体
の
賦
を
軽
く
す
る
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
賦
は
本
底
算
賦
、
租
賦
、
更
賦
な
ど
賦
課
の
す
べ
て
を
指
す
と
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
き
に
見
た
と
こ
ろ
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
こ
う

し
た
賦
の
用
法
は
当
然
馬
以
後
漢
一
代
を
通
じ
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
よ
う
。

　
な
お
、
す
で
に
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
国
諸
侯
は
家
産
国
家
の
長
と
し
て
の
支
配
権
力
を
も
ち
、
そ
の
線
で
全
版
図
の
土
地
・
民
衆
を
支

配
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
税
制
上
、
諸
侯
の
私
的
個
人
的
な
権
勢
か
ら
権
力
機
構
と
し
て
の
国
家
権
力
が
十
分
に
分
離
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
前
者

に
重
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ほ
ぼ
前
漢
の
武
帝
の
こ
ろ
以
降
、
権
力
機
構
と
し
て
の
国
家
権
力
を
強
化
し
、
そ
こ
に
そ
の

長
と
し
て
の
天
子
の
権
勢
を
強
化
す
る
と
い
う
動
き
が
強
ま
っ
て
く
る
。
　
（
そ
の
新
ら
し
い
動
き
が
強
ま
っ
て
き
た
際
、
か
つ
て
諸
侯
の
家
産
国
家

が
強
化
さ
れ
て
呉
楚
七
国
の
乱
が
生
じ
た
こ
と
へ
の
反
省
、
対
々
奴
戦
争
に
よ
る
国
家
の
質
的
強
化
要
請
な
ど
が
関
係
し
た
と
思
わ
れ
る
。
）
後
漢

時
代
に
は
国
家
権
力
の
確
立
の
な
か
に
そ
の
頂
点
に
あ
る
天
子
の
支
配
権
力
が
強
化
さ
れ
る
、
と
い
う
形
態
が
一
応
成
立
す
る
が
、
そ
こ
で
は
「
国
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者
の
例
で
あ
る
。
後
漢
書
安
帝
紀
元
初
元
年
十
月
の
条
に
、
「
訪
問
、
除
三
輔
田
租
更
賦
口
算
。
」
と
あ
る
の
は
後
者
の
例
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
漢
書
食
貨
志
に
井
田
制
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
な
か
に
、
「
有
賦
有
税
。
税
、
謂
公
田
什
一
及
工
商
衡
虞
之
入
也
。
賦
、
共
車
馬
兵
甲

士
徒
之
役
、
充
実
府
庫
賜
予
之
用
。
税
、
給
郊
社
宗
廟
百
神
之
紀
天
子
奉
養
百
官
禄
食
庶
事
之
費
。
」
と
あ
る
。
乙
れ
は
漢
書
刑
法
志
に
、
「
因
井

田
而
制
軍
賦
0

・
:
有
税
有
賦
。
税
以
足
食
、
賦
以
足
兵
。
」
と
あ
る
の
と
相
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
賦
は
軍
役
と
軍
需
品
と
を
意
味
す
る
。

そ
乙
で
は
軍
賦
の
賦
と
田
租
な
ど
の
税
と
が
対
比
し
た
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
右
は
直
接
的
に
漢
時
代
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、

い
ま
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
漢
時
代
賦
に
軍
役
と
軍
需
品
と
を
意
味
す
る
場
合
の
あ
っ
た
の
は
十
分
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
前
漢
紀
に
、
漢

の
恵
帝
の
詔
と
思
わ
れ
る
も
の
を
の
せ
、
そ
乙
に
、
「
吏
六
百
石
己
上
及
故
二
千
石
家
、
唯
給
軍
賦
、
役
無
有
所
予
。
」
と
あ
る
。
こ
の
軍
賦
は
系

譜
的
に
は
右
の
賦
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
、
主
と
し
て
辺
成
の
待
役
(
現
実
に
は
通
常
「
代
役
」
銭
と
し
て
三
百
銭
を
支
払
う
)
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
(
右
の
役
は
他
の
誤
り
。
)

最
後
に
総
括
的
民
税
役
全
体
を
意
味
す
る
賦
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
塩
鉄
論
撃
之
篇
に
、
「
文
学
日
、
異
時
県
官
修
軽
賦
、
公
用
館
、
人
富
給
。
其

後
保
胡
越
、
通
四
夷
、
費
用
不
足
。
於
是
興
利
官
、
算
車
紅
、
以
普
助
辺
。
噴
罪
告
縮
、
与
人
以
患
実
。
甲
士
死
於
軍
旅
、
中
士
罷
於
転
漕
。
閃
之

以
科
適
、
吏
徴
発
極
失
。
其
労
而
息
之
、
極
而
反
本
、
古
之
道
也
。
雄
舜
再
興
、
不
能
易
也
。
」
と
あ
る
。
こ
の
甲
士
は
成
辺
の
得
役
に
出
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
中
士
の
転
運
に
任
ず
る
も
の
は
更
卒
の
徳
一
役
に
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
異
時
と
は
武
帝
の
と
き
よ
り
も
ま
え
を
い
う
。
右
の
賦
は

車
紅
の
税
、
財
産
税
な
ど
を
含
み
う
べ
く
、
ま
た
そ
の
軽
賦
は
文
章
全
体
か
ら
見
て
税
役
全
体
の
賦
を
軽
く
す
る
乙
と
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
賦
は
本
未
算
賦
、
租
賦
、
更
賦
な
ど
賦
課
の
す
べ
て
を
指
す
と
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
き
に
見
た
と
乙
ろ
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
こ
う

し
た
賦
の
用
法
は
当
然
、
以
後
漢
一
代
を
通
じ
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
す
で
に
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
国
諸
侯
は
家
産
国
家
の
長
と
し
て
の
支
配
権
力
を
も
ち
、
そ
の
線
で
全
版
図
の
土
地
・
民
衆
を
支

配
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
税
制
上
、
諸
侯
の
私
的
個
人
的
な
権
勢
か
ら
権
力
機
構
と
し
て
の
国
家
権
力
が
十
分
に
分
離
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
前
者

に
重
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ほ
ぼ
前
漢
の
武
帝
の
こ
ろ
以
降
、
権
力
機
構
と
し
て
の
国
家
権
力
を
強
化
し
、
そ
こ
に
そ
の

長
と
し
て
の
天
子
の
権
勢
を
強
化
す
る
と
い
う
動
き
が
強
ま
っ
て
く
る
。
(
そ
の
新
ら
し
い
動
き
が
強
ま
っ
て
き
た
際
、
か
つ
て
諸
侯
の
家
産
国
家

が
強
化
さ
れ
て
呉
楚
七
国
の
乱
が
生
じ
た
こ
と
へ
の
反
省
、
対
伺
奴
戦
争
に
よ
る
国
家
の
質
的
強
化
要
請
な
ど
が
関
係
し
た
と
思
わ
れ
る
。
)
後
漢

時
代
に
は
国
家
権
力
の
確
立
の
な
か
に
そ
の
頂
点
に
あ
る
天
子
の
支
配
権
力
が
強
化
さ
れ
る
、
と
い
う
形
態
が
一
応
成
立
す
る
が
、
そ
乙
で
は
「
国
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家
1
1
天
子
」
が
全
国
の
土
地
の
所
有
者
と
な
り
、
　
（
い
わ
ゆ
る
帝
室
財
政
と
の
区
別
は
な
く
な
っ
て
、
）
国
家
の
財
政
は
国
家
財
政
に
統
一
さ
れ
る
。

以
下
、
そ
う
し
た
変
化
の
一
端
を
瞥
見
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
土
地
所
有
面
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
家
産
国
家
に
あ
っ
て
は
、
諸
侯
な
り
天
子
な
り
は

い
わ
ば
個
人
と
し
て
全
国
の
土
地
の
所
有
者
と
な
る
。
一
方
後
漢
時
代
の
新
ら
し
い
形
態
に
あ
っ
て
は
「
国
家
目
天
子
」
が
全
国
の
土
地
の
所
有
者

と
な
る
。
前
者
か
ら
後
者
へ
の
過
渡
期
に
あ
っ
て
は
、
前
者
の
性
格
は
天
子
（
個
人
）
の
い
わ
ゆ
る
私
有
地
1
1
直
轄
地
（
「
薮
沢
」
、
公
田
な
ど
）

に
残
る
が
、
そ
れ
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
私
有
と
い
う
こ
と
は
（
「
国
家
目
天
子
」
が
全
国
の
土
地
の
所
有
権
を
も
つ
こ
と
を
前
提
と
す
る
）
用
益
権

の
所
有
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
、
民
衆
の
い
わ
ゆ
る
私
有
地
の
所
有
は
本
質
的
に
は
用
益
権
の
所
有
と
な
る
が
、
　
「
国
家
1
1
天

子
」
は
そ
の
用
益
権
の
所
有
に
対
し
税
を
か
け
る
。
一
方
天
子
の
い
わ
ゆ
る
私
有
地
（
「
薮
沢
」
、
公
田
な
ど
）
の
所
有
も
亦
本
質
的
に
は
用
益
権

の
所
有
と
な
る
が
、
天
子
が
他
人
に
そ
れ
を
使
用
さ
せ
る
と
き
は
天
子
が
そ
れ
に
仮
を
か
け
る
、
と
い
う
形
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
愈
愈
の
つ
ぎ
の

昭
帝
の
と
き
、
す
で
に
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
　
（
旧
来
天
子
が
私
的
な
用
益
権
を
も
つ
も
の
と
し
て
そ
れ
を
民
衆
に
貸
し
、
そ
れ
か
ら
仮
を
と
っ

て
い
た
）
公
田
（
の
幾
分
か
）
を
や
め
て
そ
の
用
益
権
を
民
衆
に
与
え
、
そ
れ
か
ら
税
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
う
し
た
意
見
が
公
的
な
場
で
出
さ
れ
た
こ
と
自
体
土
地
の
所
有
権
を
め
ぐ
る
時
代
の
流
れ
を
考
え
る
上
で

重
要
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
財
政
面
で
あ
る
が
、
秦
の
始
皇
帝
の
と
き
少
憩
は
天
子
の
私
養
に
あ
て
る
山
海
池
沢
（
ほ
「
薮
沢
」
）
の
税
収
入
を
え
る
と
と
も
に
、
国

家
権
力
を
さ
さ
え
る
軍
事
目
的
税
と
し
て
の
人
頭
税
を
も
そ
の
収
入
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
税
制
上
、
諸
侯
の
も
つ
私
的
個
人
的
な
権
勢
か
ら
権
力

機
構
と
し
て
の
国
家
権
力
が
十
分
に
分
離
し
て
お
ら
な
い
こ
と
の
一
嘗
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
漢
に
入
っ
て
か
ら
い
わ
ゆ
る
帝
室
財
政
と
国
家
財
政

と
の
区
別
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
国
家
財
政
の
帝
室
財
政
か
ら
の
分
離
は
一
応
確
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。
さ
て
、
漢
書
元
帝
紀
初
元
元
年
四
月

の
条
の
詔
に
、

　
　
関
東
今
年
穀
不
登
。
民
多
困
乏
。
其
令
郡
国
被
害
甚
者
、
母
出
置
賦
。
江
海
破
湖
園
池
属
少
国
者
、
以
仮
貧
民
、
勿
租
賦
。

と
あ
る
。
元
帝
は
昭
帝
の
つ
ぎ
の
つ
ぎ
の
天
子
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
天
子
が
そ
の
私
有
地
で
あ
る
江
海
な
ど
（
つ
ま
り
「
薮
畳
」
）
を
使
用
さ
せ
る

こ
と
を
仮
す
る
、
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
来
天
子
が
そ
こ
か
ら
仮
を
と
る
べ
き
こ
と
及
び
そ
れ
が
（
当
時
）
戦
意
で
あ
っ
た
こ
と
を
察
せ
し
め

る
に
足
る
。
そ
う
し
た
際
、
公
田
の
仮
も
当
然
租
賦
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
右
は
そ
う
し
た
も
の
（
仮
）
と
民
衆
の
私
有

地
に
か
け
る
税
と
を
｝
本
化
し
た
表
現
を
と
っ
て
、
と
も
に
租
賦
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
際
す
で
に
武
帝
・
昭
帝
の
こ
ろ
以
降
家
産
国
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家
H
天
子
」
が
全
国
の
土
地
の
所
有
者
と
な
り
、
(
い
わ
ゆ
る
帝
室
財
政
と
の
区
別
は
な
く
な
っ
て
、
)
国
家
の
財
政
は
国
家
財
政
に
統
一
さ
れ
る
。

以
下
、
そ
う
し
た
変
化
の
一
端
を
瞥
見
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
土
地
所
有
面
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
家
産
国
家
に
あ
っ
て
は
、
諸
侯
な
り
天
子
な
り
は

い
わ
ば
個
人
と
し
て
全
国
の
土
地
の
所
有
者
と
な
る
。
一
方
後
漢
時
代
の
新
ら
し
い
形
態
に
あ
っ
て
は
「
国
家
日
天
子
」
が
全
国
の
土
地
の
所
有
者

と
な
る
。
前
者
か
ら
後
者
へ
の
過
渡
期
に
あ
っ
て
は
、
前
者
の
性
格
は
天
子
(
個
人
)
の
い
わ
ゆ
る
私
有
地
H
直
轄
地
(
「
薮
沢
」
、
公
田
な
ど
)

に
残
る
が
、
そ
れ
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
私
有
と
い
う
乙
と
は
(
「
国
家
H
天
子
」
が
全
国
の
土
地
の
所
有
権
を
も
っ
乙
と
を
前
提
と
す
る
)
用
益
権

の
所
有
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
乙
で
は
、
民
衆
の
い
わ
ゆ
る
私
有
地
の
所
有
は
本
質
的
に
は
用
益
権
の
所
有
と
な
る
が
、
「
国
家
日
天

子
」
は
そ
の
用
益
権
の
所
有
に
対
し
税
を
か
け
る
。
一
方
天
子
の
い
わ
ゆ
る
私
有
地
(
「
薮
沢
」
、
公
団
な
ど
)
の
所
有
も
亦
本
質
的
に
は
用
益
権

の
所
有
と
な
る
が
、
天
子
が
他
人
に
そ
れ
を
使
用
さ
せ
る
と
き
は
天
子
が
そ
れ
に
仮
を
か
け
る
、
と
い
う
形
に
な
る
。
と
ζ

ろ
で
、
武
帝
の
つ
ぎ
の

昭
帝
の
と
き
、
す
で
に
第
三
章
で
見
た
よ
う
に
、
(
旧
来
天
子
が
私
的
な
用
益
権
を
も
つ
も
の
と
し
て
そ
れ
を
民
衆
に
貸
し
、
そ
れ
か
ら
仮
を
と
っ

て
い
た
)
公
田
(
の
幾
分
か
)
を
や
め
て
そ
の
用
益
権
を
民
衆
に
与
え
、
そ
れ
か
ら
税
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
う
し
た
意
見
が
公
的
な
場
で
出
さ
れ
た
こ
と
自
体
土
地
の
所
有
権
を
め
ぐ
る
時
代
の
流
れ
を
考
え
る
上
で

重
要
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
財
政
面
で
あ
る
が
、
秦
の
始
皇
帝
の
と
き
少
府
は
天
子
の
私
養
に
あ
て
る
山
海
池
沢
(
リ
「
薮
沢
」
)
の
税
収
入
を
担
え
る
と
と
も
に
、
国

家
権
力
を
さ
さ
え
る
軍
事
目
的
税
と
し
て
の
人
頭
税
を
も
そ
の
収
入
と
し
て
い
た
。
乙
れ
は
税
制
上
、
諸
侯
の
も
つ
私
的
個
人
的
な
権
勢
か
ら
権
力

機
構
と
し
て
の
国
家
権
力
が
十
分
に
分
離
し
て
お
ら
な
い
乙
と
の
一
証
と
な
る
。
と
乙
ろ
で
、
漢
に
入
っ
て
か
ら
い
わ
ゆ
る
帝
室
財
政
と
国
家
財
政

と
の
区
別
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
国
家
財
政
の
帝
室
財
政
か
ら
の
分
離
は
一
応
確
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。
き
て
、
漢
書
元
帝
紀
初
元
元
年
四
月

の
条
の
詔
に
、

関
東
今
年
穀
不
登
。
民
多
困
乏
。
其
令
郡
国
被
害
甚
者
、
母
出
租
賦
。
江
海
披
湖
園
池
属
少
府
者
、
以
仮
貧
民
、
勿
租
賦
。

と
あ
る
。
元
帝
は
昭
帝
の
つ
ぎ
の
つ
ぎ
の
天
子
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
天
子
が
そ
の
私
有
地
で
あ
る
江
海
な
ど
(
つ
ま
り
「
薮
沢
」
)
を
使
用
さ
せ
る

こ
と
を
仮
す
る
、
と
し
て
い
る
が
、
乙
れ
は
本
来
天
子
が
そ
こ
か
ら
仮
を
と
る
べ
き
乙
と
及
び
そ
れ
が
(
当
時
)
租
賦
で
あ
っ
た
こ
と
を
察
せ
し
め

る
に
足
る
。
そ
う
し
た
際
、
公
田
の
仮
も
当
然
租
賦
と
し
て
示
さ
れ
る
乙
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
右
は
そ
う
し
た
も
の
(
仮
)
と
民
衆
の
私
有

地
に
か
け
る
税
と
を
一
本
化
し
た
表
現
を
と
っ
て
、
と
も
に
租
賦
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
際
す
で
に
武
帝
・
昭
帝
の
こ
ろ
以
降
家
産
国

漢
六
朝
の
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家
方
書
澤
を
も
つ
天
子
の
私
有
地
1
一
直
轄
地
に
あ
っ
て
も
・
そ
の
用
益
権
が
「
国
家
1
1
天
子
」
の
も
つ
土
地
硯
用
益
権
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
べ
き
志

向
性
が
窺
わ
れ
る
こ
と
（
第
三
章
参
照
）
を
想
起
す
る
と
、
右
は
国
家
財
政
が
む
し
ろ
帝
室
財
政
を
「
吸
収
」
す
べ
き
方
向
を
も
っ
て
い
た
、
と
い

う
線
に
そ
っ
て
理
解
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
て
、
後
漢
書
百
官
志
三
の
本
注
に
、
　
「
承
秦
、
凡
山
沢
許
諾
之
税
、
二
日
禁
銭
。
属
三
農
。
世
祖

改
属
司
農
。
」
と
あ
る
が
、
後
漢
に
入
る
と
「
薮
沢
」
の
税
は
改
め
て
大
司
農
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
漢
時
代
国
家
の
財
政
が
大
司
農
に
統
一

さ
れ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
公
田
の
税
も
亦
大
司
農
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
③

　
こ
こ
で
以
上
述
べ
た
こ
と
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
点
に
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。
e
前
漢
時
代
、
武
帝
の
死
後
、
内
需
、
外
為
の
問
題
が
生
ず
る

が
、
そ
れ
は
右
に
一
端
を
見
た
よ
う
な
政
治
権
力
構
造
の
変
質
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
産
物
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
　
（
こ
の
点
と
、
秦
時
代

少
府
の
な
か
に
あ
っ
た
尚
書
が
、
漢
時
代
そ
れ
か
ら
出
て
次
第
に
国
政
を
握
る
よ
う
に
な
っ
て
行
く
過
程
と
の
考
察
は
あ
と
の
章
で
行
う
。
）
O
後

漢
時
代
に
あ
っ
て
も
「
薮
沢
」
の
仮
は
存
在
す
る
。
例
え
ば
後
漢
書
和
帝
紀
永
元
五
年
九
月
の
条
に
、
「
（
前
略
）
其
官
有
破
池
、
令
浜
島
取
、
勿

収
仮
税
二
歳
。
」
と
あ
る
。
こ
の
李
賢
注
に
、
「
仮
、
欝
欝
賃
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
仮
税
は
国
家
が
直
接
用
益
権
を
も
つ
土
地
か
ら
と
り
た
て
た

借
貸
料
で
あ
る
。
　
（
こ
う
し
た
際
、
か
つ
て
塩
汁
論
争
に
見
え
た
よ
う
な
仮
と
税
と
の
対
比
は
存
在
し
え
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
仮
と
税
と
は

・一

{
化
し
え
る
。
）
㊨
魏
時
代
、
度
支
・
半
農
両
屯
田
の
収
入
は
と
も
に
尚
書
省
に
入
っ
た
。
　
（
度
屯
屯
田
は
度
支
尚
書
の
直
営
で
あ
り
、
全
農
屯

田
は
大
司
農
が
屯
田
の
収
穫
保
管
ま
で
、
の
こ
と
に
任
ず
る
。
）
そ
の
屯
田
地
が
天
子
の
私
有
地
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
れ
も
亦
天
子
が
用

益
権
を
も
つ
田
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
四
図
式
的
に
い
う
と
、
公
田
（
と
称
さ
れ
る
も
の
）
の
性
格
・
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

る
。
始
め
は
（
氏
族
の
長
と
し
て
の
）
諸
侯
1
1
公
の
も
つ
田
で
あ
り
、
つ
い
で
家
産
国
家
の
長
と
し
て
の
諸
侯
・
天
子
の
私
有
地
1
一
直
轄
地
と
な
り
、

の
ち
、
と
く
に
北
朝
に
お
い
て
は
国
有
地
（
国
家
が
用
益
権
ま
で
を
も
つ
田
）
の
こ
と
と
な
る
。
孟
子
の
公
田
は
始
め
の
公
田
に
お
け
る
経
営
形
態

と
し
て
の
、
農
民
が
公
田
を
耕
作
し
て
そ
の
全
収
穫
を
公
に
納
め
、
一
方
そ
の
氏
族
の
田
の
全
収
穫
を
私
す
る
と
い
う
点
と
、
第
二
の
公
田
の
性
格

と
を
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
㊨
六
朝
時
代
（
以
後
）
賦
（
の
語
）
は
、
あ
る
い
は
制
度
的
な
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
一
般
的
な
も
の
と
し
て

盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
的
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
語
が
漢
時
代
ま
で
の
よ
う
な
、
歴

史
の
展
開
そ
の
も
の
の
一
環
と
し
て
の
意
義
を
見
せ
る
こ
と
は
な
い
。
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家
的
残
揮
を
も
っ
天
子
の
私
有
地
H
直
轄
地
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
用
益
権
が
「
国
家
リ
天
子
」
の
も
つ
土
地
の
用
益
権
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
べ
き
志

向
性
が
窺
わ
れ
る
ζ

と
(
第
三
章
参
照
)
を
想
起
す
る
と
、
右
は
国
家
財
政
が
む
し
ろ
帝
室
財
政
を
「
吸
収
」
す
べ
き
方
向
を
も
っ
て
い
た
、
と
い

う
線
に
そ
っ
て
理
解
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
て
、
後
漢
書
百
官
志
三
の
本
注
に
、
「
承
秦
、
凡
山
沢
披
池
之
税
、
名
目
禁
銭
。
属
少
府
。
世
祖

改
属
司
農
。
」
と
あ
る
が
、
後
漢
に
入
る
と
「
薮
沢
」
の
税
は
改
め
て
大
司
農
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
漢
時
代
国
家
の
財
政
が
大
司
農
に
統
一

さ
れ
た
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
乙
で
は
公
田
の
税
も
亦
大
司
農
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
③

こ
こ
で
以
上
述
べ
た
こ
と
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
点
に
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。
ハ
門
前
漢
時
代
、
武
帝
の
死
後
、
内
朝
、
外
朝
の
問
題
が
生
ず
る

が
、
そ
れ
は
右
に
一
端
を
見
た
よ
う
な
政
治
権
力
構
造
の
変
質
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
産
物
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
(
乙
の
点
と
、
秦
時
代

少
府
の
な
か
に
あ
っ
た
尚
書
が
、
漢
時
代
そ
れ
か
ら
出
て
次
第
に
国
政
を
握
る
よ
う
に
な
っ
て
行
く
過
程
と
の
考
察
は
あ
と
の
章
で
行
う
。
)
の
後

漢
時
代
に
あ
っ
て
も
「
薮
沢
」
の
仮
は
存
在
す
る
。
例
え
ば
後
漢
書
和
帝
紀
永
元
五
年
九
月
の
条
児
、
「
(
前
略
)
其
官
有
肢
池
、
令
得
采
取
、
勿

収
仮
税
二
歳
。
ー
一
と
あ
る
。
こ
の
李
賢
注
に
、
「
仮
、
猶
租
賃
。
」
と
あ
る
が
、
乙
の
仮
税
は
国
家
が
直
接
用
益
権
を
も
っ
土
地
か
ら
と
り
た
て
た

借
貸
料
で
あ
る
。
(
こ
う
し
た
際
、
か
つ
て
塩
鉄
論
争
に
見
え
た
よ
う
な
仮
と
税
と
の
対
比
は
存
在
し
え
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
仮
と
税
と
は

一
本
化
し
え
る
。
)
白
貌
時
代
、
度
支
・
典
農
両
屯
田
の
収
入
は
と
も
に
尚
書
省
に
入
っ
た
。
(
度
屯
屯
田
は
度
支
尚
書
の
直
営
で
あ
り
、
典
農
屯

田
は
大
司
農
が
屯
田
の
収
穫
保
管
ま
で
の
乙
と
に
任
ず
る
。
)
そ
の
屯
田
地
が
天
子
の
私
有
地
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
乙
れ
も
亦
天
子
が
用

益
権
を
も
っ
田
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
四
図
式
的
に
い
う
と
、
公
団
(
と
称
さ
れ
る
も
の
)
の
性
格
・
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

る
。
始
め
は
(
氏
族
の
長
と
し
て
の
)
諸
侯
H
公
の
も
つ
田
で
あ
り
、
つ
い
で
家
産
国
家
の
長
と
し
て
の
諸
侯
・
天
子
の
私
有
地
H
直
轄
地
と
な
り
、

の
ち
、
と
く
に
北
朝
に
お
い
て
は
国
有
地
(
国
家
が
用
益
権
ま
で
を
も
っ
田
)
の
こ
と
と
な
る
。
孟
子
の
公
回
は
始
め
の
公
田
に
お
け
る
経
営
形
態

と
し
て
の
、
農
民
が
公
団
を
耕
作
し
て
そ
の
全
収
穫
を
公
民
納
め
、
一
万
そ
の
氏
族
の
田
の
全
収
穫
を
私
す
る
と
い
う
点
と
、
第
二
の
公
団
の
性
格

と
を
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
@
六
朝
時
代
(
以
後
)
賦
(
の
語
)
は
、
あ
る
い
は
制
度
的
な
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
一
般
的
な
も
の
と
し
て

盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
的
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
語
が
漢
時
代
ま
で
の
よ
う
な
、
歴

史
の
展
開
そ
の
も
の
の
一
環
と
し
て
の
意
義
を
見
せ
る
こ
と
は
な
い
。
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二
　
漢
時
代
の
福
役

　
戦
国
時
代
以
降
政
治
権
力
が
す
べ
て
の
民
衆
を
壮
年
の
男
子
乃
至
そ
の
夫
婦
を
中
心
に
把
握
し
て
き
た
こ
と
の
一
つ
の
帰
結
点
と
し
て
、
漢
時
代

に
お
け
る
民
衆
に
か
け
る
待
役
の
均
質
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
国
家
権
力
の
質
的
強
化
が
次
第
に
今
わ
に
な
っ
て
も
変
り
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
そ
こ

で
は
右
に
応
ず
る
も
の
と
し
て
、
集
落
の
基
本
秩
序
が
（
男
子
の
）
年
齢
秩
序
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
も
の
で
あ
る

だ
け
に
、
そ
の
集
落
に
お
け
る
父
子
は
、
封
鎖
的
な
父
子
関
係
を
構
成
す
る
の
で
は
な
く
、
一
面
で
各
個
人
と
し
て
集
落
秩
序
の
年
齢
秩
序
を
担
う
べ

く
、
緩
や
か
な
父
子
集
団
を
構
成
す
る
。

　
　
④
　
篠
役
の
基
本
体
系

　
篠
影
面
に
お
け
る
民
衆
の
均
質
性
（
天
子
の
一
族
と
賎
民
と
を
除
く
）
の
一
端
は
、
　
（
原
則
的
に
）
宰
相
の
子
で
あ
っ
て
も
、
当
時
の
国
家
の
基

本
的
悪
役
で
あ
る
軍
役
免
除
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
篠
役
の
考
察
を
進
め
る
上
で
問
題
に
な
る
の
は
漢
時
代
の
総
軍

体
系
で
あ
る
。
漢
時
代
の
労
役
制
度
は
部
分
的
に
は
明
か
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
中
心
と
な
る
体
系
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
見
解
の
一

致
を
見
て
い
な
い
。
さ
て
、
漢
書
食
貨
志
に
董
仲
野
が
漢
の
武
帝
に
対
し
行
っ
た
、
循
役
な
ど
に
関
す
る
上
言
（
以
下
、
　
「
上
言
」
と
い
う
。
）
を

の
せ
て
い
る
。
旧
来
そ
の
「
上
言
」
は
住
々
部
分
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
と
き
と
し
て
文
字
を
改
訂
し
て
読
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は

「
上
言
」
を
全
体
と
し
て
と
り
あ
げ
、
か
つ
そ
の
記
述
を
で
き
る
限
り
文
字
を
改
訂
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
上
言
」
の
時
期

を
中
心
と
す
る
漢
時
代
の
福
役
体
系
の
骨
組
み
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
「
上
言
し
の
全
文
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
早
言
、
④
古
主
税
民
、
不
過
書
｝
。
其
求
易
共
。
⑬
四
民
不
過
三
日
。
其
力
唱
足
。
◎
民
望
内
足
以
養
老
尽
孝
。
手
足
以
事
上
天
税
、
下
足
以

　
　
畜
妻
子
参
詣
。
◎
至
秦
則
不
等
。
用
商
鞍
之
法
、
改
帝
王
之
制
、
除
井
田
、
民
得
売
買
。
富
者
田
連
署
値
。
貧
者
亡
立
錐
之
地
。
又
纈
川
沢
之

　
　
利
、
管
山
林
上
等
、
荒
淫
尊
翁
、
輸
修
以
相
高
。
邑
有
人
君
恩
尊
、
里
有
公
侯
之
富
。
小
民
安
得
不
困
。
⑬
又
加
月
為
諸
賢
、
已
思
為
正
。
　
一

　
　
差
金
戌
、
一
歳
力
役
、
三
十
倍
黒
門
。
⑲
田
租
無
難
塩
鉄
之
利
、
二
十
倍
詰
碁
。
⑪
或
耕
豪
民
之
田
、
見
税
率
五
。
故
貧
民
常
衣
牛
馬
黒
衣
、

　
　
而
食
犬
魚
之
食
。
重
以
貧
暴
之
吏
。
刑
鐵
妄
加
、
民
愁
亡
柳
。
亡
逃
山
林
、
転
為
盗
賊
。
赫
衣
半
道
、
断
獄
歳
以
千
万
数
。
⑧
上
置
、
循
而
未
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六
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篠
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戦
国
時
代
以
降
政
治
権
力
が
す
べ
て
の
民
衆
を
壮
年
の
男
子
乃
至
そ
の
夫
婦
を
中
心
に
把
握
し
て
き
た
こ
と
の
一
つ
の
帰
結
点
と
し
て
、
漢
時
代

に
お
け
る
民
衆
に
か
け
る
格
役
の
均
質
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
国
家
権
力
の
質
的
強
化
が
次
第
に
顕
わ
に
な
っ
て
も
変
り
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
そ
こ

で
は
右
に
応
ず
る
も
の
と
し
て
、
集
落
の
基
本
秩
序
が
(
男
子
の
〉
年
齢
秩
序
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
も
の
で
あ
る

だ
け
に
、
そ
の
集
落
に
お
け
る
父
子
は
、
封
鎖
的
な
父
子
関
係
を
構
成
す
る
の
で
は
な
く
、
一
面
で
各
個
人
と
し
て
集
落
秩
序
の
年
齢
秩
序
を
担
う
べ

く
、
緩
や
か
な
父
子
集
団
を
構
成
す
る
。

(a) 

得
役
の
基
本
体
系

徳
役
面
に
お
け
る
民
衆
の
均
質
性
(
天
子
の
一
族
と
賎
民
と
を
除
く
)
の
一
端
は
、
(
原
則
的
に
)
宰
相
の
子
で
あ
っ
て
も
、
当
時
の
国
家
の
基

本
的
得
役
で
あ
る
軍
役
免
除
が
な
か
っ
た
と
乙
ろ
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
得
役
の
考
察
を
進
め
る
上
で
問
題
に
な
る
の
は
漢
時
代
の
得
役

体
系
で
あ
る
。
漢
時
代
の
待
役
制
度
は
部
分
的
に
は
明
か
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
中
心
と
な
る
体
系
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
見
解
の
一

致
を
見
て
い
な
い
。
さ
て
、
漢
書
食
貨
志
に
輩
仲
静
が
漢
の
武
帝
に
対
し
行
っ
た
、
待
役
な
ど
に
関
す
る
上
言
(
以
下
、
「
上
一
マ
一
口
」
と
い
う
。
)
を

の
せ
て
い
る
。
旧
来
そ
の
「
上
一
一
一
口
」
は
住
々
部
分
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
と
き
と
し
て
文
字
を
改
訂
し
て
読
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
乙
こ
で
は

「
上
言
」
を
全
体
と
し
て
と
り
あ
げ
、
か
っ
そ
の
記
述
を
で
き
る
限
り
文
字
を
改
訂
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
読
む
乙
と
に
よ
っ
て
、
「
上
言
」
の
時
期

を
中
心
と
す
る
漢
時
代
の
格
役
体
系
の
骨
組
み
を
考
え
る
乙
と
と
す
る
。

「
上
言
」
の
全
文
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

文一言、

ω古
者
税
民
、
不
過
什
一
。
其
求
易
共
。
⑪
使
民
不
過
三
日
。
其
力
易
足
。

O
民
財
内
足
以
養
老
尽
孝
。
外
足
以
事
上
共
税
、
下
足
以

畜
妻
子
極
愛
。
。
至
秦
則
不
然
。
用
商
鞍
之
法
、
改
帝
王
之
制
、
除
井
田
、
民
得
売
買
。
富
者
田
連
仔
倍
。
貧
者
亡
立
錐
之
地
。
文
瀬
川
沢
之

利
、
管
山
林
之
鏡
、
荒
淫
越
制
、
輸
移
以
相
官
同
。
巴
有
人
君
之
尊
、
里
有
公
侯
之
富
。
小
民
安
得
不
因
。
⑪
又
加
月
為
更
卒
、
己
復
為
正
。
一

歳
屯
成
、
一
歳
力
役
、
三
十
倍
於
古
。

ω田
租
口
賦
塩
鉄
之
利
、
二
十
倍
於
古

o
O或
耕
豪
民
之
田
、
見
税
什
五
。
故
貧
民
常
衣
牛
馬
之
衣
、

而
食
犬
長
之
食
。
重
以
貧
暴
之
吏
。
刑
裁
妄
加
、
民
愁
亡
柳
。
亡
逃
山
林
、
転
為
盗
賊
。
緒
衣
半
道
、
断
獄
歳
以
千
万
数
。
⑪
漢
興
、
循
而
未

漢
六
朝
の
税
役
問
題
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改
。
古
井
田
法
、
錐
難
卒
行
、
宜
少
近
古
、
限
民
名
田
、
以
澹
不
足
、
塞
井
野
出
路
、
塩
鉄
面
帰
文
民
、
去
奴
脾
、
四
壁
殺
之
威
、
薄
雪
敏
、

　
　
省
後
役
、
以
寛
民
力
。
然
後
可
善
治
也
。

　
ま
ず
こ
の
記
事
の
構
成
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
④
、
⑭
、
◎
は
古
の
井
田
制
下
の
状
態
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
、
④
は
そ
こ
で
什
一
の
税
が
行
わ

れ
た
こ
と
、
⑬
は
そ
こ
で
民
を
使
う
の
が
｝
年
に
三
日
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
、
を
述
べ
、
◎
は
④
、
⑧
の
結
果
と
し
て
、
民
が
そ
の
生
活
を
楽
し

ん
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
◎
、
③
、
⑲
は
全
体
的
に
い
う
と
、
秦
で
は
っ
と
に
戦
国
時
代
商
鞍
の
法
を
用
い
て
井
田
制
を
廃
止
し
土
地
の
私
有
を

認
め
た
（
税
制
、
労
役
制
も
そ
れ
と
と
も
に
変
化
し
た
）
が
、
そ
の
た
め
民
衆
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
個
々
に
つ
い

て
い
う
と
◎
は
そ
の
結
果
を
先
に
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
⑭
は
井
田
制
時
代
の
一
年
忌
三
日
の
老
役
の
後
身
の
筏
役
に
更
卒
、
正
の
得
役
が
加
わ
り
、

そ
の
総
額
が
古
の
一
年
に
三
日
の
三
十
倍
（
つ
ま
り
、
九
十
日
1
1
三
箇
月
）
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
④
は
（
古
と
税
制
が
変
っ
た

が
、
）
税
の
総
額
が
古
の
什
一
の
税
額
の
二
十
倍
に
な
っ
た
こ
と
、
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
α
、
面
、
⑲
は
そ
れ
ぞ
れ
◎
、
⑬
、
④
と
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
お
A
の
「
塩
鉄
之
利
」
は
「
塩
鉄
評
言
」
の
誤
り
で
あ
る
。

　
右
は
基
本
的
に
㈹
、
⑧
、
◎
、
⑪
と
い
う
順
序
を
も
つ
文
章
に
お
い
て
④
が
◎
に
か
か
り
⑭
が
◎
に
か
か
る
形
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
基
本
的

に
こ
う
し
た
形
を
と
る
も
の
や
、
基
本
的
に
④
、
⑧
、
◎
、
⑪
と
い
う
順
序
を
も
つ
文
章
に
お
い
て
④
が
◎
に
か
か
り
⑬
が
⑪
に
か
か
る
形
を
と
る

も
の
は
、
漢
六
朝
の
文
型
と
し
て
は
別
に
珍
し
い
も
の
で
な
い
。

　
さ
て
、
⑭
に
は
「
又
加
」
と
あ
る
が
、
　
「
又
加
」
と
あ
る
以
上
、
も
と
も
と
存
在
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
月
参
更
卒
、
己
復
（
月
）

配
電
。
一
歳
寒
雲
、
一
歳
力
役
。
」
が
加
わ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
（
基
本
の
門
役
）
は
当
然
⑧
の
黒
帯
の
後
身
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
④
、
⑭
、
◎
、
◎
、
⑬
、
⑲
と
い
う
順
序
を
も
つ
文
章
の
な
か
の
砂
の
内
部
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
圃
の
「
月
金
聾
卒
」
は
「
一
歳
力
役
」
に
か
か
り
、
　
「
巳
復
（
月
）
為
正
」
は
「
一
歳
屯
戌
」
に
か
か
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
僻
は

⑬
の
得
役
の
後
身
に
服
す
る
日
数
に
、
月
も
て
更
卒
と
な
る
こ
と
（
一
箇
月
1
1
三
十
日
号
け
更
卒
と
な
る
こ
と
）
と
月
も
て
正
と
な
る
こ
と
（
一
箇

月
⊥
ご
十
日
だ
け
正
と
な
る
こ
と
）
と
が
加
わ
る
が
、
⑬
の
糧
役
の
後
身
に
服
す
る
日
数
と
そ
の
更
卒
の
力
役
（
早
旦
の
一
種
）
日
数
と
正
の
屯
戌

（
筏
役
の
一
種
）
日
数
と
が
一
年
単
位
で
計
算
し
た
際
、
⑧
の
循
役
の
一
年
に
三
日
の
三
十
倍
つ
ま
り
九
十
日
1
1
三
箇
月
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を

い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
⑧
の
循
役
の
後
身
は
秦
に
あ
っ
て
は
三
十
日
一
1
一
箇
月
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
そ
う
し

た
計
算
を
す
る
場
合
、
現
実
に
は
長
期
に
わ
た
っ
て
就
役
す
る
こ
と
を
（
何
ら
か
の
基
準
に
よ
っ
て
）
一
年
単
位
に
計
算
し
な
お
し
た
も
の
を
含
み
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改
。
古
井
田
法
、
雄
難
卒
行
、
宜
少
近
古
、
限
民
名
目
、
以
櫓
不
足
、
塞
井
兼
之
路
、
塩
鉄
皆
帰
於
民
、
去
奴
牌
、
除
専
殺
之
威
、
薄
賦
数
、

省
得
役
ー
以
寛
民
力
。
然
後
可
善
治
也
。

ま
ず
乙
の
記
事
の
構
成
に
つ
い
て
考
え
る
に
、

ω、
@
、

O
は
古
の
井
田
制
下
の
状
態
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
、

ωは
そ
こ
で
什
一
の
税
が
行
わ

れ
た
こ
と
、
⑪
は
そ
こ
で
民
を
使
う
の
が
一
年
に
三
日
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
、
を
述
べ
、

O
は

ω、
⑪
の
結
果
と
し
て
、
民
が
そ
の
生
活
を
楽
し

ん
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
。
、
敏
、

W
は
全
体
的
に
い
う
と
、
秦
で
は
つ
と
に
戦
国
時
代
商
鞍
の
法
を
用
い
て
井
田
制
を
廃
止
し
土
地
の
私
有
を

認
め
た
(
税
制
、
得
役
制
も
そ
れ
と
と
も
に
変
化
し
た
)
が
、
そ
の
た
め
民
衆
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
個
々
に
つ
い

て
い
う
と
。
は
そ
の
結
果
を
先
に
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
⑪
は
井
田
制
時
代
の
一
年
に
三
日
の
得
役
の
後
身
の
徳
役
に
吏
卒
、
正
の
傍
役
が
加
わ
り
、

そ
の
総
額
が
古
の
一
年
に
三
日
の
三
十
倍
(
つ
ま
り
、
九
十
日
H
三
箇
月
)
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、

W
は
(
古
と
税
制
が
変
っ
た

が
、
)
税
の
総
額
が
古
の
什
一
の
税
額
の
二
十
倍
に
な
っ
た
こ
と
、
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
。
、
敏
、
仰
は
そ
れ
ぞ
れ

O
、
⑪
、

ωと
対
応

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
お
山
の
「
塩
鉄
之
利
」
は
「
塩
鉄
之
税
」
の
誤
り
で
あ
る
。

右
は
基
本
的
に

ω、
⑪
、
。
、
⑪
と
い
う
順
序
を
も
っ
文
章
に
お
い
て

ωが
⑪
に
か
か
り
⑪
が

O
に
か
か
る
形
を
と
る
も
の
で
あ
る
。
基
本
的

に
ζ

う
し
た
形
を
と
る
も
の
や
、
基
本
的
に

ω、
ω、
O
、
。
と
い
う
順
序
を
も
っ
文
章
に
お
い
て

ωが
οに
か
か
り
⑪
が

O
に
か
か
る
形
を
と
る

も
の
は
、
漢
六
朝
の
文
型
と
し
て
は
別
に
珍
し
い
も
の
で
な
い
。

き
て
、

w
w
k
は
「
文
加
」
と
あ
る
が
、
「
又
加
」
と
あ
る
以
上
、
も
と
も
と
存
在
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
乙
に
「
月
為
更
卒
、
己
復
(
月
)

為
正
。
一
歳
屯
成
、
一
歳
力
役
。
」
が
加
わ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
乙
の
も
と
も
と
あ
っ
た
も
の
(
基
本
の
待
役
)
は
当
然
⑪
の
格
役
の
後
身
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
乙
れ
は

ω、
⑪
、

O
、
O
、
mw
、

W
と
い
う
順
序
を
も
っ
文
章
の
な
か
の
⑪
の
内
部
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
町
の
「
月
為
更
卒
」
は
「
一
歳
力
役
」
に
か
か
り
、
「
己
復
(
月
)
為
正
」
は
「
一
歳
屯
成
」
に
か
か
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
町
は

⑪
の
得
役
の
後
身
に
服
す
る
日
数
に
、
月
も
て
更
卒
と
な
る
こ
と
(
一
箇
月
H
三
十
日
だ
け
更
卒
と
な
る
こ
と
)
と
月
も
て
正
と
な
る
こ
と
(
一
箇

月
日
三
十
日
だ
け
正
と
な
る
こ
と
)
と
が
加
わ
る
が
、
⑪
の
得
役
の
後
身
に
服
す
る
日
数
と
そ
の
更
卒
の
力
役
(
得
役
の
一
種
)
日
数
と
正
の
屯
成

(
待
役
の
一
種
)
日
数
と
が
一
年
単
位
で
計
算
し
た
際
、
⑪
の
待
役
の
一
年
に
三
日
の
三
十
倍
つ
ま
り
九
十
日
H
三
箇
月
に
な
る
、
と
い
う
乙
と
を

い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
⑮
の
待
役
の
後
身
は
秦
に
あ
っ
て
は
三
十
日
H

一
箇
月
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
そ
う
し

た
計
算
を
す
る
場
合
、
現
実
に
は
長
期
に
わ
た
っ
て
就
役
す
る
乙
と
を
(
何
ら
か
の
基
準
に
よ
っ
て
)
一
年
単
位
に
計
算
し
な
お
し
た
も
の
を
含
み
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え
る
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
⑭
に
あ
っ
て
は
、
二
面
と
正
と
は
原
則
と
し
て
一
年
間
に
一
箇
月
1
一
三
十
日
の
後
志
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
董
仲
静
は
⑪
に
お
い
て
秦
時
代
の
民
の
生
活
の
苦
し
さ
と
そ
れ
に
よ
る
世
の
中
の
荒
廃
ぶ
り
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い

わ
ば
◎
、
⑬
、
④
の
補
足
的
説
明
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
⑧
は
「
上
言
」
の
眼
目
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
董
仲
直
は
そ
こ
で
漢
に
な
っ
て
も
秦
の
と
き
の
◎
以
下
の
状
態
が
改
め
ら
れ
て
い

な
い
と
し
て
、
古
の
状
態
に
近
づ
く
こ
と
を
提
示
し
、
そ
の
線
に
そ
っ
て
、
土
地
制
度
の
改
革
、
塩
鉄
専
売
の
廃
止
、
賦
敏
を
薄
く
す
る
こ
と
、
後

役
（
そ
の
全
体
）
を
省
す
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
賦
敏
を
薄
く
す
る
の
は
当
然
④
の
古
の
什
一
に
近
づ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、

径
役
を
署
す
と
い
う
の
は
、
⑧
の
後
身
の
筏
役
と
更
卒
と
正
と
の
三
者
の
就
役
日
数
を
減
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
④
に
対
す
る
④
に
あ

っ
て
は
、
　
「
又
加
」
と
い
っ
た
類
の
表
現
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
⑬
に
対
す
る
面
の
表
現
と
違
っ
て
、
④
の
表
現
が
、
④
の
系
統

の
税
に
新
た
に
他
の
税
を
加
え
る
、
と
い
っ
た
形
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
「
心
悸
」
と
い
っ
た
類
の
表
現
が
な
い
方
が
む
し
ろ

自
然
で
あ
る
、
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
董
仲
野
は
「
上
言
」
当
時
の
循
役
体
系
に
関
し
、
基
本
的
に
⑭
の
後
身
の
得
役
と
更
卒
の
循
役
と
正
の
径
役
と
が
あ

る
、
一
年
単
位
で
計
算
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
が
三
十
日
阿
一
箇
月
と
な
り
、
そ
の
合
計
が
九
十
日
阿
三
箇
月
に
な
る
、
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
に
彼
な
り
の
若
干
の
読
み
か
え
が
あ
る
に
し
て
も
、
ま
た
そ
の
説
く
井
田
制
に
儒
家
の
粉
飾
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
衝
，
役
体
系
は
そ
れ
が
そ
の

当
時
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
だ
け
に
、
基
本
的
に
承
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
右
以
後
、
後
漢
時
代
に
な
っ
て
も
筏
役
体
系
そ
の
も
の
に
さ
し
た
る
変

化
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
あ
と
で
述
べ
る
よ
う
に
漢
時
代
田
租
は
軽
か
っ
た
が
、
民
衆
の
負
担
と
し
て
樒
役
は
極
め
て
重
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
戌
辺
の

篠
役
、
更
卒
の
得
役
は
も
し
そ
れ
に
出
な
け
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
銭
三
百
を
納
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
正
の
循
役
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
更
賦
は
一
応
銭
九
百
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
方
、
壮
年
男
女
の
人
頭
税
で
あ
る
算
法
は
一
算
で
銭
百
二
十
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
に
一
般
民
衆
の
壮
年
男
子
の
負
担
は
（
一
般
的
な
場
合
）
受
忍
の
方
が
人
頭
税
よ
り
も
重
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
事
理
の
対
象
と
な
る
年

齢
1
五
＋
六
歳
一
が
終
る
と
羨
卒
と
な
る
。
野
庭
は
（
一
応
）
六
＋
歳
ま
で
朝
輸
な
ど
の
軽
い
循
役
に
就
く
が
、
の
ち
そ
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
。
④
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え
る
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
⑪
に
あ
っ
て
は
、
更
卒
と
正
と
は
原
則
と
し
て
一
年
間
に
一
箇
月
H
三
十
日
の
得
役
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
輩
仲
静
は
の
に
お
い
て
秦
時
代
の
民
の
生
活
の
苦
し
さ
と
そ
れ
に
よ
る
世
の
中
の
荒
廃
ぷ
り
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
乙
れ
は
い

わ
ば
。
、
跡
、
仰
w
の
補
足
的
説
明
と
い
え
よ
う
。

き
て
、
⑪
は
「
上
一
言
」
の
眼
目
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
董
仲
野
は
そ
こ
で
漢
に
な
っ
て
も
秦
の
と
き
の

O
以
下
の
状
態
が
改
め
ら
れ
て
い

な
い
と
し
て
、
古
の
状
態
に
近
づ
く
こ
と
を
提
示
し
、
そ
の
線
に
そ
っ
て
、
土
地
制
度
の
改
革
、
塩
鉄
専
売
の
廃
止
、
賦
歓
を
薄
く
す
る
こ
と
、
徳

役
(
そ
の
全
体
)
を
省
す
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
乙
の
賦
歓
を
薄
く
す
る
の
は
当
然

ωの
古
の
什
一
に
近
づ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、

得
役
を
省
す
と
い
う
の
は
、
⑪
の
後
身
の
徳
一
役
と
更
卒
と
正
と
の
三
者
の
就
役
日
数
を
減
す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

ωに
対
す
る

ωに
あ

っ
て
は
、
「
文
加
」
と
い
っ
た
類
の
表
現
は
な
い
。
し
か
し
、
乙
れ
に
つ
い
て
は
、
⑩
に
対
す
る
敏
の
表
現
と
違
っ
て
、
仰
の
表
現
が
、

ωの
系
統

の
税
に
新
た
に
他
の
税
を
加
え
る
、
と
い
っ
た
形
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
乙
に
「
文
加
」
と
い
っ
た
類
の
表
現
が
な
い
万
が
む
し
ろ

自
然
で
あ
る
、
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
董
仲
静
は
「
上
一
言
」
当
時
の
待
役
体
系
に
関
し
、
基
本
的
に
⑪
の
後
身
の
得
役
と
更
卒
の
待
役
と
正
の
穐
役
と
が
あ

る
、
一
年
単
位
で
計
算
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
が
三
十
日
H

一
箇
月
と
な
り
、
そ
の
合
計
が
九
十
日
H
二
一
箇
月
に
な
る
、
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
に
彼
な
り
の
若
干
の
読
み
か
え
が
あ
る
に
し
て
も
、
ま
た
そ
の
説
く
井
田
制
に
儒
家
の
粉
飾
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
傍
役
体
系
は
そ
れ
が
そ
の

当
時
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
だ
け
に
、
基
本
的
に
承
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
右
以
後
、
後
漢
時
代
に
な
っ
て
も
待
役
体
系
そ
の
も
の
に
さ
し
た
る
変

化
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

き
て
、
あ
と
で
述
べ
る
よ
う
に
漢
時
代
田
租
は
軽
か
っ
た
が
、
民
衆
の
負
担
と
し
て
待
役
は
極
め
て
重
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
成
辺
の

待
役
、
更
卒
の
待
役
は
も
し
そ
れ
に
出
な
け
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
銭
三
百
を
納
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
乙
れ
は
正
の
待
役
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
更
賦
は
一
応
銭
九
百
に
相
当
す
る
乙
と
に
な
ろ
う
。
一
方
、
壮
年
男
女
の
人
頭
税
で
あ
る
算
賦
は
一
算
で
銭
百
二
十
で
あ
る
。
そ
れ
、
だ

け
に
一
般
民
衆
の
壮
年
男
子
の
負
担
は
(
一
般
的
な
場
合
)
更
賦
の
方
が
人
頭
税
よ
り
も
重
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
吏
賦
の
対
象
と
な
る
年

齢
|
五
十
六
歳
ー
が
終
る
と
羨
卒
と
な
る
。
羨
卒
は
(
一
応
)
六
十
歳
ま
で
鞭
輸
な
ど
の
軽
い
得
役
に
就
く
が
、
の
ち
そ
れ
を
も
免
除
さ
れ
る
。
④

漢
六
朝
の
税
役
問
題
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漢
六
朝
の
税
役
問
題

⑤
　
人
頭
税

　
漢
時
代
の
人
頭
税
に
は
年
少
の
男
女
を
対
象
と
す
る
口
銭
と
壮
年
の
男
女
を
対
象
と
す
る
算
賦
と
あ
る
。
両
者
を
合
せ
て
口
無
と
い
う
こ
と
遇
あ

る
。
口
銭
は
さ
き
に
は
二
十
銭
で
天
子
の
私
用
に
供
す
べ
く
少
府
に
入
っ
た
。
の
ち
武
帝
の
と
き
外
征
の
費
用
が
ふ
え
た
た
め
民
衆
に
重
い
賦
を
か

け
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
口
銭
を
か
け
る
年
齢
を
三
歳
に
ひ
き
下
げ
（
旧
来
の
年
齢
は
不
明
。
）
か
つ
軍
事
費
に
あ
て
る
べ
く
大
司
農
に
入
れ

る
三
銭
を
ま
し
た
。
下
汐
の
と
き
そ
の
三
歳
は
七
歳
に
ひ
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
二
十
三
銭
と
い
う
額
に
変
り
は
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
二
十
三
銭
を

か
け
ら
れ
る
年
齢
は
十
四
歳
ま
で
で
あ
っ
た
。

　
漢
時
代
の
算
賦
は
高
蔵
の
四
年
に
始
め
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
　
（
口
銭
が
十
四
歳
ま
で
か
け
ら
れ
る
時
期
に
あ
っ
て
は
）
十
五
歳
か
ら

五
十
六
歳
ま
で
の
壮
年
の
男
女
を
対
象
と
し
、
一
算
は
銭
百
二
十
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
軍
事
目
的
税
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
秦
で
は
商
鞍
の
改
革
の

と
き
人
頭
税
（
口
賦
）
が
設
け
ら
れ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
が
、
秦
の
人
頭
税
に
は
そ
の
始
め
が
い
つ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
男
女
を
対
象
と
し
、
か
つ

そ
の
税
目
が
算
で
あ
り
、
そ
の
税
額
の
単
位
が
（
一
）
算
の
も
の
が
あ
っ
た
。
　
（
そ
れ
は
商
鞍
の
創
め
た
人
頭
税
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
）
何
れ
に
し
て
も
こ
れ
は
右
の
算
賦
の
源
流
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
漢
初
黄
昏
は
事
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
単
な
る
税
の
一
つ
と
な
っ

た
。
漢
六
朝
の
事
は
下
役
（
軍
役
を
含
む
）
を
意
味
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
算
賦
は
も
と
得
役
（
軍
役
を
含
む
）
を
「
本
体
」
と
す
る
が
、
そ
れ
を
銭

に
折
し
た
も
の
、
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
秦
に
あ
っ
て
は
壮
年
の
女
子
も
亦
（
そ
の
個
別
人
身
的
支
配
の
一

環
と
し
て
）
軍
役
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
漢
初
更
役
の
一
部
が
現
実
に
銭
納
さ
れ
る
、
と
い
う
形
で
算
賦
が
出
現
し
た
際
、
壮
年
の
女
子
に
つ
い

て
は
右
に
あ
げ
た
こ
と
が
何
ら
か
の
形
で
大
き
く
影
響
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
（
後
漢
時
代
に
な
る
と
四
聖
の
三
種
類
の
役
全
体
、

あ
る
い
は
そ
の
う
ち
の
ど
れ
か
の
銭
納
と
い
う
こ
と
も
か
な
り
普
遍
化
す
る
よ
う
で
あ
る
。
）
な
お
、
農
民
が
ど
う
し
て
も
銭
納
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
算
賦
の
穀
物
納
を
認
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
今
後
さ
ら
に
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
て
、
漢
時
代
の
二
十
二
銭
の
御
銭
が
正
し
く
は
二
十
三
銭
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
は
口
銭
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
説
を
十
二
裁
が
出
し
て
以
来
、

そ
れ
が
一
般
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
二
十
三
銭
で
あ
る
と
い
う
点
が
正
し
い
に
し
て
も
、
貨
財
は
口
銭
の
こ
と
で
は
な
い
。
貸

銭
は
壮
年
の
身
体
障
害
者
で
揺
役
に
出
ら
れ
な
い
も
の
に
か
け
る
罰
銭
で
あ
る
。
こ
の
貨
銭
の
存
在
は
漢
の
政
治
体
制
と
の
関
連
に
お
い
て
見
る
べ

き
で
あ
る
。
漢
の
国
家
が
全
民
衆
（
こ
の
際
は
壮
年
男
子
）
を
個
別
田
均
質
的
に
把
握
し
そ
の
上
に
権
力
の
基
盤
を
お
く
以
上
、
そ
の
把
握
に
応
た
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(b) 

人
頭
税

漢
時
代
の
人
頭
税
に
は
年
少
の
男
女
を
対
象
と
す
る
口
銭
と
壮
年
の
男
女
を
対
象
と
す
る
算
賦
と
あ
る
。
両
者
を
合
せ
て
口
算
と
い
う
乙
と
も
あ

る
。
口
銭
は
さ
き
に
は
二
十
銭
で
天
子
の
私
用
に
供
す
べ
く
少
府
に
入
っ
た
。
の
ち
武
帝
の
と
き
外
征
の
費
用
が
ふ
え
た
た
め
民
衆
に
重
い
賦
を
か

け
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
口
銭
を
か
け
る
年
齢
を
三
歳
に
ひ
き
下
げ
(
旧
来
の
年
齢
は
不
明
。
)
か
つ
軍
事
費
に
あ
て
る
べ
く
大
司
農
に
入
れ

る
三
銭
を
ま
し
た
。
元
帝
の
と
き
そ
の
三
歳
は
七
歳
に
ひ
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
二
十
三
銭
と
い
う
額
に
変
り
は
な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
二
十
三
銭
を

か
け
ら
れ
る
年
齢
は
十
四
歳
ま
で
で
あ
っ
た
。

漢
時
代
の
算
賦
は
高
租
の
四
年
に
始
め
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
(
口
銭
が
十
四
歳
ま
で
か
け
ら
れ
る
時
期
に
あ
っ
て
は
)
十
五
歳
か
ら

五
十
六
歳
ま
で
の
壮
年
の
男
女
を
対
象
と
し
、
一
算
は
銭
百
二
十
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
軍
事
目
的
税
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
秦
で
は
商
鞍
の
改
革
の

と
き
人
頭
税
(
口
賦
)
が
設
け
ら
れ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
が
、
秦
の
人
頭
税
に
は
そ
の
始
め
が
い
つ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
男
女
を
対
象
と
し
、
か
っ

そ
の
税
目
が
算
で
あ
り
、
そ
の
税
額
の
単
位
が
(
一
)
算
の
も
の
が
あ
っ
た
。
(
そ
れ
は
商
鞍
の
創
め
た
人
頭
税
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
)
何
れ
に
し
て
も
こ
れ
は
右
の
算
賦
の
源
流
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
き
て
、
漢
初
算
賦
は
事
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
単
な
る
税
の
一
つ
と
な
っ

た
。
漢
六
朝
の
事
は
得
役
(
軍
役
を
含
む
)
を
意
味
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
算
賦
は
も
と
待
役
(
軍
役
を
含
む
)
を
「
本
体
」
と
す
る
が
、
そ
れ
を
銭

に
折
し
た
も
の
、
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
秦
に
あ
っ
て
は
壮
年
の
女
子
も
亦
(
そ
の
個
別
人
身
的
支
配
の
一

環
と
し
て
)
軍
役
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
漢
初
得
一
役
の
一
部
が
現
実
に
銭
納
さ
れ
る
、
と
い
う
形
で
算
賦
が
出
現
し
た
際
、
壮
年
の
女
子
に
つ
い

て
は
右
に
あ
げ
た
こ
と
が
伺
ら
か
の
形
で
大
き
く
影
響
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
(
後
漢
時
代
に
な
る
と
更
賦
の
三
種
類
の
役
全
体
、

あ
る
い
は
そ
の
う
ち
の
ど
れ
か
の
銭
納
と
い
う
こ
と
も
か
な
り
普
遍
化
す
る
よ
う
で
あ
る
。
)
な
お
、
農
民
が
ど
う
し
て
も
銭
納
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
算
賦
の
穀
物
納
を
認
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
乙
の
点
は
今
後
さ
ら
に
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
漢
時
代
の
二
十
二
銭
の
質
銭
が
正
し
く
は
二
十
三
銭
で
あ
り
、
か
っ
そ
れ
は
口
銭
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
説
を
段
玉
裁
が
出
し
て
以
来
、

そ
れ
が
一
般
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
二
十
三
銭
で
あ
る
と
い
う
点
が
正
し
い
に
し
て
も
、
質
銭
は
口
銭
の
こ
と
で
は
な
い
。
費

銭
は
壮
年
の
身
体
障
害
者
で
得
役
に
出
ら
れ
な
い
も
の
に
か
け
る
罰
銭
で
あ
る
。
こ
の
貸
銭
の
存
在
は
漢
の
政
治
体
制
と
の
関
連
に
お
い
て
見
る
べ

き
で
あ
る
。
漢
の
国
家
が
全
民
衆
(
乙
の
際
は
壮
年
男
子
)
を
個
別
的
均
質
的
に
把
握
し
そ
の
上
に
権
力
の
基
盤
を
お
く
以
上
、
そ
の
把
握
に
応
た
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え
え
な
い
も
の
に
は
何
ら
か
の
罰
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
無
銭
を
罰
銭
と
す
る

で
あ
ろ
う
。

（
説
文
重
字
第
六
篇
）
の
は
蓋
し
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
出
て
い
る
の

三
　
漢
時
代
の
田
租
額

　
漢
で
は
高
祖
の
と
き
田
租
を
収
穫
高
の
⊥
1
5
と
定
め
た
。
一
時
こ
れ
を
増
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
恵
帝
即
位
後
高
に
復
し
た
。
文
帝
は
そ
の
二

年
及
び
十
二
年
に
そ
れ
ぞ
れ
の
年
限
り
で
主
3
0
と
し
た
。
十
三
年
に
は
全
廃
を
う
ち
出
し
た
が
実
際
は
必
ら
ず
し
も
田
租
の
全
面
的
廃
止
で
は
な
か

っ
た
。
の
ち
景
帝
が
即
位
す
る
と
⊥
3
0
と
し
て
い
る
。
後
漢
の
初
期
1
一
1
0
と
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
や
が
て
⊥
3
0
と
改
め
以
後
改
変
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
漢
時
代
の
田
租
に
つ
い
て
は
す
で
に
同
時
代
に
そ
れ
が
大
約
－
一
…
…
で
あ
っ
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
葡
悦
の
前
漢
紀
の
記
述

（
「
百
一
而
税
」
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
近
年
紙
屋
正
和
氏
が
そ
の
点
を
と
り
あ
げ
、
か
つ
て
一
応
百
歩
制
（
以
下
、
血
紅
制
と
い
う
）
の
と
き
⊥
3
0

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
遺
制
が
底
心
の
と
き
一
画
二
百
四
十
歩
制
（
以
下
、
新
羽
制
と
い
う
）
に
改
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
旧
来
の
旧
畝
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

⊥
3
0
の
田
租
を
そ
の
新
出
制
に
あ
て
は
め
た
た
め
、
新
式
制
に
お
い
て
大
約
⊥
1
0
と
な
っ
た
こ
と
、
及
び
そ
れ
が
対
外
戦
争
に
よ
る
農
民
の
疲
弊
、

流
亡
な
ど
を
防
ぐ
一
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
（
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
4
』
所
収
「
漢
時
代
の
田
租
」
）
。

　
さ
て
、
新
価
制
に
つ
い
て
は
秦
の
孝
公
の
も
と
で
商
鞍
が
そ
れ
を
制
定
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
い
ま
そ
れ
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
旧
畝
制
に

く
ら
べ
新
葉
制
で
は
一
畝
あ
た
り
の
面
積
が
二
、
四
倍
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に
壮
丁
一
人
あ
た
り
百
畝
の
耕
作
を
理
想
と
す
る
だ
け

に
、
も
し
商
権
の
と
き
新
歯
偏
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
前
提
と
し
て
牛
耕
に
よ
り
一
人
あ
た
り
の
可
耕
面
積
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
こ

と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
商
鞍
の
改
革
時
一
般
農
民
の
使
用
し
た
農
具
は
謡
曲
よ
り
前
の
段
階
の
も
の
で
、
個
別
的
耕
作
を
基

本
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
牛
耕
は
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
人
と
牛
と
田
と
の
「
集
中
」
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
父
子
（
共
財
）
の
家
の

構
成
を
促
進
し
維
持
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
行
く
。
し
か
し
商
鞍
の
分
家
策
は
父
子
（
共
財
）
の
家
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
も
の
で

あ
る
だ
け
に
商
鞍
が
新
書
制
を
制
定
し
た
と
は
な
し
が
た
い
。
た
だ
し
、
の
ち
秦
に
あ
っ
て
も
大
規
模
な
牛
耕
が
官
田
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
説

文
解
字
（
第
十
三
篇
）
に
適
適
が
「
六
尺
一
歩
、
二
百
四
十
歩
」
か
ら
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
お
そ
く
と
も
始
皇
帝
の
と
き
す

で
に
旧
俗
の
地
に
お
い
て
新
畝
制
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
新
職
制
の
畝
は
幅
「
六
尺
」
、
長
さ
「
六
尺
×
二
四
〇
」
と
い

う
細
長
い
形
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
粟
原
朋
信
氏
の
研
究
（
『
秦
漢
史
の
研
究
』
所
収
「
史
記
の
秦
始
皇
本
紀
に
関
す
る
二
．
三
の
研
究
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え
え
な
い
も
の
に
は
何
ら
か
の
罰
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
質
銭
を
罰
銭
と
す
る
(
説
文
解
字
第
六
篇
)
の
は
蓋
し
そ
う
し
た
と
乙
ろ
に
出
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。漢

時
代
の
田
租
額

漢
で
は
高
祖
の
と
き
田
租
を
収
穫
高
の
1
一
日
と
定
め
た
。
一
時
と
れ
を
増
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
恵
帝
即
位
後
旧
に
復
し
た
。
文
帝
は
そ
の
二

年
及
び
十
二
年
に
そ
れ
ぞ
れ
の
年
限
り
で

1
一
却
と
し
た
。
十
三
年
に
は
全
廃
を
う
ち
出
し
た
が
実
際
は
必
ら
ず
し
も
田
租
の
全
面
的
廃
止
で
は
な
か

っ
た
。
の
ち
景
帝
が
即
位
す
る
と
1
一
却
と
し
て
い
る
。
後
漢
の
初
期
1
一
刊
と
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
や
が
て
1
一
却
と
改
め
以
後
改
変
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
漢
時
代
の
田
租
に
つ
い
て
は
す
で
に
同
時
代
に
そ
れ
が
大
約
1
一
肌
で
あ
っ
た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
萄
悦
の
前
漢
紀
の
記
述

(
「
百
一
而
税
」
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
近
年
紙
屋
正
和
氏
が
そ
の
点
を
と
り
あ
げ
、
か
つ
て
一
畝
百
歩
制
(
以
下
、
旧
畝
制
と
い
う
)
の
と
き

1
一初

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
畝
制
が
武
帝
の
と
き
一
畝
二
百
四
十
歩
制
(
以
下
、
新
畝
制
と
い
う
)
に
改
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
旧
来
の
旧
畝
対
象

-
一
泊
の
田
租
を
そ
の
新
畝
制
に
あ
て
は
め
た
た
め
、
新
畝
制
に
お
い
て
大
約
1
一
間
と
な
っ
た
こ
と
、
及
び
そ
れ
が
対
外
戦
争
に
よ
る
農
民
の
疲
弊
、

流
亡
な
ど
を
防
ぐ
一
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
(
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
4
』
所
収
「
漢
時
代
の
田
租
」
)
。

き
て
、
新
畝
制
に
つ
い
て
は
秦
の
孝
公
の
も
と
で
商
執
が
そ
れ
を
制
定
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
い
ま
そ
れ
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
旧
畝
制
に

く
ら
べ
新
畝
制
で
は
一
畝
あ
た
り
の
面
積
が
二
、
四
倍
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に
壮
了
一
人
あ
た
り
百
畝
の
耕
作
を
理
想
と
す
る
だ
け

に
、
も
し
商
鞍
の
と
き
新
畝
制
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
前
提
と
し
て
牛
耕
に
よ
り
一
人
あ
た
り
の
可
耕
面
積
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
こ

と
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
商
鞍
の
改
革
時
一
般
農
民
の
使
用
し
た
農
具
は
牛
耕
よ
り
前
の
段
階
の
も
の
で
、
個
別
的
耕
作
を
基

本
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
牛
耕
は
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
人
と
牛
と
田
と
の
「
集
中
」
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
父
子
(
共
財
)
の
家
の

構
成
を
促
進
し
維
持
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
行
く
。
し
か
し
商
鞍
の
分
家
策
は
父
子
(
共
財
)
の
家
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
乙
う
し
た
も
の
で

あ
る
だ
け
に
商
映
が
新
畝
制
を
制
定
し
た
と
は
な
し
が
た
い
。
た
だ
し
、
の
ち
秦
に
あ
っ
て
も
大
規
模
な
牛
耕
が
{
呂
田
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
説

文
解
字
(
第
十
三
篇
)
に
秦
畝
が
「
六
尺
一
歩
、
二
百
四
十
歩
」
か
ら
な
る
乙
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
お
そ
く
と
も
始
皇
帝
の
と
き
す

で
に
旧
秦
の
地
に
お
い
て
新
畝
制
が
行
わ
れ
て
い
た
乙
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
新
畝
制
の
畝
は
幅
「
六
尺
」
、
長
さ
「
六
尺
×
二
四

O
」
と
い

う
細
長
い
形
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
粟
原
朋
信
氏
の
研
究
(
『
秦
漢
史
の
研
究
』
所
収
「
史
記
の
秦
始
皇
本
紀
に
関
す
る
こ
・
三
の
研
究
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」
）
に
よ
る
と
、
始
皇
帝
の
と
き
十
二
が
聖
数
で
あ
っ
た
。
二
百
四
十
は
そ
の
聖
数
を
二
十
倍
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
に
関
連
し
て

始
皇
帝
が
孝
道
を
説
い
た
の
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
　
（
商
君
書
に
お
け
る
畝
制
は
興
宮
制
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
）

　
と
こ
ろ
で
、
漢
王
朝
は
も
と
も
と
基
本
的
に
は
旧
畝
制
を
と
っ
て
い
た
。
急
心
論
未
通
篇
に
武
帝
が
（
全
国
対
象
に
）
出
牢
制
を
制
定
し
た
と
あ

り
、
こ
れ
が
武
帝
の
新
血
潮
制
定
説
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
際
も
旧
畝
制
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
塩
鮎
論
の
記
事

は
現
実
の
田
租
徴
収
に
あ
た
り
、
計
算
上
産
量
制
に
お
け
る
畝
（
の
広
さ
）
を
基
準
と
し
た
の
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
武
帝
の
改
変

は
、
建
て
前
上
旧
畝
制
を
基
準
と
し
か
つ
そ
の
田
租
を
旧
来
同
様
畝
対
象
1
一
3
0
と
し
な
が
ら
も
、
’
実
際
の
田
租
徴
収
に
お
い
て
そ
の
対
象
と
す
る
一

畝
（
の
広
さ
）
を
新
畝
制
の
一
直
（
の
広
さ
）
と
し
た
、
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
税
額
は
計
算
上
⊥
3
0
×
⊥
助
1
一
⊥
7
2
と
な

る
。
た
だ
し
、
そ
の
⊥
7
2
は
定
率
で
は
な
く
、
数
年
間
の
平
均
を
と
っ
て
定
め
た
定
額
と
な
る
。
い
っ
た
ん
生
じ
た
（
理
論
上
）
収
穫
高
の
⊥
7
2
の

税
額
（
定
額
）
は
新
旧
両
呑
玉
の
何
れ
の
土
地
に
あ
っ
て
も
適
用
さ
れ
る
。
御
史
が
武
帝
の
仁
政
と
す
る
の
は
こ
う
し
た
大
幅
減
税
に
注
目
し
そ
れ

を
た
た
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
前
漢
紀
の
「
百
一
而
税
」
・
は
右
の
⊥
7
2
の
田
租
の
大
数
の
こ
と
で
あ
る
。
右
の
改
変
は
実
質
上
極
め
て
大
幅
な
減
税
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
1
8

と
な
る
が
、
建
て
前
そ
の
も
の
の
改
変
で
は
な
い
。
史
記
、
漢
書
に
右
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
そ
う
し
た
観
点
か
ら
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
　
　
一

し
、
も
と
も
と
牛
耕
と
関
連
し
て
秦
の
地
に
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
新
附
制
は
、
以
後
（
華
北
に
お
い
て
）
牛
耕
の
普
及
と
と
も
に
次
第
に
広
ま
り
、

い
つ
し
か
旧
型
制
に
と
っ
て
代
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
（
「
上
言
」
の
田
租
に
関
す
る
記
述
に
は
、
董
仲
野
が
新
旧
高
畝
制
に
つ
い
て
独
自
の
解
釈
を

ほ
ど
こ
し
た
局
面
が
あ
る
。
一
拙
稿
、
　
「
一
畝
二
百
四
十
歩
制
を
め
ぐ
っ
て
」
1
）

　
四
　
魏
晋
南
朝
の
三
役

　
魏
晋
南
朝
の
雷
害
の
基
調
を
漢
時
代
の
そ
れ
と
対
比
し
た
際
、
新
た
に
政
治
身
分
に
と
も
な
う
特
権
的
措
置
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
現
わ
れ
る
こ
と
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
個
人
（
壮
丁
）
よ
り
も
（
戸
籍
制
度
上
の
）
戸
1
1
家
が
中
心
と
な
る
こ
と
、
戸
1
1
家
対
象
に
貧
富
の
差
に
応
じ
た
税
が
生
じ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
　
（
た
だ
し
、
南
朝
後
半
に
は
均
額
的
な
租
調
が
現
わ
れ
て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
六
節
で
ふ
れ

る
。
）
こ
う
し
た
こ
と
は
均
質
的
な
民
衆
把
握
の
基
調
が
社
会
の
進
展
に
つ
れ
て
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
さ
て
、
恒
業
南
朝
－
六
朝
の

税
役
制
と
く
に
税
制
を
問
題
と
す
る
際
留
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
面
が
あ
る
程
度
の
独
自
性
を
も
っ
て
い
た
漢
時
代
と
は
や

や
感
じ
が
違
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
が
戸
門
家
の
負
担
な
り
個
人
の
負
担
な
り
の
な
か
で
相
互
に
か
な
り
強
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

漢
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」
)
に
よ
る
と
、
始
皇
帝
の
と
き
十
二
が
聖
数
で
あ
っ
た
。
二
百
四
十
は
そ
の
聖
数
を
二
十
倍
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
乙
と
に
関
連
し
て

始
皇
帝
が
孝
道
を
説
い
た
の
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
(
商
君
書
に
お
け
る
畝
制
は
旧
畝
制
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
)

と
乙
ろ
で
、
漢
王
朝
は
も
と
も
と
基
本
的
に
は
旧
畝
制
を
と
っ
て
い
た
。
塩
鉄
論
未
通
篇
に
武
帝
が
(
全
国
対
象
に
)
新
畝
制
を
制
定
し
た
と
あ

り
、
乙
れ
が
武
帝
の
新
畝
制
制
定
説
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
際
も
旧
畝
制
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
塩
鉄
諭
の
記
事

は
現
実
の
田
租
徴
収
に
あ
た
り
、
計
算
上
新
畝
制
に
お
け
る
畝
(
の
広
さ
)
を
基
準
と
し
た
の
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
武
帝
の
改
変

は
、
建
て
前
上
田
畝
制
を
基
準
と
し
か
っ
そ
の
田
租
を
旧
来
同
様
畝
対
象
1
一
犯
と
し
な
が
ら
も
、
実
際
の
田
租
徴
収
に
お
い
て
そ
の
対
象
と
す
る
一

畝
(
の
広
さ
)
を
新
畝
制
の
一
畝
(
の
広
さ
)
と
し
た
、
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
税
額
は
計
算
上
1
一
泊
×
1
一
M
H
1
一

η
と
な

る
。
た
だ
し
、
そ
の
1
一η
は
定
率
で
は
な
く
、
数
年
間
の
平
均
を
と
っ
て
定
め
た
定
額
と
な
る
。
い
っ
た
ん
生
じ
た
(
理
論
上
)
収
穫
高
の
1
一
花
の

税
額
(
定
額
)
は
新
旧
両
畝
制
の
何
れ
の
土
地
に
あ
っ
て
も
適
用
さ
れ
る
。
御
史
が
武
帝
の
仁
政
と
す
る
の
は
こ
う
し
た
大
幅
減
税
に
注
目
し
そ
れ

を
た
た
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
前
漢
紀
の
「
百
一
市
税
」
は
右
の
1
一η
の
田
租
の
大
数
の
こ
と
で
あ
る
。
右
の
改
変
は
実
質
上
極
め
て
大
幅
な
減
税

と
な
る
が
、
建
て
前
そ
の
も
の
の
改
変
で
は
な
い
。
史
記
、
漢
書
に
右
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
そ
う
し
た
観
点
か
ら
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か

レ
、
も
と
も
と
牛
耕
と
関
連
し
て
秦
の
地
に
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
新
畝
制
は
、
以
後
(
華
北
に
お
い
て
)
牛
耕
の
普
及
と
と
も
に
次
第
に
広
ま
り
、

い
つ
し
か
旧
畝
制
に
と
っ
て
代
る
よ
う
に
な
っ
た
。
(
「
上
言
」
の
田
租
に
関
す
る
記
述
に
は
、
董
仲
野
が
新
旧
両
畝
制
に
つ
い
て
独
自
の
解
釈
を

ほ
ど
こ
し
た
局
面
が
あ
る
。

l
拙
稿
、
「
一
畝
二
百
四
十
歩
制
を
め
ぐ
っ
て
」
|
)
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四

鶏
晋
南
朝
の
税
役

貌
晋
南
朝
の
税
役
の
基
調
を
漢
時
代
の
そ
れ
と
対
比
し
た
際
、
新
た
に
政
治
身
分
に
と
も
な
う
特
権
的
措
置
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
現
わ
れ
る
こ
と
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
個
人
(
壮
丁
)
よ
り
も
(
戸
籍
制
度
上
の
)
一
戸
H
家
が
中
心
と
な
る
こ
と
、
一
戸
リ
家
対
象
に
貧
富
の
差
に
応
じ
た
税
が
生
じ
て

い
る
乙
と
な
ど
が
特
色
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
(
た
だ
し
、
南
朝
後
半
に
は
均
額
的
な
租
調
が
現
わ
れ
て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
六
節
で
ふ
れ

る
。
)
こ
う
し
た
乙
と
は
均
質
的
な
民
衆
把
握
の
基
調
が
社
会
の
進
展
に
つ
れ
て
変
化
し
た
と
い
う
乙
と
に
も
な
る
。
さ
て
、
貌
晋
南
朝
!
六
朝
の

税
役
制
と
く
に
税
制
を
問
題
と
す
る
際
留
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
面
が
あ
る
程
度
の
独
自
性
を
も
っ
て
い
た
漢
時
代
と
は
や

や
感
じ
が
違
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
が
一
月
日
家
の
負
担
な
り
個
人
の
負
担
な
り
の
な
か
で
相
互
に
か
な
り
強
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ



だ
け
に
あ
る
一
つ
の
税
目
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
変
化
を
追
う
と
い
っ
た
こ
と
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、
往
々
全
体
像
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
そ

う
し
た
点
が
あ
る
こ
と
と
史
料
が
極
端
に
少
な
い
局
面
が
多
い
こ
と
と
の
た
め
、
魏
晋
南
朝
－
六
朝
の
税
役
に
つ
い
て
の
考
察
は
あ
る
程
度
試
行
錯

誤
的
な
面
が
と
も
な
う
の
を
避
け
え
な
い
。

　
　
④
　
魏
晋
時
代
の
田
租
額

　
魏
西
晋
時
代
に
あ
っ
て
も
大
約
1
一
〇
〇
の
極
め
て
低
い
田
租
額
に
変
り
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
代
国
家
財
政
が
主
と
し
て
屯
田
（
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

そ
の
後
身
な
り
）
か
ら
の
収
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
の
は
そ
れ
と
裏
表
の
関
係
に
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
右
の
田
租
額
は
東
晋

時
代
に
改
変
さ
れ
る
。
い
ま
そ
れ
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
晋
書
食
貨
志
に
、

　
　
威
和
五
年
（
西
紀
三
三
〇
年
）
、
成
帝
始
度
百
姓
田
、
取
十
分
之
一
。
率
血
税
米
三
升
。

と
あ
る
。
こ
の
「
三
升
」
は
当
時
の
水
稲
の
収
穫
高
を
考
え
た
際
「
三
斗
」
の
誤
り
と
す
べ
き
で
あ
る
。
威
和
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
蘇
峻
．
祖

約
の
乱
が
あ
っ
た
た
め
、
宮
殿
が
焼
け
中
央
政
府
の
函
嶺
が
空
し
く
な
っ
た
が
、
そ
の
善
後
策
と
し
て
焼
失
し
た
戸
籍
の
再
編
製
と
右
の
度
華
言
租

制
と
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
古
く
か
ら
⊥
1
0
の
田
租
は
古
の
聖
王
の
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
為
政
者
の
と
っ
て
範
と
す
べ
き
も
の
で
あ

る
、
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
右
の
際
現
実
の
問
題
と
し
て
旧
来
の
約
十
倍
も
の
重
税
を
と
る
の
が
果
し
て
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
と
い
う
疑
問
が
わ
く
。
さ
て
、
右
の
「
三
斗
」
は
の
ち
「
二
升
」
　
（
正
し
く
は
「
二
斗
」
）
に
減
少
さ
れ
て
い
る
。
　
（
言
書
食
貨
志
に
は
東
晋
以
降

の
あ
る
時
期
の
こ
と
と
し
て
、
「
其
田
、
畝
税
米
二
斗
。
」
と
記
し
て
い
る
。
右
が
こ
れ
に
該
当
す
る
蓋
然
性
は
大
き
い
。
）
孝
武
帝
の
と
き
こ
の

畝
ご
と
に
二
手
の
度
田
収
租
制
を
や
め
て
王
公
以
下
に
つ
き
［
［
税
米
を
三
碧
、
つ
い
で
五
玉
と
っ
て
い
る
。
口
二
三
は
在
役
者
を
除
く
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
制
度
は
一
応
壮
年
男
子
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
い
ま
そ
う
し
た
前
提
に
た
っ
て
畝
ご
と
に
二
斗

と
す
る
も
の
と
こ
の
小
話
と
を
対
比
し
て
み
た
際
、
単
純
計
算
で
は
あ
る
が
田
十
五
畝
を
所
有
す
る
際
同
一
の
負
担
と
な
る
。
当
時
一
般
農
民
が
（

添
田
の
も
の
を
含
め
）
全
国
平
均
何
畝
程
度
の
田
を
も
っ
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
せ
い
ぜ
い
十
数
畝
か
ら
二
十
余
畝
程
度
で
あ
る
と
予
測
し

て
も
大
き
く
的
を
外
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
　
（
准
南
子
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
前
漢
時
代
、
牛
耕
よ
り
前
の
段
階
の
農
業
を
営
ん
で
い
る
も
の
に

つ
い
て
、
農
民
一
人
あ
た
り
新
志
念
の
十
畝
の
広
さ
を
所
有
し
耕
作
す
る
こ
と
を
一
応
の
基
準
と
し
た
場
合
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
最
近
発
見

さ
れ
た
湖
北
江
陵
鳳
鳳
山
西
漢
墓
出
土
の
簡
績
に
あ
っ
て
は
、
そ
こ
に
見
え
る
戸
の
平
均
所
有
耕
地
量
は
二
十
四
畝
で
あ
る
。
1
好
並
隆
司
氏
、
　
「

　
漢
六
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だ
け
に
あ
る
一
つ
の
税
目
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
変
化
を
追
う
と
い
っ
た
こ
と
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、
往
々
全
体
像
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
そ

う
し
た
点
が
あ
る
こ
と
と
史
料
が
極
端
に
少
な
い
局
面
が
多
い
こ
と
と
の
た
め
、
貌
晋
南
朝

l
六
朝
の
税
役
に
つ
い
て
の
考
察
は
あ
る
程
度
試
行
錯

誤
的
な
面
が
と
も
な
う
の
を
避
け
え
な
い
。

(a) 

貌
晋
時
代
の
田
租
額

nu 

貌
西
晋
時
代
に
あ
っ
て
も
大
約

1
一
叩
の
極
め
て
低
い
田
租
額
に
変
り
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
代
国
家
財
政
が
主
と
し
て
屯
田
(
な
り

そ
の
後
身
な
り
)
か
ら
の
収
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
の
は
そ
れ
と
裏
表
の
関
係
に
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
右
の
田
租
額
は
東
亜
日

時
代
に
改
変
さ
れ
る
。
い
ま
そ
れ
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
晋
書
食
貨
志
に
、

戚
和
五
年
(
西
紀
三
三

O
年
)
、
成
帝
始
度
百
姓
田
、
取
十
分
之
一
。
率
畝
税
米
三
升
。

と
あ
る
。
こ
の
「
三
升
」
は
当
時
の
水
稲
の
収
穫
高
を
考
え
た
際
「
三
斗
」
の
誤
り
と
す
べ
き
で
あ
る
。
戚
和
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
蘇
峻
・
祖

約
の
乱
が
あ
っ
た
た
め
、
宮
殿
が
焼
け
中
央
政
府
の
貯
備
が
空
し
く
な
っ
た
が
、
そ
の
善
後
策
と
し
て
焼
失
し
た
一
戸
籍
の
再
編
製
と
右
の
度
回
収
租

制
と
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
古
く
か
ら
1
一
刊
の
田
租
は
古
の
聖
王
の
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
為
政
者
の
と
っ
て
範
と
す
べ
き
も
の
で
あ

る
、
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
右
の
際
現
実
の
問
題
と
し
て
旧
来
の
約
十
倍
も
の
重
税
を
と
る
の
が
果
し
て
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
と
い
う
疑
問
が
わ
く
。
さ
て
、
右
の
「
三
斗
」
は
の
ち
「
二
升
」
(
正
し
く
は
「
二
斗
」
)
に
減
少
さ
れ
て
い
る
。
(
陪
書
食
貨
志
に
は
東
晋
以
降

の
あ
る
時
期
の
こ
と
と
し
て
、
「
其
田
、
畝
税
米
二
斗
。
」
と
記
し
て
い
る
。
右
が
こ
れ
に
該
当
す
る
蓋
然
性
は
大
き
い
。
)
孝
武
帝
の
と
き
こ
の

畝
ご
と
に
二
斗
の
度
回
収
租
制
を
や
め
て
王
公
以
下
に
つ
き
口
税
米
を
三
解
、
つ
い
で
五
解
と
っ
て
い
る
。
口
税
米
は
在
役
者
を
除
く
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
制
度
は
一
応
壮
年
男
子
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
い
ま
そ
う
し
た
前
提
に
た
っ
て
畝
ご
と
に
二
斗

と
す
る
も
の
と
こ
の
三
解
と
を
対
比
し
て
み
た
際
、
単
純
計
算
で
は
あ
る
が
田
十
五
畝
を
所
有
す
る
際
同
一
の
負
担
と
な
る
。
当
時
一
般
農
民
が
(

無
田
の
も
の
を
含
め
)
全
国
平
均
伺
畝
程
度
の
田
を
も
っ
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
せ
い
ぜ
い
十
数
畝
か
ら
二
十
余
畝
程
度
で
あ
る
と
予
測
し

て
も
大
き
く
的
を
外
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
(
准
南
子
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
前
漢
時
代
、
牛
耕
よ
り
前
の
段
階
の
農
業
を
営
ん
で
い
る
も
の
に

つ
い
て
、
農
民
一
人
あ
た
り
新
畝
制
の
十
畝
の
広
さ
を
所
有
し
耕
作
す
る
乙
と
を
一
応
の
基
準
と
し
た
場
合
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
最
近
発
見

さ
れ
た
湖
北
江
陵
鳳
嵐
山
西
漢
墓
出
土
の
簡
績
に
あ
っ
て
は
、
そ
こ
に
見
え
る
一
戸
の
平
均
所
有
耕
地
量
は
二
十
四
畝
で
あ
る
。

l
好
並
隆
司
氏
、
「

漢
六
朝
の
税
役
問
題
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漢
六
朝
の
税
役
問
題

湖
北
江
陵
鳳
鳳
山
西
漢
出
土
の
十
号
墓
竹
木
簡
腰
に
つ
い
て
」
歴
史
学
研
究
四
三
六
1
）
そ
う
す
る
と
、
口
蓋
王
制
か
ら
遡
っ
て
考
え
て
畝
ご
と
に

二
斗
と
い
う
田
租
は
あ
り
え
な
い
も
の
で
は
な
く
な
る
。
（
以
下
、
石
、
鯖
と
い
う
表
現
を
餌
に
統
｝
す
る
。
）

　
さ
て
、
半
田
の
貧
民
に
と
っ
て
口
話
米
は
大
き
い
負
担
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
六
節
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
南
朝
に
入
っ
て
か
ら
丁
丁
対
象
均
額

の
（
広
義
の
）
租
米
七
二
、
丁
女
対
象
均
額
の
（
広
義
の
）
租
米
三
、
詳
解
が
生
ず
る
。
こ
れ
は
口
話
米
制
を
遙
か
な
一
つ
の
源
流
と
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
無
田
の
貧
民
に
も
か
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
も
し
口
税
米
制
に
お
い
て
丁
男
の
ほ
か
に
斎
女
に
三
蓋
の
半
ば
、
つ
ま
り
一
、
五
畜
が

か
け
ら
れ
た
に
し
て
も
、
　
（
畝
ご
と
に
雪
嶺
と
い
う
）
度
田
痛
罵
制
か
ら
口
論
米
制
へ
の
切
り
か
え
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
推
定
が
否
定
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
威
和
二
年
の
畝
ご
と
に
三
斗
と
い
う
田
租
は
大
土
地
所
有
者
に
と
っ
て
大
き
い
負
担
増
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
最
大

の
豪
族
集
団
は
三
呉
の
豪
族
集
団
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
も
中
原
の
北
族
勢
力
の
南
下
を
防
ぐ
だ
け
の
実
力
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
に
彼
ら

も
も
は
や
東
芝
政
権
か
ら
離
反
し
よ
う
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
少
し
で
も
有
利
な
立
場
を
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
蘇
峻
・
祖
約
の
乱
後
の
処
置
時
に
あ
っ
て
も
変
り
は
な
か
っ
た
。
さ
て
、
西
晋
の
天
下
統
一
後
、
戸
対
象
資
産
対
応
の
税
が
設
け
ら
れ

た
。
東
晋
に
入
っ
て
も
戸
の
資
産
は
申
告
の
形
で
政
府
に
把
握
さ
れ
そ
れ
に
対
す
る
税
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
南
朝
に
入
る
と
そ
の
重
税
で
あ
る
こ

と
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
解
熱
時
代
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
税
は
田
の
所
有
額
も
勘
案
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
政

治
的
支
配
者
層
に
入
っ
て
い
る
豪
族
が
新
税
制
に
お
い
て
右
の
制
と
の
か
ね
あ
い
に
お
い
て
、
不
利
に
な
ら
な
い
だ
け
の
処
置
を
し
た
こ
と
は
十
分

推
測
さ
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
、
西
晋
平
長
後
、
旧
屯
田
で
あ
る
課
田
を
耕
作
し
な
い
も
の
、
黒
田
の
も
の
に
対
し
義
米
を
人
ご
と
に
三
解
（
遠
け
れ

ば
五
斗
、
極
め
て
遠
け
れ
ば
二
十
八
文
）
か
け
て
い
る
。
東
晋
時
代
普
遍
的
な
形
で
空
米
の
制
が
あ
っ
た
の
を
物
語
る
史
料
は
見
当
ら
な
い
が
、
か

つ
て
上
田
の
も
似
に
義
米
三
解
の
制
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
口
曳
米
墨
の
田
租
額
は
必
ず
し
も
負
担
不
可
能
な
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
よ
う
・
⑤
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⑤
篠
　
役

　
東
晋
南
朝
の
篠
役
に
関
し
て
は
循
役
免
除
に
か
ら
む
諸
問
題
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
と
り
あ
げ
る
。

　
第
一
に
白
籍
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
の
歯
学
免
除
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
西
晋
時
代
の
戸
籍
は
黄
籍
で
、
そ
れ
に
記
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
庶
民
は

す
べ
て
循
役
を
か
け
ら
れ
た
。
東
晋
に
な
る
と
流
寓
者
の
戸
籍
と
し
て
白
骨
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
に
記
さ
れ
た
も
の
は
庶
民
（
三
五
門
）
で
あ
っ
て

も
揺
役
を
免
除
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
白
籍
が
制
定
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
北
来
の
流
寓
貴
族
が
そ
の
政
治
的
優
越
性
を
守
る
こ
と
の
一
環
と
し
て
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績
に
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い
て
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歴
史
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四
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)
そ
う
す
る
と
、
口
税
米
制
か
ら
遡
っ
て
考
え
て
畝
ご
と
に

二
斗
と
い
う
田
租
は
あ
り
え
な
い
も
の
で
は
な
く
な
る
。
へ
以
下
、
石
、
制
と
い
う
表
現
を
制
比
統
一
す
る
。
)

さ
て
、
無
田
の
貧
民
に
と
っ
て
口
税
米
は
大
き
い
負
担
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
六
節
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
南
朝
に
入
っ
て
か
ら
丁
男
対
象
均
額

の
(
広
義
の
)
租
米
七
解
、
丁
女
対
象
均
額
の
(
広
義
の
)
租
米
一
二
、
五
解
が
生
ず
る
。
乙
れ
は
口
税
米
制
を
遥
か
な
一
つ
の
源
流
と
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
無
田
の
貧
民
に
も
か
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
も
し
日
税
米
制
に
お
い
て
丁
男
の
ほ
か
に
丁
女
に
三
解
の
半
ば
、
つ
ま
り
一
、
五
解
が

か
け
ら
れ
た
に
し
て
も
、
(
畝
ご
と
に
二
斗
と
い
う
)
度
回
収
租
制
か
ら
口
税
米
制
へ
の
切
り
か
え
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
推
定
が
否
定
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
威
和
二
年
の
畝
ご
と
に
三
斗
と
い
う
田
租
は
大
土
地
所
有
者
に
と
っ
て
大
き
い
負
担
増
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
最
大

の
豪
族
集
団
は
三
呉
の
豪
族
集
団
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
も
中
原
の
北
族
勢
力
の
南
下
を
防
ぐ
だ
け
の
実
力
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
に
彼
ら

も
も
は
や
東
晋
政
権
か
ら
離
反
し
よ
う
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
少
し
で
も
有
利
な
立
場
を
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
乙
れ
は
蘇
峻
・
祖
約
の
乱
後
の
処
置
時
に
あ
っ
て
も
変
り
は
な
か
っ
た
。
き
て
、
西
晋
の
天
下
統
一
後
、
一
戸
対
象
資
産
対
応
の
税
が
設
け
ら
れ

た
。
東
晋
に
入
っ
て
も
一
回
の
資
産
は
申
告
の
形
で
政
府
に
把
握
さ
れ
そ
れ
に
対
す
る
税
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
南
朝
に
入
る
と
そ
の
重
税
で
あ
る
こ

と
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
東
晋
時
代
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
税
は
田
の
所
有
額
も
勘
案
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
政

治
的
支
配
者
層
に
入
っ
て
い
る
豪
族
が
新
税
制
に
お
い
て
右
の
制
と
の
か
ね
あ
い
に
お
い
て
、
不
利
に
な
ら
な
い
だ
け
の
処
置
を
し
た
乙
と
は
十
分

推
測
さ
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
、
西
晋
平
呉
後
、
旧
屯
田
で
あ
る
課
田
を
耕
作
し
な
い
も
の
、
無
田
の
も
の
に
対
し
義
米
を
人
ご
と
に
三
解
(
遠
け
れ

ば
五
斗
、
極
め
て
遠
け
れ
ば
二
十
八
文
)
か
け
て
い
る
。
東
晋
時
代
普
遍
的
な
形
で
義
米
の
制
が
あ
っ
た
の
を
物
語
る
史
料
は
見
当
ら
な
い
が
、
か

つ
て
無
田
の
も
の
に
義
米
三
解
の
制
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
口
税
米
制
の
田
租
額
は
必
ず
し
も
負
担
不
可
能
な
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
よ
う
。
⑤
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役

東
晋
南
朝
の
得
役
に
関
し
て
は
待
役
免
除
に
か
ら
む
諸
問
題
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
と
り
あ
げ
る
。

第
一
に
白
籍
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
の
循
役
免
除
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
西
晋
時
代
の
一
戸
籍
は
黄
籍
で
、
そ
れ
に
記
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
庶
民
は

す
べ
て
待
役
を
か
け
ら
れ
た
。
東
晋
に
な
る
と
流
寓
者
の
一
戸
籍
と
し
て
臼
籍
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
に
記
さ
れ
た
も
の
は
庶
民
会
一
五
門
)
で
あ
っ
て

も
格
役
を
免
除
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
白
籍
が
制
定
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
北
来
の
流
寓
貴
族
が
そ
の
政
治
的
優
越
性
を
守
る
こ
と
の
一
環
と
し
て



「
北
人
」
と
い
う
地
縁
控
を
お
し
出
し
、
い
わ
ば
征
服
者
と
し
て
の
「
北
人
」
の
底
辺
を
拡
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
や
、
　
（
貴
族
を
中
核
と
す
る
）
南

北
の
豪
強
が
そ
の
も
と
に
入
っ
た
人
々
を
免
役
と
し
、
以
て
そ
の
も
の
に
対
す
る
封
鎖
的
支
配
力
を
強
め
る
と
同
時
に
そ
の
労
働
力
を
自
己
に
提
供

さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
際
、
彼
ら
を
（
制
度
的
な
・
自
己
の
戸
籍
に
注
記
す
る
）
客
と
す
る
こ
と
以
外
に
、
彼
ら
の
多
く
が
北
来
の
流
人
で
あ

っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
彼
ら
を
独
立
の
戸
籍
に
つ
け
つ
つ
も
右
の
意
図
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
白
亜
制
度
は
戸

籍
の
庶
民
の
負
担
筏
役
量
の
増
加
と
黄
籍
の
庶
民
の
流
亡
と
の
悪
循
環
を
繰
り
憶
え
さ
せ
る
べ
く
機
能
し
た
。
（
得
役
負
担
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
際
、

東
晋
宋
斉
時
代
そ
の
庶
民
は
一
応
三
五
門
に
限
ら
れ
る
。
）

　
第
二
に
七
条
徴
発
に
始
ま
る
揺
役
免
除
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
東
晋
細
辛
裕
（
の
ち
の
宋
の
武
帝
）
は
臼
歯
制
度
を
廃
止
し
戸
籍
を
黄
籍
に
統
一

し
た
。
こ
れ
は
宋
の
幼
帝
一
夜
の
天
子
が
、
　
（
対
外
的
に
南
北
の
貴
族
ら
と
と
も
に
政
治
的
支
配
者
と
な
る
と
同
時
に
、
）
対
内
的
に
彼
ら
へ
の
優

位
を
強
め
た
の
を
示
唆
す
る
。
右
以
後
庶
民
の
待
役
免
除
問
題
は
暫
く
影
を
ひ
そ
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
再
び
歴
史
の
表
面
に
現
わ
れ
る
の
は
、

宋
の
元
嘉
二
十
七
年
重
心
が
来
冠
し
た
と
き
南
伯
州
で
三
五
門
徴
発
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
父
祖
伯
叔
兄
弟
が
一
定
範
囲
の
九
品
官
に
就
い
て
い
た

も
の
の
軍
役
徴
発
を
免
除
す
る
こ
と
を
う
ち
出
し
て
以
後
で
あ
る
。
　
（
南
朝
で
は
こ
の
徴
発
免
除
に
関
す
る
規
定
を
七
条
徴
発
と
い
っ
た
。
）
こ
の

七
条
徴
発
出
現
の
背
景
で
あ
る
が
、
西
晋
末
ご
ろ
制
定
さ
れ
た
族
門
制
に
は
次
第
に
実
情
と
合
わ
な
い
点
が
出
て
き
た
。
そ
の
一
つ
に
江
南
に
お
い

て
三
五
門
層
に
階
層
分
化
が
起
り
一
部
富
裕
な
三
五
門
が
九
品
官
に
就
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
九
品
官
は
必
ら
ず
し
も
後
門

層
の
就
く
べ
き
も
の
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
次
門
層
の
就
く
べ
き
も
の
に
及
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
位
官
は
単
に
彼
ら
の
名
誉
欲
を
満
足
さ
せ
る

だ
け
の
も
の
で
、
彼
ら
は
退
官
後
得
役
を
か
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
近
親
の
循
役
免
除
と
い
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
七
条

徴
発
が
出
さ
れ
た
の
は
国
難
の
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
一
般
的
に
い
え
ば
全
三
五
門
を
対
象
に
し
て
（
穣
役
の
な
か
の
）
軍
役
を
む
し
ろ
厳
酷

に
か
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
七
条
徴
発
が
出
さ
れ
た
の
は
当
時
（
九
品
官
に
就
く
よ
う
な
）
一
部
三
五
門
の
勢
力
が
極
め
て

大
き
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
と
し
か
理
解
で
き
な
い
。
以
後
九
品
官
に
就
い
た
三
五
門
の
軍
役
免
除
（
ひ
い
て
は
よ
り
広
い
揺
役
免
除
）
は

全
国
に
拡
が
っ
た
。
さ
て
、
西
晋
時
代
い
ま
だ
族
門
制
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
ろ
、
九
品
官
に
就
い
た
も
の
に
退
官
後
の
筏
役
免
除
（
軍
役
免
除

を
含
む
）
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
一
族
に
も
そ
れ
を
与
え
る
規
定
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
一
族
の
免
除
は
官
品
に
よ
っ
て
本
人
の
三
世
（
祖
父
及

び
そ
の
子
孫
）
か
ら
九
族
（
高
祖
及
び
そ
の
子
孫
）
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
規
定
の
一
族
の
範
囲
に
は
戸
籍
制
度
上
の
戸
目
家
の
構
成
員
の

範
囲
を
こ
え
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
官
衙
に
は
免
役
に
関
す
る
帳
簿
が
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
族
門
制
制
定
以
後
右
の
篠
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「
北
人
」
と
い
う
地
縁
性
を
お
し
出
し
、
い
わ
ば
征
服
者
と
し
て
の
「
北
人
」
の
底
辺
を
拡
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
や
、
(
貴
族
を
中
核
と
す
る
)
南

北
の
豪
強
が
そ
の
も
と
に
入
っ
た
人
々
を
免
役
と
し
、
以
て
そ
の
も
の
に
対
す
る
封
鎖
的
支
配
力
を
強
め
る
と
同
時
に
そ
の
労
働
力
を
自
己
に
提
供

さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
際
、
彼
ら
を
(
制
度
的
な
・
自
己
の
一
戸
籍
に
注
記
す
る
)
客
と
す
る
乙
と
以
外
に
、
彼
ら
の
多
く
が
北
来
の
流
人
で
あ

っ
た
乙
と
を
ふ
ま
え
、
彼
ら
を
独
立
の
一
戸
籍
に
つ
け
つ
つ
も
右
の
意
図
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
白
籍
制
度
は
黄

籍
の
庶
民
の
負
担
待
役
量
の
増
加
と
黄
籍
の
庶
民
の
流
亡
と
の
悪
循
環
を
繰
り
返
え
さ
せ
る
べ
く
機
能
し
た
。
(
待
役
負
担
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
際
、

東
晋
宋
斉
時
代
そ
の
庶
民
は
一
応
三
五
門
に
限
ら
れ
る
。
)

第
二
に
七
条
徴
発
に
始
ま
る
得
役
免
除
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
東
晋
末
劉
裕
(
の
ち
の
宋
の
武
帝
)
は
臼
籍
制
度
を
廃
止
し
一
戸
籍
を
黄
籍
に
統
一

し
た
。
乙
れ
は
宋
の
武
帝
1

宋
の
天
子
が
、
(
対
外
的
に
南
北
の
貴
族
ら
と
と
も
に
政
治
的
支
配
者
と
な
る
と
同
時
に
、
)
対
内
的
に
彼
ら
へ
の
優

位
を
強
め
た
の
を
示
唆
す
る
。
右
以
後
庶
民
の
得
役
免
除
問
題
は
暫
く
影
を
ひ
そ
め
る
乙
と
に
な
る
。
そ
れ
が
再
び
歴
史
の
表
面
に
現
わ
れ
る
の
は
、

宋
の
元
嘉
二
十
七
年
北
貌
が
来
冠
し
た
と
き
南
亮
州
で
三
五
門
徴
発
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
父
祖
伯
叔
兄
弟
が
一
定
範
囲
の
九
品
官
に
就
い
て
い
た

も
の
の
軍
役
徴
発
を
免
除
す
る
乙
と
を
う
ち
出
し
て
以
後
で
あ
る
。
(
南
朝
で
は
こ
の
徴
発
免
除
に
関
す
る
規
定
を
七
条
徴
発
と
い
っ
た
。
)
乙
の

七
条
徴
発
出
現
の
背
景
で
あ
る
が
、
西
晋
末
ご
ろ
制
定
さ
れ
た
族
門
制
に
は
次
第
に
実
情
と
合
わ
な
い
点
が
出
て
き
た
。
そ
の
一
つ
に
江
南
に
お
い

て
三
五
門
層
に
階
層
分
化
が
起
り
一
部
富
裕
な
三
五
門
が
九
品
宮
に
就
く
よ
う
に
な
っ
た
乙
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
乙
の
九
品
官
は
必
ら
ず
し
も
後
門

層
の
就
く
べ
き
も
の
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
次
門
層
の
就
く
べ
き
も
の
に
及
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
就
官
は
単
に
彼
ら
の
名
誉
欲
を
満
足
さ
せ
る

だ
け
の
も
の
で
、
彼
ら
は
退
官
後
待
役
を
か
け
ら
れ
た
。
そ
乙
で
は
も
ち
ろ
ん
近
親
の
格
‘
役
免
除
と
い
っ
た
乙
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
七
条

徴
発
が
出
さ
れ
た
の
は
困
難
の
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
一
般
的
に
い
え
ば
全
三
五
門
を
対
象
に
し
て
(
待
役
の
な
か
の
)
軍
役
を
む
し
ろ
厳
酷

に
か
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
七
条
徴
発
が
出
さ
れ
た
の
は
当
時
(
九
品
官
に
就
く
よ
う
な
)
一
部
三
五
門
の
勢
力
が
極
め
て

大
き
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
、
と
し
か
理
解
で
き
な
い
。
以
後
九
品
官
民
就
い
た
三
五
円
の
軍
役
免
除
(
ひ
い
て
は
よ
り
広
い
待
役
免
除
)
は

全
国
に
拡
が
っ
た
。
き
て
、
西
晋
時
代
い
ま
だ
族
門
制
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
乙
ろ
、
九
品
官
民
就
い
た
も
の
に
退
官
後
の
待
役
免
除
(
軍
役
免
除

を
含
む
)
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
一
族
に
も
そ
れ
を
与
え
る
規
定
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
一
族
の
免
除
は
官
品
に
よ
っ
て
本
人
の
三
世
(
祖
父
及

び
そ
の
子
孫
)
か
ら
九
族
(
高
祖
及
び
そ
の
子
孫
)
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
の
規
定
の
一
族
の
範
囲
に
は
一
月
籍
制
度
上
の
一
同
H
家
の
構
成
員
の

範
囲
を
乙
え
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
官
街
に
は
免
役
に
関
す
る
帳
簿
が
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
族
門
制
制
定
以
後
右
の
待

漢
六
朝
の
税
役
問
題
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漢
六
朝
の
税
役
問
題

役
免
除
は
後
門
層
以
上
に
適
用
さ
れ
、
三
五
門
層
は
就
官
の
機
会
そ
の
も
の
さ
え
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
の
ち
（
例
外
的
に
）
与
え
ら
れ
た
に
し

て
も
、
　
（
退
官
後
の
）
本
人
や
一
族
の
得
役
免
除
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
七
条
徴
発
に
よ
っ
て
そ
の
基
本
線
が
大
き
く
変
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
九
品
官
に
二
七
し
そ
れ
に
よ
っ
て
（
退
官
後
の
）
本
人
や
一
族
の
稿
役
免
除
が
認
め
ら
れ
た
も
の
が
後
門
層
（
以
上
）
に
準
じ
た
取
扱
い
を

う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
七
条
徴
発
が
行
わ
れ
た
元
嘉
二
十
七
年
か
ら
四
年
目
の
産
量
元
年
、
新
た
に
書
籍
（
の
制
）

が
で
き
た
。
こ
れ
は
戸
H
家
の
編
成
原
則
（
兄
弟
の
終
世
同
棲
）
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
一
族
よ
り
外
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
戸
1
1
家
の

も
の
に
免
役
権
を
与
え
る
人
物
が
い
る
場
合
、
そ
の
人
物
の
名
前
、
そ
の
就
い
た
官
職
、
そ
の
就
官
の
年
次
、
そ
れ
と
戸
主
と
の
続
き
が
ら
な
ど
を

戸
籍
に
書
き
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
七
条
徴
発
と
こ
の
書
籍
と
は
結
局
一
部
富
裕
な
三
五
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
国
家
権
力
が
お
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
生
じ

た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
さ
ら
に
（
社
会
的
実
態
と
し
て
の
）
士
人
（
通
常
、
甲
孟
春
と
次
門
層
と
の
構
成
者
）
と
の
通
婚
に
よ
っ
て
そ
の
社
会

的
地
位
を
高
め
よ
う
と
し
て
く
る
。
と
こ
ろ
で
、
い
っ
た
ん
右
の
制
度
が
設
け
ら
れ
る
と
、
戸
籍
偽
濫
に
よ
っ
て
芝
之
（
と
く
に
軍
役
）
を
免
が
れ

よ
う
と
す
る
富
裕
な
三
五
門
が
多
く
な
っ
て
く
る
。
な
お
、
戸
籍
偽
濫
は
本
人
だ
け
の
も
の
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
戸
籍
野
暮
に
は
一
万
銭
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
な
し
え
た
三
五
門
も
亦
、
公
然
と
九
品
官
に
就
い
た
三
五
門
に
つ
い
で
富
裕
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
論
を
進
め
よ
う
。
宋
の
孝
武
帝
の
大
明
（
孝
建
の
つ
ぎ
の
年
号
が
大
明
）
以
降
斉
初
に
至
る
ま
で
、
戸
口
が
減
少
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

中
央
政
府
の
財
政
は
極
端
な
赤
字
で
政
治
の
運
営
も
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
か
な
り
特
異
な
現
象
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
一
は
脱
税
で
あ
る
。
貴
族
以
下
の
士
人
に
限
ら
ず
、
富
裕
な
庶
民
に
あ
っ
て
も
九
品
官
就
官
な
り
戸
籍
偽
言
な
り
に
よ
っ

て
循
役
免
除
を
か
ち
と
る
よ
う
な
勢
に
あ
っ
た
だ
け
に
、
盛
ん
に
脱
税
を
行
っ
た
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
宋
斉
時
代
戸
の
資
産
対
応
の

税
は
重
要
な
税
目
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
税
の
性
格
か
ら
見
て
と
く
に
富
裕
層
の
脱
税
が
極
め
て
多
か
っ
た
の
が
推
測
さ
れ
る
。
　
（
そ
の
税
の
資
産
に

は
、
大
明
年
間
以
降
事
実
上
有
力
者
層
の
占
有
－
用
益
権
所
有
が
公
認
さ
れ
た
「
言
前
」
が
含
ま
れ
る
。
）
そ
の
二
は
戸
籍
偽
濫
に
か
ら
む
役
人
の

減
少
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
形
の
戸
籍
偽
装
に
よ
っ
て
横
飛
（
と
く
に
軍
役
）
を
免
か
れ
る
も
の
が
多
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
徴
発
の
兵
士
が
へ

る
こ
と
に
な
り
、
募
兵
（
豪
強
が
将
軍
と
な
っ
た
際
そ
の
有
籍
の
隷
従
を
募
兵
に
応
じ
さ
せ
た
形
を
と
る
も
の
を
含
む
）
が
盛
ん
と
な
る
。
こ
の
募

兵
の
形
に
よ
る
軍
役
は
一
般
的
に
い
っ
て
大
し
た
苦
痛
で
は
な
く
、
ま
た
軍
学
を
え
て
九
品
官
と
な
る
機
会
が
あ
る
た
め
、
貧
し
い
庶
民
は
む
し
ろ

進
ん
で
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
事
実
上
循
役
廻
避
と
い
う
面
を
も
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
態
で
あ
る
た
め
中
央
、
地
方
の
猟
男
量
は
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。
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役
免
除
は
後
門
層
以
上
に
適
用
さ
れ
、
三
五
門
層
は
就
官
の
機
会
そ
の
も
の
さ
え
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
の
ち
(
例
外
的
に
)
与
え
ら
れ
た
に
し

て
も
、
(
退
官
後
の
)
本
人
や
一
族
の
待
役
免
除
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
七
条
徴
発
に
よ
っ
て
そ
の
基
本
線
が
大
き
く
変
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
九
品
官
民
就
官
し
そ
れ
に
よ
っ
て
(
退
官
後
の
)
本
人
や
一
族
の
循
役
免
除
が
認
め
ら
れ
た
も
の
が
後
門
層
(
以
上
)
に
準
じ
た
取
扱
い
を

う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
七
条
徴
発
が
行
わ
れ
た
元
嘉
二
十
七
年
か
ら
四
年
目
の
孝
建
元
年
、
新
た
に
書
籍
(
の
制
)

が
で
き
た
。
乙
れ
は
一
月
H
家
の
編
成
原
則
(
兄
弟
の
終
世
間
籍
)
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
一
族
よ
り
外
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
一
向
日
家
の

も
の
に
免
役
権
を
与
え
る
人
物
が
い
る
場
合
、
そ
の
人
物
の
名
前
、
そ
の
就
い
た
官
職
、
そ
の
就
官
の
年
次
、
そ
れ
と
一
円
主
と
の
続
き
が
ら
な
ど
を

一
月
籍
に
書
き
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
七
条
徴
発
と
乙
の
書
籍
と
は
結
局
一
部
富
裕
な
三
五
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
国
家
権
力
が
お
さ
れ
た
と
乙
ろ
に
生
じ

た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
さ
ら
に
(
社
会
的
実
態
と
し
て
の
)
士
人
(
通
常
、
甲
族
層
と
次
門
層
と
の
構
成
者
)
と
の
通
婚
に
よ
っ
て
そ
の
社
会

的
地
位
を
高
め
よ
う
と
し
て
く
る
。
と
こ
ろ
で
、
い
っ
た
ん
右
の
制
度
が
設
け
ら
れ
る
と
、
戸
籍
偽
濫
に
よ
っ
て
縄
役
(
と
く
に
軍
役
)
を
免
が
れ

よ
う
と
す
る
富
裕
な
三
五
門
が
多
く
な
っ
て
く
る
。
な
お
、
戸
籍
偽
濫
は
本
人
だ
け
の
も
の
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
戸
籍
偽
濫
に
は
一
万
銭
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
な
し
え
た
三
五
門
も
亦
、
公
然
と
九
品
官
に
就
い
た
三
五
門
に
つ
い
で
富
裕
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

論
を
進
め
よ
う
。
宋
の
孝
武
帝
の
大
明
(
孝
建
の
つ
ぎ
の
年
号
が
大
明
)
以
降
斉
初
に
至
る
ま
で
、
戸
口
が
減
少
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

中
央
政
府
の
財
政
は
極
端
な
赤
字
で
政
治
の
運
営
も
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
か
な
り
特
異
な
現
象
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
一
は
脱
税
で
あ
る
。
貴
族
以
下
の
士
人
に
限
ら
ず
、
富
裕
な
庶
民
に
あ
っ
て
も
九
品
官
就
宮
な
り
戸
籍
偽
濫
な
り
に
よ
っ

て
得
役
免
除
を
か
ち
と
る
よ
う
な
勢
に
あ
っ
た
だ
け
に
、
盛
ん
に
脱
税
を
行
っ
た
乙
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
宋
斉
時
代
一
月
の
資
産
対
応
の

税
は
重
要
な
税
目
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
税
の
性
格
か
ら
見
て
と
く
に
富
裕
層
の
脱
税
が
極
め
て
多
か
っ
た
の
が
推
測
さ
れ
る
。
(
そ
の
税
の
資
産
に

は
、
大
明
年
間
以
降
事
実
上
有
力
者
層
の
占
有

i
用
益
権
所
有
が
公
認
さ
れ
た
「
薮
沢
」
が
含
ま
れ
る
。
)
そ
の
こ
は
一
戸
籍
偽
濫
に
か
ら
む
役
人
の

減
少
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
形
の
一
戸
籍
偽
濫
に
よ
っ
て
得
役
(
と
く
に
軍
役
)
を
免
か
れ
る
も
の
が
多
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
徴
発
の
兵
士
が
へ

る
こ
と
に
な
り
、
募
兵
(
豪
強
が
将
軍
と
な
っ
た
際
そ
の
有
籍
の
私
従
を
募
兵
に
応
じ
さ
せ
た
形
を
と
る
も
の
を
含
む
)
が
盛
ん
と
な
る
。
乙
の
募

兵
の
形
に
よ
る
軍
役
は
一
般
的
に
い
っ
て
大
し
た
苦
痛
で
は
な
く
、
ま
た
軍
勲
を
え
て
九
品
官
と
な
る
機
会
が
あ
る
た
め
、
貧
し
い
庶
民
は
む
し
ろ

進
ん
で
乙
れ
に
応
じ
て
い
る
。
乙
れ
は
事
実
上
徳
一
役
廻
避
と
い
う
面
を
も
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
態
で
あ
る
た
め
中
央
、
地
方
の
穐
役
量
は
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
戸
籍
幻
惑
の
改
訂
に
つ
と
め
た
斉
の
武
豊
の
と
き
の
こ
と
を
見
て
み
よ
う
。
斉
で
は
皇
帝
が
改
訂
に
つ
と
め
武
帝
も
そ
れ
を
推
進
し
た
。

あ
と
で
ふ
れ
る
唐
寓
之
の
乱
は
そ
の
推
進
の
間
に
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
武
帝
の
永
明
七
年
以
降
、
官
吏
層
に
幹
憧
や
郎
を
加
え
る
場
合

が
眼
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。
幹
億
と
は
雑
役
の
し
つ
ち
官
衙
や
官
吏
に
支
給
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
郎
は
雑
役
の
代
役
銭
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
右

は
必
ら
ず
や
役
人
増
加
と
相
応
じ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
武
帝
の
死
亡
時
上
諭
に
五
億
、
斎
庫
に
三
億
以
上
の
銭
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。

当
時
楊
州
、
南
徐
州
そ
の
他
で
戸
対
象
資
産
対
応
の
税
の
幾
分
か
を
銭
納
さ
せ
て
い
る
。
右
の
銭
は
恐
ら
く
こ
れ
が
貯
え
ら
れ
た
の
を
主
と
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
武
帝
が
国
力
の
充
実
に
力
め
た
の
を
察
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
点
で
さ
き
の
戸
籍
偽
濫
の
改
訂
－
役
人
増
加
と

相
応
ず
る
と
こ
ろ
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
武
鑑
は
そ
の
晩
年
宋
時
代
の
戸
籍
の
注
を
そ
の
ま
ま
と
し
、
今
後
の
不
正
を
厳
し
く
取
締
る
と
い
う

詔
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
旧
来
の
や
り
か
た
の
退
歩
で
あ
る
。
蓋
し
酒
浴
た
る
社
会
の
流
れ
に
反
す
る
面
を
も
つ
戸
籍
偽
濫
の
改
訂
は
も
は
や
旧

来
の
や
り
か
た
で
は
如
何
と
も
な
し
が
た
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
後
斉
時
代
戸
籍
偽
濫
は
盛
ん
に
行
わ
れ
、
　
（
実
質
的
に
）
役
人
は
ま
す
ま

す
減
少
し
て
行
っ
た
。

　
な
お
、
斉
の
永
明
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
唐
寓
之
の
乱
が
起
っ
た
。
そ
の
主
体
は
戸
籍
偽
濫
を
行
っ
て
却
籍
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
乱
に
は
大
き
い
欠
陥
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
却
籍
さ
れ
た
も
の
と
ほ
ぼ
相
似
た
階
層
は
全
国
的
に
存
在
し
て
い
た
が
、
集
落
に
は
よ
り
上
層

で
正
規
の
途
を
通
っ
て
九
品
官
に
な
れ
る
も
の
も
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
極
貧
で
戸
籍
血
止
に
は
関
係
の
な
い
も
の
も
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
乱
の

中
心
人
物
た
ち
は
農
民
全
体
の
支
援
乃
至
一
体
感
を
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
右
の
戸
籍
偽
濫
は
も
と
も
と

当
時
の
政
治
体
制
を
肯
定
し
た
上
で
支
配
者
的
特
権
を
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
底
辺
の
人
々
を
組
み
込
ん
で

新
ら
し
い
政
治
体
制
を
つ
く
る
こ
と
を
志
向
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
梁
の
頭
痛
は
天
守
七
年
を
頂
点
と
す
る
い
わ
ゆ
る
天
監
の
改
革
を
行
っ
た
。
こ
の
際
の
新
ら
し
い
方
法
に
よ
っ
て
旧
来
の
役
人
減
少
問
題
、
戸
籍

偽
濫
問
題
は
一
応
解
決
で
き
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
ま
た
新
た
な
、
事
実
上
の
篠
役
廻
避
問
題
が
生
ず
る
。
そ
の
点
は
す
で
に
第
四
章
で
述
べ
た
。

　
こ
こ
で
門
生
の
得
．
役
免
除
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。
漢
時
代
有
力
者
の
権
勢
を
自
ら
の
官
界
入
り
、
そ
れ
以
後
の
官
達
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の

門
に
多
数
門
生
が
集
ま
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
晋
南
朝
に
な
っ
て
家
格
の
固
定
化
が
進
む
と
、
諸
人
が
門
生
と
し
て
官
達
を
え
る
と
い
っ
た

こ
と
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
に
あ
っ
て
も
権
勢
者
の
も
と
に
官
吏
志
望
の
門
生
が
い
た
が
、
宋
斉
時
代
に
つ
い
て
い
え
ば
、
門
生
と

し
て
推
挙
さ
れ
官
界
に
入
る
も
の
は
一
応
後
門
層
、
三
五
門
層
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
士
人
が
門
生
と
な
る
こ
と
を
通
じ
て
官
界
に
入
る
と
い

’
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乙
こ
で
一
戸
籍
偽
濫
の
改
訂
に
つ
と
め
た
斉
の
武
帝
の
と
き
の
こ
と
を
見
て
み
よ
う
。
斉
で
は
高
帝
が
改
訂
に
つ
と
め
武
帝
も
そ
れ
を
推
進
し
た
。

あ
と
で
ふ
れ
る
唐
寓
之
の
乱
は
そ
の
推
進
の
聞
に
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
武
帝
の
永
明
七
年
以
降
、
官
吏
層
に
幹
偉
や
郎
を
加
え
る
場
合

が
眼
に
つ
く
よ
う
に
な
る
。
幹
億
と
は
雑
役
の
う
ち
官
街
や
官
吏
に
支
給
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
郎
は
雑
役
の
代
役
銭
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
右

は
必
ら
ず
や
役
人
増
加
と
相
応
じ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
武
帝
の
死
亡
時
上
庫
に
五
億
、
斎
庫
に
三
億
以
上
の
銭
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。

当
時
楊
州
、
南
徐
州
そ
の
他
で
戸
対
象
資
産
対
応
の
税
の
幾
分
か
を
銭
納
さ
せ
て
い
る
。
右
の
銭
は
恐
ら
く
乙
れ
が
貯
え
ら
れ
た
の
を
主
と
す
る
の

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
武
帝
が
国
力
の
充
実
に
力
め
た
の
を
察
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
点
で
さ
き
の
戸
籍
偽
濫
の
改
訂
|
役
人
増
加
と

相
応
ず
る
と
こ
ろ
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
武
帝
は
そ
の
晩
年
宋
時
代
の
一
戸
籍
の
注
を
そ
の
ま
ま
と
し
、
今
後
の
不
正
を
厳
し
く
取
締
る
と
い
う

詔
を
出
し
て
い
る
。
乙
れ
は
旧
来
の
や
り
か
た
の
退
歩
で
あ
る
。
蓋
し
治
活
た
る
社
会
の
流
れ
に
反
す
る
面
を
も
っ
戸
籍
偽
濫
の
改
訂
は
も
は
や
旧

来
の
や
り
か
た
で
は
如
伺
と
も
な
し
が
た
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
後
斉
時
代
一
戸
籍
偽
濫
は
盛
ん
に
行
わ
れ
、
(
実
質
的
に
)
役
人
は
ま
す
ま

す
減
少
し
て
行
っ
た
。

な
お
、
斉
の
永
明
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
唐
宵
之
の
乱
が
起
っ
た
。
そ
の
主
体
は
戸
籍
偽
濫
を
行
っ
て
却
籍
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

乙
の
乱
に
は
大
き
い
欠
陥
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
却
籍
さ
れ
た
も
の
と
ほ
ぼ
相
似
た
階
層
は
全
国
的
に
存
在
し
て
い
た
が
、
集
落
に
は
よ
り
上
層

で
正
規
の
途
を
通
っ
て
九
品
宮
に
な
れ
る
も
の
も
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
極
貧
で
一
戸
籍
偽
濫
に
は
関
係
の
な
い
も
の
も
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
乱
の

中
心
人
物
た
ち
は
農
民
全
体
の
支
援
乃
至
一
体
感
を
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
右
の
一
戸
籍
偽
濫
は
も
と
も
と

当
時
の
政
治
体
制
を
肯
定
し
た
上
で
支
配
者
的
特
権
を
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
底
辺
の
人
々
を
組
み
込
ん
で

新
ら
し
い
政
治
体
制
を
つ
く
る
こ
と
を
志
向
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

梁
の
武
帝
は
天
監
七
年
を
頂
点
と
す
る
い
わ
ゆ
る
天
監
の
改
革
を
行
っ
た
。
乙
の
際
の
新
ら
し
い
方
法
に
よ
っ
て
旧
来
の
役
人
減
少
問
題
、
戸
籍

偽
濫
問
題
は
一
応
解
決
で
き
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
ま
た
新
た
な
、
事
実
上
の
得
役
廻
避
問
題
が
生
ず
る
。
そ
の
点
は
す
で
に
第
四
章
で
述
べ
た
。

乙
こ
で
門
生
の
得
役
免
除
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。
漢
時
代
有
力
者
の
権
勢
を
自
ら
の
官
界
入
り
、
そ
れ
以
後
の
官
達
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の

門
に
多
数
門
生
が
集
ま
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
晋
南
朝
に
な
っ
て
家
格
の
固
定
化
が
進
む
と
、
諸
人
が
門
生
と
し
て
宮
達
を
え
る
と
い
っ
た

乙
と
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
に
あ
っ
て
も
権
勢
者
の
も
と
に
官
吏
志
望
の
門
生
が
い
た
が
、
宋
斉
時
代
に
つ
い
て
い
え
ば
、
門
生
と

し
て
推
挙
さ
れ
官
界
に
入
る
も
の
は
一
応
後
門
層
、
一
二
五
門
層
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
士
人
が
門
生
と
な
る
乙
と
を
通
じ
て
官
界
に
入
る
と
い

漢
六
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つ
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
南
朝
と
く
に
宋
斉
時
代
に
は
多
数
の
門
生
が
い
た
。
そ
の
な
か
に
は
無
学
の
高
級
武
人
の
門
生
も
い
る
。
こ
う
し
た

門
生
が
存
在
し
た
理
由
と
し
て
彼
ら
が
免
役
権
を
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
漢
時
代
門
生
が
免
役
と
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
六
朝
に
入
る
と
西
晋
時
代
門
生
が
地
方
長
官
の
徴
発
す
る
揺
役
を
免
ぜ
ら
れ
る
場
合
が
現
わ
れ
、
宋
斉
時
代
に
な
る
と
往
々
中

央
政
府
の
徴
発
す
る
徳
．
役
（
軍
役
な
ど
）
も
亦
こ
れ
を
免
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
免
役
は
、
門
生
は
師
た
る
官
吏
に
つ
い
て
治
国
の
学
（

経
学
）
を
学
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
達
成
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
労
働
力
を
提
供
す
る
径
役
を
免
除
す
る
、
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
生
じ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
富
裕
な
商
人
が
有
力
な
官
吏
の
門
生
と
な
る
場
合
、
単
に
斎
宮
免
除
を
望
む
だ
け
で
な
く
、
そ
の
師
の
権
勢
に
よ
っ
て

商
行
為
を
な
す
上
で
の
便
宜
を
え
よ
う
と
し
た
こ
と
を
あ
わ
せ
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
官
吏
が
貧
し
い
庶
民
を
門
生
と
し
た
場
合
、
何
ら
か
の

形
で
そ
の
生
活
を
「
保
証
」
す
る
反
面
、
公
的
な
篠
役
が
免
除
さ
れ
た
分
を
師
た
る
己
れ
に
提
供
さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
大
き
い
理
由
と
な
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
な
お
、
右
の
門
生
を
も
ち
え
る
官
吏
は
恐
ら
く
士
人
の
就
く
べ
き
官
に
就
い
た
士
人
と
、
士
人
で
な
く
て
も
か
な
り
の
地
位
に
昇
っ
た
武

人
と
で
あ
ろ
う
。
以
上
見
て
き
た
門
生
の
免
役
は
梁
の
天
監
の
改
革
以
後
否
定
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

④
　
商
税
・
過
税

　
東
晋
南
朝
の
面
罵
と
し
て
は
血
税
（
売
買
に
際
し
、
商
品
の
価
額
に
応
じ
て
一
定
の
率
で
か
け
る
税
）
と
市
税
H
市
調
と
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に

関
津
の
過
税
も
あ
っ
た
。
市
税
と
関
津
の
過
税
と
を
合
せ
て
関
市
の
税
と
も
い
っ
た
。
　
（
過
税
は
商
税
で
は
な
い
が
、
行
論
の
便
宜
上
商
税
と
あ
わ

せ
論
ず
る
。
）

　
天
監
の
改
革
以
前
の
南
朝
に
つ
い
て
い
え
ば
、
中
央
政
府
で
定
め
ら
れ
た
予
算
は
資
費
と
い
っ
た
。
各
官
衙
に
は
一
年
単
位
の
資
費
が
あ
り
、
そ

れ
に
は
主
と
し
て
租
、
調
が
あ
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
資
費
に
長
官
以
下
の
俸
給
が
入
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
た
だ
養

兵
費
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
州
鎮
に
つ
い
て
見
た
際
、
少
な
く
と
も
建
て
前
の
う
え
で
そ
の
兵
は

常
備
し
訓
練
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
多
額
の
養
兵
費
が
不
可
欠
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
充
当
さ
れ
る
も
の
と
し
て
ま
ず
屯
田
収
入
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
地
方
税
と
し
て
の
佑
税
と
市
税
と
が
想
定
さ
れ
る
。
東
晋
宋
斉
時
代
土
地
の
肥
痩
と
州
鎮
勢
力
の
大
小
と
は
必
ら
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
交
通
の
要
衝
ひ
い
て
は
商
品
流
通
の
要
地
に
あ
る
州
鎮
は
、
土
地
が
必
ら
ず
し
も
肥
え
て
い
な
く
て
も
往
々
大
鎮
と
な
っ
て
い
る
。

州
鎮
と
商
業
と
の
結
び
つ
き
は
さ
ま
ざ
ま
の
形
で
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
当
時
枯
税
と
市
税
と
が
地
方
税
で
言
笑
長
官
（
た
る
刺
史
）
が
そ
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っ
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
南
朝
と
く
に
宋
斉
時
代
に
は
多
数
の
門
生
が
い
た
。
そ
の
な
か
に
は
無
学
の
高
級
武
人
の
門
生
も
い
る
。
こ
う
し
た

門
生
が
存
在
し
た
理
由
と
し
て
彼
ら
が
免
役
権
を
え
よ
う
と
し
た
乙
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
漢
時
代
門
生
が
免
役
と
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
六
朝
に
入
る
と
西
晋
時
代
門
生
が
地
方
長
官
の
徴
発
す
る
徳
一
役
を
免
ぜ
ら
れ
る
場
合
が
現
わ
れ
、
宋
斉
時
代
に
な
る
と
往
々
中

央
政
府
の
徴
発
す
る
穐
役
(
軍
役
な
ど
)
も
亦
こ
れ
を
免
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
免
役
は
、
門
生
は
師
た
る
官
吏
に
つ
い
て
治
国
の
学
(

経
学
)
を
学
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
達
成
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
労
働
力
を
提
供
す
る
得
役
を
免
除
す
る
、
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
生
じ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
富
裕
な
商
人
が
有
力
な
官
吏
の
門
生
と
な
る
場
合
、
単
に
待
役
免
除
を
望
む
だ
け
で
な
く
、
そ
の
師
の
権
勢
に
よ
っ
て

商
行
為
を
な
す
上
で
の
便
宜
を
え
よ
う
と
し
た
こ
と
を
あ
わ
せ
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
官
吏
が
貧
し
い
庶
民
を
門
生
と
し
た
場
合
、
何
ら
か
の

形
で
そ
の
生
活
を
「
保
証
」
す
る
反
面
、
公
的
な
穐
役
が
免
除
さ
れ
た
分
を
師
た
る
己
れ
に
提
供
さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
大
き
い
理
由
と
な
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
な
お
、
右
の
門
生
を
も
ち
え
る
官
吏
は
恐
ら
く
士
人
の
就
く
べ
き
官
に
就
い
た
士
人
と
、
士
人
で
な
く
て
も
か
な
り
の
地
位
に
昇
っ
た
武

人
と
で
あ
ろ
う
。
以
上
見
て
き
た
門
生
の
免
役
は
梁
の
天
監
の
改
革
以
後
否
定
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

(c) 
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商
税
・
過
税

東
晋
南
朝
の
商
税
と
し
て
は
佑
税
(
売
買
に
際
し
、
商
品
の
価
額
に
応
じ
て
一
定
の
率
で
か
け
る
税
)
と
市
税
リ
市
調
と
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に

関
津
の
過
税
も
あ
っ
た
。
市
税
と
関
津
の
過
税
と
を
合
せ
て
関
市
の
税
と
も
い
っ
た
。
(
過
税
は
商
税
で
は
な
い
が
、
行
論
の
便
宜
上
商
税
と
あ
わ

せ
論
ず
る
。
)

天
監
の
改
革
以
前
の
南
朝
に
つ
い
て
い
え
ば
、
中
央
政
府
で
定
め
ら
れ
た
予
算
は
資
費
と
い
っ
た
。
各
官
街
に
は
一
年
単
位
の
資
費
が
あ
り
、
そ

れ
に
は
主
と
し
て
租
、
調
が
あ
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
資
費
に
長
官
以
下
の
俸
給
が
入
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
た
だ
養

兵
費
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
州
鎮
に
つ
い
て
見
た
際
、
少
な
く
と
も
建
て
前
の
う
え
で
そ
の
兵
は

常
備
し
訓
練
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
多
額
の
養
兵
費
が
不
可
欠
と
さ
れ
た
。
そ
れ
に
充
当
さ
れ
る
も
の
と
し
て
ま
ず
屯
回
収
入
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
地
方
税
と
し
て
の
佑
税
と
市
税
と
が
想
定
さ
れ
る
。
東
晋
宋
斉
時
代
土
地
の
肥
痩
と
州
鎮
勢
力
の
大
小
と
は
必
ら
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
交
通
の
要
衝
ひ
い
丈
は
商
品
流
通
の
要
地
に
あ
る
州
鎮
は
、
土
地
が
必
ら
ず
し
も
肥
え
て
い
な
く
て
も
往
々
大
鎮
と
な
っ
て
い
る
。

州
鎮
と
商
業
と
の
結
び
つ
き
は
さ
ま
ざ
ま
の
形
で
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
当
時
佑
税
と
市
税
と
が
地
方
税
で
州
鎮
長
官
(
た
る
刺
史
)
が
そ



の
税
収
入
を
地
方
財
政
収
入
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
現
実
に
そ
れ
ら
が
養
兵
費
な
ど
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
の
を
察
せ
し
め
る
に
足
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
梁
の
天
監
の
改
革
時
そ
れ
ら
は
改
め
て
国
税
と
さ
れ
て
い
る
。
梁
の
武
帝
は
州
鎮
長
官
と
し
て
の
実
力
に
よ
っ
て
梁
王
朝
を
建
て
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
旧
来
の
州
鎮
の
実
態
は
こ
れ
を
知
悉
し
て
い
た
。
武
帝
が
天
仁
の
改
革
に
お
い
て
中
央
集
権
を
う
ち
出
し
た
際
そ
の

一
環
と
し
て
佑
税
と
市
税
と
を
国
税
と
し
た
の
は
、
旧
来
そ
れ
が
州
鎮
勢
力
の
自
立
性
を
大
き
く
さ
さ
え
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
て
の
改
善
策
と
し
て

理
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
中
央
政
府
が
改
め
て
全
国
的
規
模
と
統
一
性
と
を
も
っ
て
養
兵
費
を
支
給
す
べ
き
こ
と
に
な
っ
た
。
　
（
屯
田
経
営
は
ほ
ぼ

旧
来
通
り
に
行
わ
れ
た
。
）
と
こ
ろ
で
、
と
く
に
梁
陳
時
代
、
王
侯
、
貴
族
、
地
方
長
官
な
ど
は
園
、
屯
、
邸
な
ど
の
経
営
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
収
入
が
養
兵
費
の
不
足
を
補
う
こ
と
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
梁
陳
の
国
家
権
力
は
解
離
し
て
し
ま
い
そ
う
な
要
素
を
い
く
つ
も
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
応
統
一
が
保
た
れ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
統
一
に
機
能
し
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
支
配
者
層
の
商
業
利
潤
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
　
（
漢
時
代
や
唐
時
代
な
ど

と
違
っ
て
、
）
南
朝
に
あ
っ
て
は
文
武
の
支
配
者
層
が
商
業
利
潤
を
え
る
こ
と
は
別
に
罪
悪
視
さ
れ
て
お
ら
ず
そ
れ
だ
け
に
相
当
多
数
の
文
武
の
支

配
者
層
が
直
接
的
に
商
業
を
営
ん
で
い
た
。
当
時
遠
隔
地
商
業
は
か
な
り
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
梁
の
天
喜
の
改
革
以
後
、
そ
の
場
合
を

含
ん
で
、
彼
ら
の
貨
物
、
商
行
為
に
対
し
過
税
と
市
税
が
免
除
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
彼
ら
に
広
範
な
領
域
を
も
つ
統
一
国
家

の
存
続
を
期
待
さ
せ
た
に
相
違
な
い
。
ち
な
み
に
、
南
史
沈
客
種
伝
に
、
恐
ら
く
は
梁
の
天
監
の
改
革
以
後
、
二
品
盤
錯
（
新
ら
し
い
九
品
官
に
就

い
た
甲
族
層
と
上
部
の
次
門
層
）
に
は
過
税
と
市
税
と
が
免
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
、
さ
ら
に
、

　
　
（
沈
客
卿
）
奏
請
、
不
問
士
庶
、
並
責
関
市
之
佑
　
。
而
又
丁
重
其
旧
。
…
毎
歳
所
収
、
過
所
常
格
数
十
倍
。
後
聞
大
悦
。

と
あ
る
。
下
版
と
過
税
と
の
税
率
を
い
か
に
高
め
る
と
い
っ
て
も
一
挙
に
そ
れ
を
五
倍
も
十
倍
も
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
右
の
増
収

は
主
と
し
て
新
た
に
市
税
と
過
税
と
を
か
け
ら
れ
た
も
の
の
納
税
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
二
品
県
官
（
新
ら
し
い
九
品
官
に
就
い
た
士
族

層
と
上
部
の
次
門
層
）
は
大
き
く
脱
税
を
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
右
の
増
収
を
見
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
推
定
は
南
朝
に
お
け
る

商
業
に
上
層
、
中
層
の
官
吏
層
が
大
き
い
役
割
を
演
じ
て
い
た
の
を
察
せ
し
め
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
⑥
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の
税
収
入
を
地
方
財
政
収
入
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
現
実
に
そ
れ
ら
が
養
兵
費
な
ど
に
充
当
さ
れ
る
乙
と
の
多
か
っ
た
の
を
察
せ
し
め
る
に
足
る
。

と
こ
ろ
で
、
梁
の
天
監
の
改
革
時
そ
れ
ら
は
改
め
て
国
税
と
さ
れ
て
い
る
。
梁
の
武
帝
は
州
鎮
長
官
と
し
て
の
実
力
に
よ
っ
て
梁
王
朝
を
建
て
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
旧
来
の
州
鎮
の
実
態
は
こ
れ
を
知
悉
し
て
い
た
。
武
帝
が
天
監
の
改
革
に
お
い
て
中
央
集
権
を
う
ち
出
し
た
際
そ
の

一
環
と
し
て
佑
税
と
市
税
と
を
国
税
と
し
た
の
は
、
旧
来
そ
れ
が
州
鎮
勢
力
の
自
立
性
を
大
き
く
さ
さ
え
て
い
た
乙
と
に
鑑
み
て
の
改
善
策
と
し
て

理
解
さ
れ
る
。
そ
乙
で
は
中
央
政
府
が
改
め
て
全
国
的
規
模
と
統
一
性
と
を
も
っ
て
養
兵
費
を
支
給
す
べ
き
乙
と
に
な
っ
た
。
(
屯
田
経
営
は
ほ
ぼ

旧
来
通
り
に
行
わ
れ
た
。
)
と
こ
ろ
で
、
と
く
に
梁
陳
時
代
、
王
侯
、
貴
族
、
地
方
長
官
な
ど
は
園
、
屯
、
邸
な
ど
の
経
営
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
収
入
が
養
兵
費
の
不
足
を
補
う
こ
と
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
梁
陳
の
国
家
権
力
は
解
離
し
て
し
ま
い
そ
う
な
要
素
を
い
く
つ
も
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
応
統
一
が
保
た
れ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
統
一
に
機
能
し
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
支
配
者
層
の
商
業
利
潤
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
(
漢
時
代
や
唐
時
代
な
ど

と
違
っ
て
、
)
南
朝
に
あ
っ
て
は
文
武
の
支
配
者
層
が
商
業
利
潤
を
え
る
乙
と
は
別
に
罪
悪
視
さ
れ
て
お
ら
ず
そ
れ
だ
け
に
相
当
多
数
の
文
武
の
支

配
者
層
が
直
接
的
に
商
業
を
営
ん
で
い
た
。
当
時
遠
隔
地
商
業
は
か
な
り
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
梁
の
天
監
の
改
革
以
後
、
そ
の
場
合
を

含
ん
で
、
彼
ら
の
貨
物
、
商
行
為
に
対
し
過
税
と
市
税
が
免
除
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
彼
ら
に
広
範
な
領
域
を
も
っ
統
一
国
家

の
存
続
を
期
待
さ
せ
た
に
相
違
な
い
。
ち
な
み
に
、
南
史
沈
客
卿
伝
に
、
恐
ら
く
は
梁
の
天
監
の
改
革
以
後
、
二
品
清
宮
(
新
ら
し
い
九
品
官
民
就

い
た
甲
族
層
と
上
部
の
次
門
層
)
に
は
過
税
と
市
税
と
が
免
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
、
さ
ら
に
、

(
沈
客
卿
)
奏
請
、
不
問
士
庶
、
並
責
関
市
之
佑
。
而
又
増
重
其
旧
0

・
:
毎
歳
所
収
、
過
於
常
格
数
十
倍
。
後
主
大
悦
。

と
あ
る
。
商
税
と
過
税
と
の
税
率
を
い
か
に
高
め
る
と
い
っ
て
も
一
挙
に
そ
れ
を
五
倍
も
十
倍
も
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
右
の
増
収

は
主
と
し
て
新
た
に
市
税
と
過
税
と
を
か
け
ら
れ
た
も
の
の
納
税
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
二
品
清
宮
(
新
ら
し
い
九
品
官
民
就
い
た
甲
族

層
と
上
部
の
次
門
層
)
は
大
き
く
脱
税
を
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
右
の
増
収
を
見
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
推
定
は
南
朝
に
お
け
る

商
業
に
上
層
、
中
層
の
官
吏
層
が
大
き
い
役
割
を
演
じ
て
い
た
の
を
察
せ
し
め
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
⑥
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北
朝
の
税
役

　
　
，
④
　
税
　
制

　
　
北
魏
の
税
制
は
太
和
八
年
に
か
な
り
大
き
く
改
変
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
前
に
あ
っ
て
は
戸
対
象
資
産
対
応
の
調
（
税
）
と
戸
対
象
均
額
の
税
と

田
租
と
が
主
た
る
税
目
で
あ
っ
て
、
戸
は
そ
の
資
産
に
よ
っ
て
一
品
戸
か
ら
九
品
戸
ま
で
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
　
（
以
上
の
ほ
か
に
戸
対
象
の
臨
時

徴
発
な
ど
が
あ
っ
た
。
）
改
変
直
前
に
あ
っ
て
は
戸
対
象
均
額
の
調
（
税
）
は
鼠
二
匹
紫
二
斤
糸
　
斤
粟
二
十
解
で
あ
り
、
そ
の
他
に
男
一
匹
二
丈

を
州
庫
に
入
れ
て
調
外
の
費
用
に
供
し
て
い
た
。

　
十
和
八
年
の
改
変
に
あ
っ
て
は
、
戸
対
象
資
産
対
応
の
税
は
な
く
な
り
、
戸
対
象
猛
襲
の
調
（
税
）
に
旧
来
の
吊
二
匹
三
二
斤
糸
一
斤
粟
二
十
鮒

の
ほ
か
に
官
吏
の
俸
禄
に
あ
て
る
た
め
の
調
（
税
）
と
し
て
鼠
三
匹
粟
二
解
雲
斗
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
雲
外
の
吊
を
二
匹
に
し
て
い
る
。

　
太
和
十
年
の
改
変
に
あ
っ
て
は
、
均
額
の
税
が
戸
対
象
と
夫
婦
対
象
の
も
の
と
の
二
本
建
て
に
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
吊
十
匹
で
そ
の
う
ち
の
五

匹
を
公
調
、
三
匹
を
内
外
の
官
吏
の
俸
禄
、
二
匹
を
調
外
の
費
用
に
供
す
る
よ
う
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
後
者
は
鼠
一
匹
粟
国
石
で
あ
る
。
（
以
上

の
ほ
か
に
挙
々
、
耕
牛
な
ど
に
か
け
ら
れ
る
税
が
あ
っ
た
。
）
右
の
戸
対
象
均
勢
の
常
十
匹
は
三
戸
に
あ
っ
て
も
現
実
に
か
け
ら
れ
て
い
た
が
、
お
そ

く
と
も
下
和
十
九
年
に
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
右
の
夫
婦
対
象
均
額
の
吊
一
匹
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
太
和
十
九
年
度
量
衡
を
大
よ
り
小
に

改
め
た
が
、
そ
の
と
き
吊
一
匹
に
つ
き
綿
八
両
を
新
た
に
か
け
た
。
の
ち
度
量
衡
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
民
間
に
蹉
怨
の
声
が
あ
が
っ
た
。
そ
の
た

め
一
時
綿
八
両
を
廃
止
し
た
が
再
び
そ
れ
を
か
け
る
こ
と
に
し
、
つ
い
に
吊
一
匹
綿
八
両
と
い
う
形
で
定
着
し
た
。
こ
の
形
は
北
斉
、
北
周
に
も
受

け
継
が
れ
る
。

　
太
和
十
年
に
戸
対
象
均
額
の
吊
十
匹
の
制
が
制
定
さ
れ
や
が
て
廃
止
さ
れ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
均
田
制
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
す
べ
き

と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
北
魏
で
は
太
和
十
年
に
三
長
制
が
制
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
戸
と
人
と
の
正
確
な
把
握
の
う
え
に
戸
主
に
税
役
の

責
任
を
負
わ
せ
か
つ
戸
内
の
全
壮
丁
を
（
原
則
的
に
）
後
下
（
軍
役
を
含
む
）
の
対
象
と
す
る
、
と
い
う
目
的
達
成
を
そ
の
主
任
務
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
当
時
北
魏
王
朝
の
実
権
を
に
ぎ
っ
て
い
た
文
明
太
后
は
脚
長
制
が
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
太
和
十
年
の
戸
と
夫
婦
と
に
均
質
的

に
か
け
る
新
税
制
の
施
行
、
全
壮
丁
の
得
役
割
で
の
把
握
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
さ
て
、
均
田
制
は
太
和
九
年
の
国
有
田
支
給
に
始
ま
り
、

太
宰
十
四
年
の
や
や
あ
と
ご
ろ
私
有
田
を
組
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
一
応
田
制
と
し
て
完
成
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
太
和
十
年
の
新
税
制
制
定
時
に
あ
っ
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五

北
朝
の
税
役

ω
税

制

北
貌
の
税
制
は
太
和
八
年
に
か
な
り
大
き
く
改
変
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
前
に
あ
っ
て
は
一
戸
対
象
資
産
対
応
の
調
〈
税
)
と
一
戸
対
象
均
額
の
税
と

田
租
と
が
主
た
る
税
目
で
あ
っ
て
、
一
月
は
そ
の
資
産
に
よ
っ
て
一
品
一
円
か
ら
九
品
戸
ま
で
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
八
以
上
の
ほ
か
に
一
戸
対
象
の
臨
時

徴
発
な
ど
が
あ
っ
た
。
)
改
変
直
前
に
あ
っ
て
は
一
円
対
象
均
額
の
調
(
税
)
は
白
巾
二
匹
紫
二
斤
糸
一
斤
粟
二
十
解
で
あ
り
、
そ
の
他
に
吊
一
匹
二
丈

を
州
庫
に
入
れ
て
調
外
の
費
用
に
供
し
て
い
た
。

太
和
八
年
の
改
変
に
あ
っ
て
は
、
戸
対
象
資
産
対
応
の
税
は
な
く
な
り
、
戸
対
象
均
額
の
調
(
税
)
に
旧
来
の
白
巾
二
匹
紫
二
斤
糸
一
斤
粟
二
十
朗

の
ほ
か
に
官
吏
の
俸
禄
に
あ
て
る
た
め
の
調
(
税
)
と
し
て
白
巾
三
匹
粟
二
解
九
斗
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
調
外
の
白
巾
を
二
匹
に
し
て
い
る
。

太
和
十
年
の
改
変
に
あ
っ
て
は
、
均
額
の
税
が
一
戸
対
象
と
夫
婦
対
象
の
も
の
と
の
二
本
建
て
に
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
吊
十
匹
で
そ
の
う
ち
の
五

匹
を
公
調
、
三
匹
を
内
外
の
官
吏
の
俸
禄
、
二
匹
を
調
外
の
費
用
に
供
す
る
よ
う
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
後
者
は
吊
一
匹
粟
二
石
で
あ
る
。
(
以
上

の
ほ
か
に
奴
牌
、
耕
牛
な
ど
に
か
け
ら
れ
る
税
が
あ
っ
た
。
)
右
の
一
同
対
象
均
額
の
吊
十
匹
は
貧
一
円
に
あ
っ
て
も
現
実
に
か
け
ら
れ
て
い
た
が
、
お
そ

く
と
も
太
和
十
九
年
に
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
右
の
夫
婦
対
象
均
額
の
島
一
匹
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
太
和
十
九
年
度
量
衡
を
大
よ
り
小
に

改
め
た
が
、
そ
の
と
き
吊
一
匹
に
つ
き
綿
八
両
を
新
た
に
か
け
た
。
の
ち
度
量
衡
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
民
聞
に
瑳
怨
の
声
が
あ
が
っ
た
。
そ
の
た

め
一
時
綿
八
両
を
廃
止
し
た
が
再
び
そ
れ
を
か
け
る
乙
と
に
し
、
つ
い
に
吊
一
匹
綿
八
両
と
い
う
形
で
定
着
し
た
。
乙
の
形
は
北
斉
、
北
周
に
も
受

け
継
が
れ
る
。

太
和
十
年
に
戸
対
象
均
額
の
吊
十
匹
の
制
が
制
定
さ
れ
や
が
て
廃
止
さ
れ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
均
田
制
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
す
べ
き

と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
北
貌
で
は
太
和
十
年
に
三
長
制
が
制
定
さ
れ
る
が
、
乙
れ
は
一
円
と
人
と
の
正
確
な
把
握
の
う
え
に
一
戸
主
に
税
役
の

責
任
を
負
わ
せ
か
つ
一
戸
内
の
全
壮
丁
を
(
原
則
的
に
)
徳
役
(
軍
役
を
含
む
)
の
対
象
と
す
る
、
と
い
う
目
的
達
成
を
そ
の
主
任
務
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
当
時
北
貌
王
朝
の
実
権
を
に
ぎ
っ
て
い
た
文
明
太
后
は
三
長
制
が
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
太
和
十
年
の
一
戸
と
夫
婦
と
に
均
質
的

に
か
け
る
新
税
制
の
施
行
、
全
壮
丁
の
徳
一
役
面
で
の
把
握
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
き
て
、
均
田
制
は
太
和
九
年
の
国
有
田
支
給
に
始
ま
り
、

太
和
十
四
年
の
や
や
あ
と
ご
ろ
私
有
田
を
組
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
一
応
田
制
と
し
て
完
成
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
太
和
十
年
の
新
税
制
制
定
時
に
あ
っ
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て
は
、
当
然
、
耕
作
面
で
の
均
質
性
を
う
ち
出
し
つ
つ
私
有
田
を
組
み
込
ん
だ
均
田
制
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
と

こ
ろ
に
重
税
と
思
わ
れ
る
戸
税
が
制
定
さ
れ
た
一
つ
の
背
景
が
あ
る
と
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
十
和
十
四
年
の
や
や
あ
と
ご
ろ
一
応
完
成
し
た
均

田
制
は
、
規
定
面
に
お
い
て
さ
え
も
旧
来
の
私
有
田
を
そ
の
ま
ま
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
巨
視
的
に
見
た
際
、
国
有
田
支
給
が
規
定
通
り
行
わ
れ
た

に
し
て
も
各
戸
の
不
均
衡
を
是
正
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
の
ち
の
ち
の
事
例
か
ら
見
て
国
有
田
支
給
も
決
し
て
十
分
で
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
為
政
者
に
と
っ
て
は
事
志
と
違
う
と
い
っ
た
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
さ
き
の
重
い
戸
税
は
現
実
処

理
の
面
で
廃
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
均
田
制
制
定
後
、
北
魏
一
代
を
通
じ
税
制
面
で
戸
の
資
産
（
主
と
し
て
私
有
田
）
を
勘
案
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
北
魏
が
分
裂
し
た
東
面
～

北
斉
、
西
魏
－
北
辰
に
お
い
て
、
戸
の
資
産
の
不
均
等
が
税
を
か
け
る
際
、
あ
る
い
は
税
を
徴
収
す
る
際
に
勘
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
階

書
食
貨
志
に
、
北
斉
の
文
宣
帝
が
受
禅
し
て
の
ち
の
こ
と
と
し
て
、
　
「
五
泊
九
等
之
戸
、
富
者
南
画
銭
、
貧
者
役
其
力
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
叢
書

蘇
二
面
に
見
え
る
六
条
詔
書
に
、
　
「
租
税
之
時
、
錐
二
大
式
、
重
湯
斜
酌
貧
富
、
差
次
先
後
、
盛
事
起
於
正
長
、
而
繋
之
於
守
令
。
」
と
あ
る
。
ま

た
、
西
魏
の
大
統
十
三
年
の
敦
燵
文
書
に
お
い
て
、
戸
が
資
産
額
（
主
と
し
て
私
有
産
額
）
に
よ
っ
て
上
、
中
、
下
の
三
等
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
租
額
に
違
い
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
結
局
均
田
制
が
文
明
太
后
の
期
待
し
た
よ
う

な
形
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
を
察
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
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⑤
　
篠
役

　
六
朝
に
な
る
と
、
そ
の
開
始
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
漢
時
代
の
役
人
徴
発
と
は
全
く
異
っ
た
原
則
を
も
ち
、
戸
を
対
象
に
五
丁
に
つ
き
二
丁
、

三
丁
に
つ
き
一
丁
と
い
っ
た
よ
う
な
割
合
い
で
役
人
を
出
さ
せ
る
制
度
が
出
現
し
た
。
　
（
そ
こ
で
は
戸
内
の
壮
丁
で
役
人
徴
発
の
対
象
と
な
ら
な
い

も
の
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
）
こ
の
原
則
は
南
朝
で
は
引
続
き
残
っ
て
い
た
が
、
北
朝
で
は
北
魏
の
三
面
制
の
制
定
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
　
（
原
則

的
に
）
全
壮
丁
は
筏
役
（
軍
役
を
含
む
）
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
太
和
年
代
、
雑
役
の
場
合
薩
州
に
お
い
て
壮
丁
十
二
人
を

一
グ
ル
！
プ
と
し
て
、
四
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
、
常
時
そ
の
な
か
の
一
人
を
役
に
出
さ
せ
る
制
度
が
あ
っ
た
が
、
軍
役
の
場
合
、
何
人
か
を
一

グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
一
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
、
常
時
そ
の
な
か
の
一
人
を
役
に
出
さ
せ
る
制
度
が
あ
っ
た
。
西
魏
の
六
丁
兵
制
、
北
周
の
八
丁

兵
制
・
十
二
丁
兵
制
、
東
魏
で
施
行
が
議
さ
れ
た
十
五
丁
兵
制
は
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
丁
兵
制
は
兵
民
分
離
を
前
提
に
し
て
府
兵
に
も
一
般
民
衆
に

　
漢
六
朝
の
税
役
問
題

て
は
、
当
然
、
耕
作
面
で
の
均
質
性
を
う
ち
出
し
つ
つ
私
有
国
を
組
み
込
ん
だ
均
田
制
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
と

こ
ろ
に
重
税
と
思
わ
れ
る
一
戸
税
が
制
定
さ
れ
た
一
つ
の
背
景
が
あ
る
と
さ
れ
よ
う
。
と
乙
ろ
で
、
太
和
十
四
年
の
や
や
あ
と
ご
ろ
一
応
完
成
し
た
均

田
制
は
、
規
定
面
に
お
い
て
さ
え
も
旧
来
の
私
有
田
を
そ
の
ま
ま
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
巨
視
的
に
見
た
際
、
固
有
田
支
給
が
規
定
通
り
行
わ
れ
た

に
し
て
も
各
一
円
の
不
均
衡
を
是
正
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
の
ち
の
ち
の
事
例
か
ら
見
て
国
有
田
支
給
も
決
し
て
十
分
で
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
為
政
者
に
と
っ
て
は
事
志
と
違
う
と
い
っ
た
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
さ
き
の
重
い
一
戸
税
は
現
実
処

理
の
面
で
廃
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

均
田
制
制
定
後
、
北
貌
一
代
を
通
じ
税
制
面
で
戸
の
資
産
(
主
と
し
て
私
有
田
)
を
勘
案
す
る
と
と
は
な
か
っ
た
が
、
北
貌
が
分
裂
し
た
東
貌

l

北
斉
、
商
魂
!
北
周
に
お
い
て
、
一
円
の
資
産
の
不
均
等
が
税
を
か
け
る
際
、
あ
る
い
は
税
を
徴
収
す
る
際
に
勘
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
惰

書
食
貨
志
に
、
北
斉
の
文
宣
帝
が
受
禅
し
て
の
ち
の
こ
と
と
し
て
、
「
始
立
九
等
之
戸
、
富
者
税
其
銭
、
貧
者
役
其
力
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
周
書

蘇
緯
伝
に
見
え
る
六
条
詔
書
に
、
「
租
税
之
時
、
雄
有
大
式
、
至
於
劃
酌
貧
富
、
差
次
先
後
、
皆
事
起
於
正
長
、
而
繋
之
於
守
令
。
」
と
あ
る
。
ま

た
、
西
貌
の
大
統
十
三
年
の
敦
煙
文
書
に
お
い
て
、
一
回
が
資
産
額
(
主
と
し
て
私
有
田
額
)
に
よ
っ
て
上
、
中
、
下
の
三
等
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
租
額
に
違
い
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
結
局
均
田
制
が
文
明
太
后
の
期
待
し
た
よ
う

な
形
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
を
察
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
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(b) 

符3

役

六
朝
に
な
る
と
、
そ
の
開
始
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
漢
時
代
の
役
人
徴
発
と
は
全
く
異
っ
た
原
則
を
も
ち
、
戸
を
対
象
に
五
丁
に
つ
き
二
丁
、

三
丁
に
つ
き
一
丁
と
い
っ
た
よ
う
な
割
合
い
で
役
人
を
出
さ
せ
る
制
度
が
出
現
し
た
。
(
そ
こ
で
は
戸
内
の
壮
丁
で
役
人
徴
発
の
対
象
と
な
ら
な
い

も
の
が
い
る
乙
と
に
な
る
。
)
こ
の
原
則
は
南
朝
で
は
引
続
き
残
っ
て
い
た
が
、
北
朝
で
は
北
貌
の
三
長
制
の
制
定
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
(
原
則

的
に
)
全
壮
丁
は
得
役
(
軍
役
を
含
む
)
を
か
け
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
太
和
年
代
、
雑
役
の
場
合
司
州
に
お
い
て
壮
丁
十
二
人
を

一
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
四
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
、
常
時
そ
の
な
か
の
一
人
を
役
に
出
さ
せ
る
制
度
が
あ
っ
た
が
、
軍
役
の
場
合
、
何
人
か
を
一

グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
一
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
、
常
時
そ
の
な
か
の
一
人
を
役
に
出
さ
せ
る
制
度
が
あ
っ
た
。
西
貌
の
六
丁
兵
制
、
北
周
の
八
丁

兵
制
・
十
二
丁
兵
制
、
東
貌
で
施
行
が
議
さ
れ
た
十
五
了
兵
制
は
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
了
兵
制
は
兵
民
分
離
を
前
提
に
し
て
府
兵
に
も
一
般
民
衆
に

漢
六
朝
の
税
役
問
題



　
漢
六
朝
の
税
役
問
題

も
行
わ
れ
て
い
た
。
階
の
開
皇
三
年
正
月
に
は
十
二
丁
兵
制
（
一
年
に
つ
き
一
月
だ
け
兵
と
な
る
制
度
）
が
や
め
ら
れ
、
そ
の
代
り
に
一
年
に
つ
き

二
十
日
の
歳
役
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
出
な
い
も
の
に
庸
が
か
け
ら
れ
た
。
　
（
開
皇
十
一
年
兵
民
分
離
を
廃
止
し
て
の
ち
、
府
兵
の
徴
発
は
民
戸

全
体
に
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
）
な
お
、
北
朝
で
は
軍
役
に
出
る
べ
き
壮
丁
が
兵
士
の
資
糧
の
絹
（
資
絹
）
を
一
年
一
匹
の
割
合
い
で
出
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
が
、
資
絹
は
南
朝
に
も
存
在
し
て
い
た
。
⑦

ω
　
三
長
制

　
三
長
制
は
、
そ
の
初
期
に
は
対
象
と
す
る
地
域
に
存
在
す
る
戸
と
人
と
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
均
質
的
に
重
役
を
か
け
る
と
い

う
任
務
を
も
っ
て
い
た
。
巨
視
的
に
と
り
あ
げ
た
際
そ
う
し
た
三
長
制
は
一
．
応
そ
の
任
務
を
達
成
し
、
国
家
の
も
つ
唐
心
量
は
大
き
く
増
加
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
が
永
続
す
る
た
め
に
は
民
生
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
9
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
民
生
保
証
を
一
つ
の
ね
ら
い
と
し
た

均
田
制
は
十
分
な
成
功
を
収
め
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
関
連
し
て
（
い
っ
た
ん
把
握
し
た
貧
民
の
再
流
亡
を
防
ぐ
と
い
っ
た
配
慮
な
ど
か
ら
で
あ
ろ

う
が
、
）
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
（
戸
対
象
均
額
の
）
戸
税
も
廃
止
さ
れ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
館
長
制
の
任
務
は
、
そ
こ
に
依
然
と
し
て
戸
と
人
と

の
正
確
な
把
握
と
い
う
面
が
存
在
し
て
い
る
に
し
て
も
、
自
ら
変
化
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
い
ま
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
税
制
面
で
あ
る
が
、
西
魏
・
北
周
の
（
右
の
三
長
制
の
後
身
と
し
て
の
）
二
割
制
に
あ
っ
て
は
、
正
長
は
戸
の
資
産
を
評
定
し
、
そ
れ
に
基

く
納
税
の
順
次
な
ど
を
決
め
る
機
能
を
も
っ
て
い
た
。
各
二
長
内
の
有
力
者
で
あ
る
だ
け
に
、
戸
の
資
産
の
評
定
な
ど
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
、
正

長
が
そ
れ
に
関
す
る
不
正
を
行
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
不
正
は
よ
り
上
位
の
長
吏
（
県
令
な
ど
）
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、

階
初
、
孟
春
二
年
三
長
制
が
復
活
し
た
が
、
開
皇
五
年
に
は
、
老
少
と
偽
る
の
を
防
ぐ
た
め
貌
閲
を
行
う
こ
と
、
戸
籍
制
度
を
改
変
し
て
、
戸
の
編

成
原
則
を
旧
来
の
兄
弟
の
終
世
同
籍
か
ら
父
（
母
）
生
存
中
の
子
孫
の
同
苗
と
す
る
こ
と
（
一
般
的
に
い
っ
て
、
前
者
よ
り
も
後
者
の
方
が
同
一
戸

籍
内
の
構
成
人
員
が
少
な
く
な
る
。
そ
れ
は
戸
籍
の
偽
濫
1
税
期
脱
避
の
摘
発
が
容
易
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
）
な
ど
と
な
ら
ん
で
、
高

距
の
う
ち
出
し
た
輸
籍
の
法
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
は
、
旧
来
戸
の
資
産
に
よ
る
定
期
を
ふ
ま
え
て
課
輸
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、

常
に
多
く
の
不
正
が
命
毛
に
あ
た
っ
て
現
わ
れ
た
た
め
、
そ
の
不
正
を
か
な
り
抜
本
的
に
防
ぐ
べ
き
目
的
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
県
に
責

任
を
も
た
せ
党
（
畿
外
に
お
い
て
三
々
の
上
位
に
あ
る
も
の
。
百
戸
単
位
。
）
を
数
個
合
せ
た
団
を
単
位
と
し
て
、
そ
の
団
ご
と
に
戸
の
資
産
に
よ

る
等
級
を
定
め
る
、
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
高
穎
は
も
と
も
と
西
之
・
北
周
の
施
政
方
針
の
継
承
者
と
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
が
、
戸
の

一　28　一

漢
六
朝
の
税
役
問
題

も
行
わ
れ
て
い
た
。
惰
の
開
皇
三
年
正
月
に
は
十
二
丁
兵
制
(
一
年
に
つ
き
一
月
だ
け
兵
と
な
る
制
度
)
が
や
め
ら
れ
、
そ
の
代
り
に
一
年
に
つ
き

二
十
日
の
歳
役
が
設
け
ら
れ
た
。
乙
れ
に
出
な
い
も
の
に
庸
が
か
け
ら
れ
た
。
(
開
皇
十
一
年
兵
民
分
離
を
廃
止
し
て
の
ち
、
府
兵
の
徴
発
は
民
一
円

全
体
に
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
)
な
お
、
北
朝
で
は
軍
役
に
出
る
べ
き
壮
丁
が
兵
士
の
資
糧
の
絹
(
資
絹
)
を
一
年
一
匹
の
割
合
い
で
出
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
が
、
資
絹
は
南
朝
に
も
存
在
し
て
い
た
。
⑦

(c) 

三
長
制

三
長
制
は
、
そ
の
初
期
に
は
対
象
と
す
る
地
域
に
存
在
す
る
一
月
と
人
と
を
正
確
に
把
握
す
る
と
と
を
ふ
ま
え
て
、
均
質
的
に
税
役
を
か
け
る
と
い

う
任
務
を
も
っ
て
い
た
。
巨
視
的
に
と
り
あ
げ
た
際
そ
う
し
た
三
長
制
は
一
応
そ
の
任
務
を
達
成
し
、
国
家
の
も
つ
税
役
量
は
大
き
く
増
加
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
が
永
続
す
る
た
め
に
は
民
生
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
民
生
保
証
を
一
つ
の
ね
ら
い
と
し
た

均
田
制
は
十
分
な
成
功
を
収
め
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
関
連
し
て
(
い
っ
た
ん
把
握
し
た
貧
民
の
再
流
亡
を
防
ぐ
と
い
っ
た
配
慮
な
ど
か
ら
で
あ
ろ

う
が
、
)
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
(
戸
対
象
均
額
の
)
一
円
税
も
廃
止
さ
れ
た
。
乙
乙
に
至
っ
て
三
長
制
の
任
務
は
、
そ
乙
に
依
然
と
し
℃
一
月
と
人
と

の
正
確
な
把
握
と
い
う
面
が
存
在
し
て
い
る
に
し
て
も
、
自
ら
変
化
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
い
ま
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
税
制
面
で
あ
る
が
、
西
貌
・
北
周
の
(
右
の
三
長
制
の
後
身
と
し
て
の
)
二
長
制
に
あ
っ
て
は
、
正
長
は
一
円
の
資
産
を
評
定
し
、
そ
れ
に
基

く
納
税
の
順
次
な
ど
を
決
め
る
機
能
を
も
っ
て
い
た
。
各
二
長
内
の
有
力
者
で
あ
る
だ
け
に
、
一
月
の
資
産
の
評
定
な
ど
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
、
正

長
が
そ
れ
に
関
す
る
不
正
を
行
っ
た
乙
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
不
正
は
よ
り
上
位
の
長
吏
(
県
令
な
ど
)
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、

惰
初
、
関
皇
二
年
三
長
制
が
復
活
し
た
が
、
開
皇
五
年
に
は
、
老
少
と
偽
る
の
を
防
ぐ
た
め
貌
聞
を
行
う
乙
と
、
戸
籍
制
度
を
改
変
し
て
、
一
戸
の
編

成
原
則
を
旧
来
の
兄
弟
の
終
世
間
籍
か
ら
父
(
母
)
生
存
中
の
子
孫
の
同
籍
と
す
る
こ
と
こ
般
的
に
い
っ
て
、
前
者
よ
り
も
後
者
の
方
が
同
二
戸

籍
内
の
構
成
人
員
が
少
な
く
な
る
。
そ
れ
は
一
戸
籍
の
偽
濫
l
税
役
脱
避
の
摘
発
が
容
易
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
)
な
ど
と
な
ら
ん
で
、
高

頴
の
う
ち
出
し
た
輸
籍
の
法
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
は
、
旧
来
一
円
の
資
産
に
よ
る
定
分
を
ふ
ま
え
て
課
輸
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、

常
に
多
く
の
不
正
が
定
分
に
あ
た
っ
て
現
わ
れ
た
た
め
、
そ
の
不
正
を
か
な
り
抜
本
的
に
防
ぐ
べ
き
目
的
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
県
に
責

任
を
も
た
せ
党
(
畿
外
に
お
い
て
三
長
の
上
位
に
あ
る
も
の
。
百
一
円
単
位
。
)
を
数
個
合
せ
た
団
を
単
位
と
し
て
、
そ
の
団
ご
と
に
一
円
の
資
産
に
よ

る
等
級
を
定
め
る
、
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
高
頴
は
も
と
も
と
西
貌
・
北
周
の
施
政
方
針
の
継
承
者
と
い
う
べ
き
人
物
で
あ
る
が
、
一
円
の
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上
下
の
定
分
を
重
ん
ず
る
と
い
っ
た
点
は
そ
の
継
承
者
た
る
べ
き
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
戸
の
資
産
に
よ
る
区
別
を
行
う
責
任
を
県
段

階
に
あ
げ
た
の
は
そ
れ
と
相
反
す
る
。
蓋
し
戸
の
資
産
に
よ
る
区
別
は
旧
来
の
や
り
か
た
で
は
十
分
に
行
い
え
な
い
の
が
明
白
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
将
来
党
を
い
く
つ
か
集
め
て
団
（
的
な
も
の
）
が
制
度
的
恒
常
的
な
も
の
と
し
て
出
現
す
る
と
し
た
際
、
そ
の
長
は
国
家

権
力
の
末
端
を
担
っ
て
む
し
ろ
郷
村
と
対
決
す
べ
き
も
の
と
な
り
、
そ
こ
に
党
長
が
残
存
す
る
と
し
た
際
、
そ
れ
も
亦
右
の
団
（
的
な
も
の
）
の
長

に
準
じ
た
性
格
を
も
つ
べ
き
も
の
と
な
る
。
　
（
畿
内
に
お
い
て
党
に
あ
た
る
も
の
は
族
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
も
党
の
場
合
と
同
様
の
こ
と
が

い
え
よ
う
。
）

　
つ
ぎ
に
循
役
面
で
あ
る
が
、
正
長
は
各
壮
丁
を
把
握
し
そ
れ
を
就
役
さ
せ
る
責
任
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
だ
れ
を
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
役
に
就
か
せ

る
か
と
い
っ
た
こ
と
と
は
関
係
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
太
守
面
長
の
職
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
問
題
と
す
べ
き
は
正
長
が
歯
面
を
免
除
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
党
や
族
の
長
を
残
し
て
そ
れ
よ
り
下
の
正
長
を
廃
止
す
れ
ば
多
数
の
役
人
が
自
動
的
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
（

旧
来
の
下
部
組
織
は
相
互
糾
察
の
た
め
に
温
存
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
）

　
晴
書
高
祖
紀
開
皇
九
年
二
月
の
条
に
、

　
　
景
申
、
制
、
五
百
家
為
郷
。
正
一
人
。
百
家
為
里
。
長
一
人
。

と
あ
っ
て
、
旧
来
の
議
長
制
に
代
る
新
ら
し
い
郷
里
制
が
出
現
し
た
の
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
出
現
は
右
の
よ
う
な
歴
史
的
動
向
の
う
え
に
生
じ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
郷
正
、
里
長
は
国
家
権
力
の
末
端
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
（
晴
時
代
の
郷
里
制
に
つ
い
て
は
気
賀
沢
保
規
氏
、
「
晴
代

郷
里
制
に
関
す
る
一
考
察
」
史
林
五
八
巻
四
号
参
照
。
）
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六
　
南
朝
と
北
朝
と
の
税
役
面
で
の
対
比

　
南
朝
政
権
と
北
朝
政
権
と
が
そ
れ
ぞ
れ
相
手
方
の
制
度
を
見
そ
の
長
所
を
と
り
入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
察
す
る
に
か
た
く
な
い
。
子

役
に
関
し
て
も
恐
ら
く
そ
う
し
た
こ
と
が
か
ら
む
の
で
あ
ろ
う
が
、
類
似
点
が
か
な
り
あ
る
。
本
節
は
（
階
）
唐
の
税
役
制
の
源
流
が
ど
れ
だ
け
見

え
る
か
と
い
う
こ
と
を
頭
に
お
い
て
右
の
類
似
性
な
ど
を
と
り
あ
げ
る
。
た
だ
し
、
（
階
）
唐
の
制
度
自
体
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
省
略
し
、
南
北

朝
と
（
階
）
唐
と
の
両
者
の
関
連
性
を
直
接
的
に
行
論
に
現
わ
す
こ
と
は
し
な
い
。

　
ま
ず
租
調
面
で
あ
る
が
、
品
等
時
代
男
女
の
丁
対
象
習
習
の
租
調
が
あ
る
。
　
（
調
書
食
貨
志
に
そ
の
広
義
の
租
米
額
と
し
て
丁
男
の
米
七
解
が
示

　
漢
六
朝
の
税
役
問
題

上
下
の
定
分
を
重
ん
ず
る
と
い
っ
た
点
は
そ
の
継
承
者
た
る
べ
き
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
戸
の
資
産
に
よ
る
区
別
を
行
う
責
任
を
県
段

階
に
あ
げ
た
の
は
そ
れ
と
相
反
す
る
。
蓋
し
一
月
の
資
産
に
よ
る
区
別
は
旧
来
の
や
り
か
た
で
は
十
分
に
行
い
え
な
い
の
が
明
白
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
将
来
党
を
い
く
つ
か
集
め
て
団
(
的
な
も
の
)
が
制
度
的
恒
常
的
な
も
の
と
し
て
出
現
す
る
と
し
た
際
、
そ
の
長
は
国
家

権
力
の
末
端
を
担
っ
て
む
し
ろ
郷
村
と
対
決
す
べ
き
も
の
と
な
り
、
そ
こ
に
党
長
が
残
存
す
る
と
し
た
際
、
そ
れ
も
亦
右
の
団
(
的
な
も
の
)
の
長

に
準
じ
た
性
格
を
も
つ
べ
き
も
の
と
な
る
。
(
畿
内
に
お
い
て
党
に
あ
た
る
も
の
は
族
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
も
党
の
場
合
と
同
様
の
こ
と
が

い
え
ト
で
つ
。
)

つ
ぎ
に
待
役
面
で
あ
る
が
、
正
長
は
各
壮
丁
を
把
握
し
そ
れ
を
就
役
さ
せ
る
責
任
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
だ
れ
を
ど
乙
で
ど
の
よ
う
な
役
に
就
か
せ

る
か
と
い
っ
た
こ
と
と
は
関
係
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
太
守
令
長
の
職
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
問
題
と
す
べ
き
は
正
長
が
径
役
を
免
除
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
党
や
族
の
長
を
残
し
て
そ
れ
よ
り
下
の
正
長
を
廃
止
す
れ
ば
多
数
の
役
人
が
自
動
的
に
確
保
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
(

旧
来
の
下
部
組
織
は
相
互
糾
察
の
た
め
に
温
存
す
る
乙
と
が
可
能
で
あ
る
。
)

惰
書
高
祖
紀
開
皇
九
年
二
月
の
条
に
、

景
申
、
制
、
五
百
家
為
郷
。
正
一
人
。
百
家
為
里
。
長
一
人
。

と
あ
っ
て
、
旧
来
の
三
長
制
に
代
る
新
ら
し
い
郷
里
制
が
出
現
し
た
の
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
出
現
は
右
の
よ
う
な
歴
史
的
動
向
の
う
え
に
生
じ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
郷
正
、
里
長
は
国
家
権
力
の
末
端
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
(
惰
時
代
の
郷
里
制
に
つ
い
て
は
気
賀
沢
保
規
氏
、
「
晴
代

郷
里
制
に
関
す
る
一
考
察
」
史
林
五
八
巻
四
号
参
照
。
)
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J、
南
朝
と
北
朝
と
の
税
役
面
で
の
対
比

南
朝
政
権
と
北
朝
政
権
と
が
そ
れ
ぞ
れ
相
手
方
の
制
度
を
見
そ
の
長
所
を
と
り
入
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
察
す
る
に
か
た
く
な
い
。
税

役
に
関
し
て
も
恐
ら
く
そ
う
し
た
と
と
が
か
ら
む
の
で
あ
ろ
う
が
、
類
似
点
が
か
な
り
あ
る
。
本
節
は
(
惰
)
唐
の
税
役
制
の
源
流
が
ど
れ
だ
け
見

え
る
か
と
い
う
乙
と
を
頭
に
お
い
て
右
の
類
似
性
な
ど
を
と
り
あ
げ
る
。
た
だ
し
、
(
惰
)
唐
の
制
度
自
体
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
省
略
し
、
南
北

朝
と
(
惰
)
唐
と
の
両
者
の
関
連
性
を
直
接
的
に
行
論
に
現
わ
す
こ
と
は
し
な
い
。

ま
ず
租
調
面
で
あ
る
が
、
梁
陳
時
代
男
女
の
丁
対
象
均
額
の
租
調
が
あ
る
。
(
惰
書
食
貨
志
に
そ
の
広
義
の
租
米
額
と
し
て
丁
男
の
米
七
解
が
示

漢
六
朝
の
税
役
問
題



　
漢
六
朝
の
税
役
問
題

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
唐
の
米
二
解
三
斗
余
に
あ
た
る
。
》
一
方
、
平
沙
の
曽
和
十
年
以
降
夫
婦
対
象
均
額
の
租
調
が
現
わ
れ
て
い
る
。
両
者
は

人
を
対
象
に
均
額
の
租
調
を
か
け
る
と
い
う
基
本
線
で
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
金
融
時
代
｝
般
的
な
形
で
国
有
田
を
支
給
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
民
田
の
貧
民
に
も
右
の
赤
心
望
洋
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
北
朝
の
均
田
制
に
あ
っ
て
は
建
て
前
上
、
一
定

基
準
の
田
の
所
有
に
対
し
て
租
調
が
か
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
現
実
に
は
無
田
の
も
の
、
殆
ん
ど
田
を
も
た
な
い
も
の
も
数
多

く
お
り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
も
右
の
租
調
が
か
け
ら
れ
た
と
さ
れ
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
人
を
対
象
に
均
額
の
租
調
を
か
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
資
産
面
か
ら
見
た
際
大
き
い
不
公
平
が
生
ず
る
。
し
か
し
、
有
事
時
代
、

田
租
が
同
時
に
存
在
し
て
お
り
、
戸
対
象
資
産
対
応
の
調
も
亦
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
面
で
税
制
上
の
不
公
平
の
緩
和
が
図
ら
れ
て
い
る
。
　
（

た
だ
し
、
そ
の
こ
と
は
貧
民
の
負
担
軽
減
を
意
味
し
な
い
。
）
一
方
、
北
朝
の
場
合
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
北
魏
の
分
裂
し
た
東
山
1
北
斉
、

西
魏
一
北
周
に
お
い
て
、
そ
の
資
産
に
応
じ
て
、
税
を
か
け
る
際
や
税
を
徴
収
す
る
際
、
戸
を
区
別
す
る
こ
と
が
生
じ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
循
役
面
で
あ
る
が
、
南
朝
の
場
合
、
基
本
的
な
後
期
で
あ
る
軍
役
の
ほ
か
に
雑
役
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
雑
使
と
も
よ
ば
れ
た
。
雑
役
の
な

か
に
は
官
衙
に
給
さ
れ
る
も
の
と
官
吏
に
給
さ
れ
る
も
の
と
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
括
し
て
幹
憧
と
い
っ
た
。
　
（
雑
役
は
雑
獣
医
寺
な
ど
に
も
か
け
ら

れ
る
。
）
そ
の
職
分
を
示
す
具
体
的
名
称
と
し
て
防
閤
、
白
豆
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
役
の
ほ
か
に
地
方
の
雑
多
な
役
が
あ
っ
た
。
な
お
、
下
級

の
九
品
官
に
就
い
た
も
の
も
亦
雑
役
の
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
理
論
的
根
拠
は
重
心
玉
藻
篇
に
（
公
）
卿
大
夫
士
庶
の
秩
序
に
お
け
る
士
が
（

一
部
）
後
役
の
対
象
と
な
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
と
く
に
七
条
徴
発
以
降
の
宋
斉
に
あ
っ
て
は
九
品
官
を
え
た
三
五
門
、
え
た
と
偽
称
す

る
三
五
門
が
多
数
生
じ
た
た
め
、
国
政
運
営
上
彼
ら
に
も
一
部
兵
役
を
負
担
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
雑

役
の
場
合
郎
銭
を
出
し
て
そ
れ
を
免
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
北
朝
の
場
合
、
一
般
庶
民
に
つ
い
て
い
え
ば
、
基
本
篠
役
で
あ
る
軍
役
の
ほ
か
に
雑
役
が
あ
っ
た
。
そ
の
役
は
職
分
に
よ
っ
て
防
閤
、
虞
侯
、
猟

師
な
ど
と
よ
ば
れ
る
。
こ
れ
は
下
級
九
品
官
に
就
い
た
も
の
に
も
か
け
ら
れ
る
。
北
魏
の
場
合
、
計
算
上
一
年
に
つ
き
軍
役
三
十
日
、
雑
役
三
十
日
、

地
方
の
雑
多
な
役
二
十
日
、
合
計
八
十
日
と
い
う
時
期
の
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
　
（
漢
時
代
は
ま
え
に
述
べ
た
よ
う
に
徳
役
は
理
論
上
合
計

九
＋
日
で
あ
っ
た
。
）
当
時
雑
機
も
あ
っ
た
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
雑
役
（
な
ど
）
と
何
ら
か
の
読
み
か
え
を
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
北
周
で

は
一
般
庶
民
は
六
丁
兵
時
代
年
間
三
十
日
の
軍
役
の
ほ
か
に
、
豊
年
三
十
日
、
平
年
二
十
日
、
凶
年
十
日
の
雑
役
を
か
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
地
方
の
雑
多
な
役
に
つ
い
て
は
不
明
。
）
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さ
れ
て
い
る
が
、
乙
れ
は
唐
の
米
ニ
解
三
斗
余
に
あ
た
る
。
)
一
方
、
北
貌
の
太
和
十
年
以
降
夫
婦
対
象
均
額
の
租
調
が
現
わ
れ
て
い
る
。
両
者
は

人
を
対
象
に
均
額
の
租
調
を
か
け
る
と
い
う
基
本
線
で
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
梁
陳
時
代
一
般
的
な
形
で
国
有
国
を
支
給
す
る
と
い
っ
た
乙
と
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
無
田
の
貧
民
に
も
右
の
丁
租
丁
調
が
か
け
ら
れ
た
乙
と
に
な
る
。
一
方
、
北
朝
の
均
田
制
に
あ
っ
て
は
建
て
前
上
、
一
定

基
準
の
田
の
所
有
に
対
し
て
租
調
が
か
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
現
実
に
は
無
田
の
も
の
、
殆
ん
ど
田
を
も
た
な
い
も
の
も
数
多

く
お
り
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
も
右
の
租
調
が
か
け
ら
れ
た
と
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
人
を
対
象
に
均
額
の
租
調
を
か
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
資
産
面
か
ら
見
た
際
大
き
い
不
公
平
が
生
ず
る
。
し
か
し
、
梁
陳
時
代
、

田
租
が
同
時
に
存
在
し
て
お
り
、
一
戸
対
象
資
産
対
応
の
調
も
亦
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
面
で
税
制
上
の
不
公
平
の
緩
和
が
図
ら
れ
て
い
る
。
(

た
だ
し
、
そ
の
こ
と
は
貧
民
の
負
担
軽
減
を
意
味
し
な
い
。
)
一
方
、
北
朝
の
場
合
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
北
貌
の
分
裂
し
た
東
貌
|
北
斉
、

西
貌
|
北
周
に
お
い
て
、
そ
の
資
産
に
応
じ
て
、
税
を
か
け
る
際
や
税
を
徴
収
す
る
際
、
一
戸
を
区
別
す
る
こ
と
が
生
じ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
徳
役
面
で
あ
る
が
、
南
朝
の
場
合
、
基
本
的
な
偽
役
で
あ
る
軍
役
の
ほ
か
に
雑
役
が
あ
っ
た
。
乙
れ
は
雑
使
と
も
よ
ば
れ
た
。
雑
役
の
な

か
に
は
官
街
に
給
さ
れ
る
も
の
と
官
吏
に
給
さ
れ
る
も
の
と
あ
り
、
乙
れ
ら
を
総
括
し
て
幹
憧
と
い
っ
た
。
(
雑
役
は
雑
工
医
寺
な
ど
に
も
か
け
ら

れ
る
。
)
そ
の
職
分
を
一
ポ
す
具
体
的
名
称
と
し
て
防
閥
、
白
直
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
役
の
ほ
か
に
地
方
の
雑
多
な
役
が
あ
っ
た
。
な
お
、
下
級

の
九
品
宮
に
就
い
た
も
の
も
亦
雑
役
の
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
の
際
の
理
論
的
根
拠
は
礼
記
玉
藻
篇
に
(
公
)
卿
大
夫
士
庶
の
秩
序
に
お
け
る
士
が
(

一
部
)
待
役
の
対
象
と
な
る
と
乙
ろ
に
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
と
く
に
七
条
徴
発
以
降
の
宋
斉
に
あ
っ
て
は
九
品
官
を
え
た
三
五
門
、
え
た
と
偽
称
す

る
三
五
門
が
多
数
生
じ
た
た
め
、
国
政
運
営
上
彼
ら
に
も
一
部
待
役
を
負
担
さ
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
雑

役
の
場
合
郎
銭
を
出
し
て
そ
れ
を
免
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

北
朝
の
場
合
、
一
般
庶
民
に
つ
い
て
い
え
ば
、
基
本
待
役
で
あ
る
軍
役
の
ほ
か
に
雑
役
が
あ
っ
た
。
そ
の
役
は
職
分
に
よ
っ
て
防
閤
、
虞
侯
、
猟

師
な
ど
と
よ
ば
れ
る
。
乙
れ
は
下
級
九
品
官
民
就
い
た
も
の
に
も
か
け
ら
れ
る
。
北
貌
の
場
合
、
計
算
上
一
年
に
つ
き
軍
役
三
十
日
、
雑
役
三
十
日
、

地
方
の
雑
多
な
役
二
十
日
、
合
計
八
十
日
と
い
う
時
期
の
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
(
漢
時
代
は
ま
え
に
述
べ
た
よ
う
に
待
役
は
理
論
上
合
計

九
十
日
で
あ
っ
た
。
)
当
時
雑
待
も
あ
っ
た
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
雑
役
〈
な
ど
)
と
何
ら
か
の
読
み
か
え
を
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
北
周
で

は
一
般
庶
民
は
六
了
兵
時
.
代
年
間
三
十
日
の
軍
役
の
ほ
か
に
、
豊
年
三
十
日
、
平
年
二
十
日
、
凶
年
十
日
の
雑
役
を
か
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
地
万
の
雑
多
な
役
に
つ
い
て
は
不
明
。
)
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注
①
孟
子
の
説
い
た
井
田
制
は
漢
時
代
以
降
大
き
く
読
み
か
え
ら
れ
、

　
　
そ
の
公
田
中
に
五
畝
の
宅
が
あ
る
と
か
、
国
中
と
野
と
の
両
方
の

　
　
農
民
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
か
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
れ
は
孟
子
の
説
く
と
こ
ろ
と
ズ
レ
て
い
る
。

　
②
商
鞍
の
改
革
は
簡
単
に
い
え
ば
、
遅
れ
て
い
た
秦
の
政
治
社
会
体

　
　
制
を
他
国
な
み
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
う
ち
出

　
　
き
れ
た
個
別
人
身
的
支
配
面
は
、
あ
る
い
は
他
国
に
比
し
て
一
段

　
　
と
進
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
と
て
も
他
国
の

　
　
行
き
か
た
と
異
質
の
も
の
で
は
な
い
。
旧
来
商
鞍
の
改
革
に
つ
い

　
　
て
は
他
国
の
場
合
と
の
異
質
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ

　
　
同
質
性
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

③
田
租
（
田
税
）
は
も
と
も
と
耕
作
者
と
土
地
の
用
益
権
所
有
者
と

　
　
の
一
致
を
前
提
と
し
て
、
収
穫
高
の
幾
分
か
を
定
率
で
納
め
さ
せ

　
　
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
武
甲
の
と
き
田
租

　
　
を
定
率
か
ら
（
事
実
上
、
す
べ
て
場
合
、
一
定
の
広
さ
に
対
し
一

　
　
定
の
額
と
な
る
）
定
額
に
改
め
た
こ
と
は
、
田
租
が
用
益
権
の
所

　
　
有
に
対
し
て
か
け
る
．
も
の
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
の
を
意
味
す

　
　
す
。
以
後
、
そ
の
田
租
が
収
穫
高
を
さ
ま
ざ
ま
の
形
で
考
慮
さ
れ

　
　
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
田
租
徴
収
上

　
，
の
技
術
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

④
現
実
に
は
、
五
＋
歳
に
な
る
と
、
六
＋
歳
ま
で
の
羨
卒
と
同
様
軽

　
　
い
梅
役
に
就
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

・
漢
六
朝
の
税
役
問
題

⑤
勲
状
収
租
制
と
「
薮
沢
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
参
照
。

　
ま
た
、
義
米
の
制
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
屯
田
経
営
の
廃
止
に
よ

　
り
国
家
の
田
租
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
と
の
関
連
を
見
る
べ
き
で

　
あ
る
。

⑥
天
窓
の
改
革
以
後
、
新
九
品
官
一
二
品
を
、
そ
れ
が
二
品
で
あ
る

　
と
い
う
理
由
で
す
べ
て
王
業
と
規
定
す
る
も
の
と
、
そ
の
新
九
品

　
官
に
つ
い
て
も
清
と
濁
と
が
あ
る
と
す
る
理
解
と
あ
っ
た
。
前
者

　
は
い
わ
ば
天
子
の
側
に
た
つ
も
の
で
あ
る
。
本
文
で
と
り
あ
げ
た

　
の
は
こ
れ
で
あ
る
。

　
な
お
、
宋
の
孝
討
論
の
と
き
士
人
が
商
業
を
行
う
の
が
禁
止
さ
れ

　
て
い
る
。

⑦
す
で
に
北
周
の
と
き
丁
兵
が
中
央
の
土
木
事
業
に
出
さ
れ
た
こ
と

　
が
あ
る
。
階
に
あ
っ
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
丁
兵

　
の
役
は
あ
く
ま
で
軍
役
で
あ
る
。
階
時
代
丁
兵
の
役
の
後
身
と
し

　
て
年
間
二
十
日
の
歳
役
が
生
じ
た
が
、
こ
れ
も
も
と
も
と
防
（
軍

　
役
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
出
な
い
も
の
に
は
庸
が
か
け
ら
れ
た
。
と

　
こ
ろ
で
唐
時
代
の
右
の
歳
役
に
続
く
年
間
二
十
日
の
役
が
中
央
の
国

　
家
的
土
木
事
業
に
提
供
さ
せ
る
労
力
で
、
そ
れ
に
出
な
い
も
の
に

　
庸
が
か
け
ら
れ
る
と
い
う
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
浜
口
重
国

　
氏
、
『
秦
漢
階
唐
史
の
研
究
』
第
三
部
第
五
「
唐
に
於
け
る
両
税

　
法
以
前
の
筏
役
労
働
」
）
。
こ
う
し
た
変
化
は
階
時
代
に
お
け
る

　
府
兵
制
の
改
変
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
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注
①
孟
子
の
説
い
た
井
田
制
は
漢
時
代
以
降
大
き
く
読
み
か
え
ら
れ
、

そ
の
公
田
中
に
五
畝
の
宅
が
あ
る
と
か
、
国
中
と
野
と
の
両
方
の

農
民
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
か
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ

れ
は
孟
子
の
説
く
と
こ
ろ
と
ズ
レ
て
い
る
。

②
商
鞍
の
改
革
は
簡
単
に
い
え
ば
、
遅
れ
て
い
た
秦
の
政
治
社
会
体

制
を
他
国
な
み
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
う
ち
出

さ
れ
た
個
別
人
身
的
支
配
面
は
、
あ
る
い
は
他
国
民
比
し
て
一
段

と
進
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
と
て
も
他
国
の

行
き
か
た
と
異
質
の
も
の
で
は
な
い
。
旧
来
商
鞍
の
改
革
に
つ
い

て
は
他
国
の
場
合
と
の
異
質
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ

同
質
性
比
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

③
田
租
(
国
税
)
は
も
と
も
と
耕
作
者
と
土
地
の
用
益
権
所
有
者
と

の
一
致
を
前
提
と
し
て
、
収
穫
高
の
幾
分
か
を
定
率
で
納
め
さ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
武
帝
の
と
き
田
租

を
定
率
か
ら
(
事
実
上
、
す
べ
て
場
合
、
一
定
の
広
さ
に
対
し
一

定
の
額
と
な
る
)
定
額
に
改
め
た
こ
と
は
、
田
租
が
用
益
権
の
所

有
に
対
し
て
か
け
る
も
の
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
の
を
意
味
す

す
。
以
後
、
そ
の
田
租
が
収
穫
高
を
さ
ま
ざ
ま
の
形
で
考
慮
さ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
田
租
徴
収
上

の
技
術
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

④
現
実
に
は
、
五
十
歳
に
な
る
と
、
六
十
歳
ま
で
の
羨
卒
と
同
様
軽

い
高
役
に
就
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

漢
六
朝
の
税
役
問
題

⑤
度
田
収
租
制
と
「
薮
沢
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
参
照
。

ま
た
、
義
米
の
制
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
屯
田
経
営
の
廃
止
に
よ

り
国
家
の
田
租
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
と
の
関
連
を
見
る
べ
き
で

あ
る
。

⑥
天
監
の
改
革
以
後
、
新
九
品
宮
H

二
品
を
、
そ
れ
が
二
品
で
あ
る

と
い
う
理
由
で
す
べ
て
清
官
と
規
定
す
る
も
の
と
、
そ
の
新
九
品

官
に
つ
い
て
も
清
と
濁
と
が
あ
る
と
す
る
理
解
と
あ
っ
た
。
品
別
者

は
い
わ
ば
天
子
の
側
に
た
つ
も
の
で
あ
る
。
本
文
で
と
り
あ
、
げ
た

の
は
こ
れ
で
あ
る
。

な
お
、
宋
の
孝
武
帝
の
と
き
士
人
が
商
業
を
行
う
の
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
。

⑦
す
で
に
北
周
の
と
き
丁
兵
が
中
央
の
土
木
事
業
に
出
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
惰
に
あ
っ
て
も
、
同
様
の
と
と
が
あ
る
。
し
か
し
丁
兵

の
役
は
あ
く
ま
で
軍
役
で
あ
る
。
惰
時
代
丁
兵
の
役
の
後
身
と
し

て
年
間
二
十
日
の
歳
役
が
生
じ
た
が
、
こ
れ
も
も
と
も
と
防
(
軍

役
)
で
あ
る
。

ζ

れ
に
出
な
い
も
の
に
は
庸
が
か
け
ら
れ
た
。
と

こ
ろ
で
唐
時
代
の
右
の
歳
役
に
続
く
年
間
二
十
日
の
役
が
中
央
の
国

家
的
土
木
事
業
に
提
供
さ
せ
る
労
力
で
、
そ
れ
に
出
な
い
も
の
に

庸
が
か
け
ら
れ
る
と
い
う
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
浜
口
重
国

氏
、
「
秦
漢
晴
唐
史
一
の
研
究
』
第
三
部
第
五
「
唐
に
於
け
る
両
税

法
以
前
の
徳
一
役
労
働
」
)
。
こ
う
し
た
変
化
は
惰
時
代
に
お
け
る

府
兵
制
の
改
変
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
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